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〈保護者のみなさんへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　１　嵐あらし、ふたたび！




　朝あさのあいさつが飛とびかう通つう学がく路ろ──その中なかを、栗くり毛げ色いろの長ながい髪かみをひとつにまとめた少しょう女じょが、いそぎ足あしで歩あるいていた。

　少しょう女じょの名なは、高たか野の杏あん樹じゅ。

　このあたりでは有ゆう名めいなマンモス校こう、海かい聖せい学がく園えんにかよう、小しょう学がく５年ねん生せいだ。

　メガネのレンズごしに見みえる蒼あおい瞳ひとみは、しきりと肩かたのほうを気きにしている。

「まずい、まずいよ……」

　つぶやくように杏あん樹じゅは言いうと、うで時ど計けいをチラリと見みた。

「えーっ、まだ８時じでしょ？　ぜんぜんヘーキじゃん。なにいそいでるのさ。それより……杏あん樹じゅが、ゆっくり歩あるいてくれないと、ボク、落おっこちちゃいそうなんだけど……」

　杏あん樹じゅの肩かたにしがみついている、小ちいさな人ひとのようなものが、口くちをひらいた。

「毎まい日にち、言いってるでしょ！　シルフは羽はねがあるんだから、自じ分ぶんで飛とんでってば！」

　七なな色いろのうすい羽はねを持もち、小ちいさな体からだにはふつりあいな、大おおきなぼうしとクツを身みにつけた風かぜの精せいシルフは、早はや口くちで注ちゅう意いしてくる杏あん樹じゅを見みて、顔かおをしかめた。

「杏あん樹じゅのケチ！」

「もうっ！　シルフにかまってる時じ間かんないんだって。今日きょう、日にっ直ちょくなのにー！」

　そう言いって、自し然ぜんとかけ足あしになる。

「布ふ団とんなんか干ほしてるからだよ」

「だって、こんなにイイ天てん気きなんだもん！　お布ふ団とん、干ほしたいじゃない」

「ヴァルにまかせればよかったんだよ。今こん週しゅうの洗せん濯たく係がかりだからって、いろいろやりすぎ！」

「さすがに、とりこむのは、たのんできたよ」

　そう言いって、杏あん樹じゅは、こころよくたのまれてくれたヴァルを思おもいだした。

　銀ぎん色いろの髪かみをまとめ、黒くろいエプロンに身みをつつんだ長ちょう身しんの青せい年ねんヴァル──

　彼かれの正しょう体たいは、平へい和わを祈いのる神しん狼ろう族ぞくなのだけれど、保ほ護ご者しゃがいない高たか野の家けの世せ話わ役やくとして、家か事じをすすんでやってくれている。

　外がい見けんはかっこいいのに、気きが弱よわくて心しん配ぱい性しょうなのが玉たまにきずだ。

「つぎの休やすみまで、待まてばよかったんだよ」

「だって、そろそろ梅つ雨ゆに入はいるでしょ？　あー、もうユウウツだぁ……」

「晴せい天てんを願ねがう吸ヴァ血ンパ鬼イアって、なんかヘンな感かんじ！」

「いいじゃない、べつに」

　そう。

　風かぜの精せいシルフを連つれて、神しん狼ろう族ぞくといっしょに住すんでいる杏あん樹じゅは、由ゆい緒しょただしい（？）吸ヴァ血ンパ鬼イアなのだ。

　正せい確かくにいうと、吸ヴァ血ンパ鬼イアの孫まごなのだけど……。

「あっ、あの集しゅう団だん！」

　シルフの声こえで、杏あん樹じゅは10メートルほど先さきにいる集しゅう団だんを見みた。

　杏あん樹じゅの兄あに、光こう哉やを中ちゅう心しんとした、ひときわめだつ集しゅう団だんが、キャイキャイとさわぎながら、ゆっくりと通つう学がく路ろを進すすんでいる。

「やっぱり、光こう哉やはめだつね。さっすが人にん気きモデルだ！　女おんなの子こばっかり、モテモテじゃん！」

「今日きょうは、おにいちゃんが出でてる雑ざっ誌しの発はつ売ばい日びだから、いつもよりファンの子こが多おおいんだよ」

　げんなりとした口く調ちょうでそう言いうと、杏あん樹じゅは光こう哉やに見みつからないように、集しゅう団だんの横よこをすり抜ぬけようとした。

　栗くり毛げ色いろの髪かみ、蒼あおい瞳ひとみ、色いろ白じろな肌はだ、長ながい手て足あし──北ほく欧おう出しゅっ身しんのおじいちゃんから受うけついだ外がい見けんをからかわれた経けい験けんがある杏あん樹じゅは、めだつことが苦にが手てだった。

　光こう哉やも、杏あん樹じゅの友ともだちも「気きにするな」と言いうけれど、そういうわけにもいかない。

　苦にが手てなものは苦にが手て。

　ふつうに、平へい凡ぼんに暮くらせれば、それでいいのだ。

　まぁ、吸ヴァ血ンパ鬼イアとなってしまったいまでは、それもかなわない夢ゆめなのだけれど。

「ほら、いそぐよ！」

　グッと足あしに力ちからを入いれた瞬しゅん間かん──

「光こう哉や～～っ！」

　目めの前まえをよこぎる人ひと影かげに気きづき、ぶつかりそうになった杏あん樹じゅは、あわてて足あしを止とめた。

　光こう哉やを呼よんだ人ひと影かげは、集しゅう団だんの中ちゅう心しんにいる光こう哉やにかけよると、そのいきおいのまま抱だきついた。

　はじけるような笑えみをうかべ、

「会あいたかった……！」

　と、ほおを、光こう哉やの胸むねにすりつけている。

「えっ！　……ええっ!?」

　目めを見みひらく杏あん樹じゅは、肩かたに乗のったシルフと顔かおを見みあわせた。

　あまりにとつぜんのできごとで、さわがしかった集しゅう団だんが、一いっ瞬しゅんにして静しずかになる。

「えっと……え？　いや……きみ、だれ？」

　ドギマギしている光こう哉やは、抱だきついたままの少しょう女じょをじっと見みた。

　健けん康こう的てきに焼やけた小こ麦むぎ色いろの肌はだの少しょう女じょは、あわいパープルの瞳ひとみを、光こう哉やにむけている。

　スラッとした手て足あしと発はっ達たつした体からだは、外がい国こくの美び少しょう女じょモデルのようだ。

「だれ？　……じゃないでしょ」

　そう言いって、少しょう女じょは、ふふっと口くちもとに笑えみをうかべた。

「光こう哉やは……キスまでした女おんなの子こを、わすれちゃったの？」

「キス？　は？　え？」

　あせっているのか──光こう哉やは朝あさ、時じ間かんをかけてセットしていたのをわすれたように、髪かみをガシガシとかきはじめた。

「光こう哉やから『つき合あうよ』って言いってくれたのに……」

　手てで顔かおをおおう少しょう女じょ。

　少しょう女じょが言いった言こと葉ばは、集しゅう団だんの女おんなの子こたちをさわがせるのにじゅうぶんだった。

「ってことは、光こう哉や先せん輩ぱいのカノジョってこと？」

「特とく定ていの子こは、ぜったい作つくらないって言いってたのにー！」

「光こう哉や先せん輩ぱい、どういうことですか!?」

　つめよる女おんなの子こたちに、光こう哉やの男おとこ友ともだちがいきおいよく、はじき飛とばされる。

「いや、ちょっと待まって……オレ、カノジョなんか作つくってないし……」

「じゃあ、この子こはいったい、だれなんですか!?」

「キスしたとか言いってますけど！」

「いや、なんかのまちがいだと思おもうけど……」

　そう言いう光こう哉やの顔かおに、いつものような自じ信しんはうかんではいなかった。

[image: ]

「うーん……」

　遠とおまきに様よう子すを見みていた杏あん樹じゅは、冷ひや汗あせをうかべている光こう哉やと、さわぎのまんなかにいる少しょう女じょを見みくらべる。

「あれって……もしかして、この間あいだの……？」

　杏あん樹じゅのつぶやきに、シルフは笑わらいをかみ殺ころしながら、うなずいた。

「まさか、本ほん当とうにやってくるなんてね。ヒジョーシキだなぁ」

「勝かっ手てにやってきたのは、シルフだっていっしょでしょ！」

（んもう……どうしよう……）

　杏あん樹じゅは、うで時ど計けいを見みた。

　日にっ直ちょくの仕し事ごとは、あきらめるしかなさそうだ。

　もう１人ひとりの日にっ直ちょくには、あとであやまるしかない。

　学がっ校こうの役やく割わりも、大だい事じなのはわかっているけれど、杏あん樹じゅには使し命めいがある。

「しかたないか……これも仕し事ごとだ！」

「そうだね。精せい霊れいがおこしたトラブルは、杏あん樹じゅたちがなんとかしないとね！」

「たちって、今こん回かいは、おにいちゃんはムリでしょ。あの顔かおじゃあ、すっかりわすれちゃってるみたいだし……」

　おじいちゃんのあとを継ついだ、大だい事じな使し命めい──

　それは、世せ界かい精せい霊れい同どう盟めい、通つう称しょうＷＦＡの特とく別べつ管かん理り大たい使しとして、精せい霊れいたちのために動うごくこと。

　日にっ本ぽんにきた精せい霊れいたちに観かん光こう案あん内ないをしたり、日にっ本ぽんのことを教おしえたりすることもそうだけれど、人にん間げん界かいでトラブルをおこす精せい霊れいたちをなんとかするのも、大たい使しの仕し事ごとのひとつだ。

　大おおきく息いきをつくと、杏あん樹じゅは集しゅう団だんにむかって歩あるいていった。

「あっ、杏あん樹じゅちゃん！」

　光こう哉やの親しん友ゆうである陽よう介すけの言こと葉ばに、杏あん樹じゅは「おさわがせしてます」と頭あたまを下さげながら、集しゅう団だんの中なかを進すすんでいく。

　近ちかづいてくる杏あん樹じゅに気きづいた光こう哉やが、助たすけをもとめる視し線せんを投なげかけた。

「杏あん樹じゅ、ちょっと──」

「いいから、おにいちゃん、こっちきて。あなたも！」

　杏あん樹じゅは、光こう哉やと少しょう女じょのうでをとると、集しゅう団だんから引ひきぬくようにして、通つう学がく路ろを逆ぎゃくむきに歩あるきはじめる。

「ちょっと待まって！」

「まだ話はなしは終おわってないですよっ！」

　さわぐ女おんなの子こたちの声こえが聞きこえなくなる場ば所しょまで、２人ふたりをひっぱってくると、杏あん樹じゅはむきなおった。

　少しょう女じょは、杏あん樹じゅにも抱だきついてくる。

「杏あん樹じゅもひさしぶりっ！」

「ひさしぶり、じゃないですっ！」

　少しょう女じょを引ひきはがし、杏あん樹じゅはうでぐみをした。

「なんで、ココにいるの……ヴィリ！」

「なんでって……今日きょうから私わたしも、海かい聖せい学がく園えんの生せい徒とになったの。よろしくね！」

「ええええええええっ！」

　驚おどろいた杏あん樹じゅは、目めの前まえに立たっている少しょう女じょを見みる。

　たしかに、海かい聖せい学がく園えんのトレードマークでもある、かわいいと評ひょう判ばんの制せい服ふくを着きていた。

「ちょっと待まて。杏あん樹じゅ、こいつ知しってるの？」

「知しってるもなにも……逆ぎゃくに、なんでおぼえてないのよ……」

　肩かたを落おとす杏あん樹じゅを横よこ目めに、光こう哉やは少しょう女じょをじっと見みた。

　茶ちゃ色いろのショートヘアーの少しょう女じょは、光こう哉やの視し線せんを受うけて、ニッコリとほほえむ。

「私わたしが生いきていくために、協きょう力りょく……してくれるんでしょ？」

　そう言いわれて、光こう哉やがポンッと手てをたたいた。

「あのときのＫＹケーワイ娘むすめか！」

　光こう哉やを自じ分ぶんのモノにしようと、原はら宿じゅくで撮さつ影えいをしているときに、光こう哉やにせまってきたヴィリは、好すきな人ひとの生せい気きを吸すって生いきる精せい霊れいなのだけれど──吸すってしまうとその人ひとは、植しょく物ぶつ状じょう態たいになってしまう。

　だから、ヴィリはいつも１人ひとりぼっちなのだ。

「ケーワイ？」

　光こう哉やの言こと葉ばをくり返かえして、ヴィリは首くびをかしげた。

「なにそれ？」

「……空くう気き読よめないってこと」

　杏あん樹じゅの言こと葉ばを聞きいて、ヴィリが光こう哉やをにらむ。

「……最さい近きんの子こは、なんでも略りゃくせばいいと思おもって。っていうか、本ほん当とうにわすれてたの？」

「こんなに早はやく人にん間げん界かいにくるなんて、考かんがえもしないだろ」

「モルガンから連れん絡らくなかったの？　あなたたちのそばで暮くらせるように、彼女かのじょがいろいろと準じゅん備びしてくれたんだけど」

「は!?」

　ヴィリの言こと葉ばに、杏あん樹じゅと光こう哉やは顔かおを見みあわせた。

　モルガンは、ＷＦＡの長おさだ。

　派は手でなかっこうと、突とっ飛ぴな行こう動どうをする大だい魔ま女じょである。

　杏あん樹じゅたちの家いえに、ほうきでやってきたときに作つくった、壁かべのへこみはいまだに直なおっていない。

　モルガンが「そのうち直なおすわ」と言いったきりだ。

　光こう哉やが首くびをかしげながら、口くちをひらく。

「きてない……よな？」

「うん、ヴァルも言いってなかったし……シルフ、なにか聞きいてる？」

「いや。きっと、あのばあさんのことだから、連れん絡らくするのわすれてるんじゃないかな」

「えー、そんなことってあるの？」

「ま、そのうち連れん絡らくがくるよ。『ごめんね、いそがしくってわすれてたのー』とか言いって」

「ありえるな……じいちゃんが消きえるときも、連れん絡らくもせずに、日にっ本ぽんにきた人ひとだし」

　シルフの言こと葉ばに納なっ得とくしている光こう哉やの横よこで、ヴィリが、はじけるような笑えみをうかべて言いった。

「とにかく。そういうことだから、これからよろしくね！」







　　　　２　ドッキドキの日にっ直ちょく




　ホームルームのチャイムが鳴なると同どう時じに、杏あん樹じゅは教きょう室しつへとすべりこんだ。

　息いきをきらす杏あん樹じゅを見みて、友ともだちの里さと美みが興きょう味みしんしんに口くちをひらく。

「おはよ、杏あん樹じゅ。朝あさから大たい変へんだったみたいじゃない」

「大たい変へん？」

　里さと美みの横よこにすわるなり、杏あん樹じゅは聞ききかえす。

「光こう哉や先せん輩ぱいに、カノジョができたんだって!?」

「えぇっ!?　もう知しってるの？」

「知しってるもなにも……学がく園えん中じゅうのニュースになってるよ。妹いもうとも公こう認にんだって」

「あぁ、それか……かんちがいだよ、かんちがい」

「へ？　そうなの？」

「うん、お父とうさんの知しり合あいの子こでね。今日きょうから日にっ本ぽんで暮くらすんだって」

　と、口くち裏うらを合あわせることに決きめてきた。

　クロアチア出しゅっ身しんの嵐あらしの精せい霊れいで、心こころから好すきになれる人ひとを探さがすために日にっ本ぽんにやってきました──なんて、本ほん当とうのこと、口くちが裂さけても言いえない。

（心しん配ぱいだなぁ……）

　ヴィリがうまく学がっ校こうになじめるか心しん配ぱいなので、シルフについていってもらったのだけれど、どうなっていることやら……。

「なるほどね！　海かい外がいだと、キスがあいさつみたいなもんだもんね」

　里さと美みが手てをたたいて、納なっ得とくしている。

「そっ、そうそう」

　うまくはぐらかせたかなと、杏あん樹じゅは、ホッと一ひと息いきついた。

　里さと美みは刑けい事じの娘むすめで、親おやゆずりなのか、すごくカンがいい。

　親しん友ゆうと呼よべる友ともだちに、ウソはつきたくないけれど、本ほん当とうのことは言いえない。

　この後うしろめたさが、杏あん樹じゅはたまらなくイヤだった。

　と言いっても、どうしようもないのだけれど。

「あ、そうだ……」

　黒こく板ばんに書かかれている日にっ直ちょくの名な前まえを見みて、杏あん樹じゅはギクッとなった。

　里さと美みの言こと葉ばが、右みぎから左ひだりへと流ながれていく。

「安あ倍べくん、１人ひとりで日にっ直ちょくの仕し事ごとやってたよ。てつだおうかって言いったんだけど、あとで高たか野のにやってもらうから、いいって。いいよねぇ、杏あん樹じゅ。安あ倍べくんと日にっ直ちょくなんてさ」

　春はる人とに好こう意いをよせている里さと美みは、うらやましそうに、黒こく板ばんに書かかれた２人ふたりの名な前まえを見みている。

（うわー、気きまずい！）

　ぎこちなく春はる人とのほうをふりむく。

　春はる人とはほおづえをついて、担たん任にんのキヨミ先せん生せいがくるのを待まっていた。

（あとで、あやまらなきゃ……）

　杏あん樹じゅは里さと美みに気きづかれないよう、小ちいさくため息いきをついた。

（あー、朝あさから頭あたまがいたいっ！）

「おはよー、みんなすわってー」

　キヨミ先せん生せいが教きょう室しつに入はいってくるのを見みて、春はる人とが号ごう令れいをかける。

　よくとおる声こえが、教きょう室しつ内ないにひびきわたった。

　出しゅっ席せきをとりおわったキヨミ先せん生せいが、思おもいだしたように口くちをひらく。

「そうそう。つぎの授じゅ業ぎょうで日に本ほん地ち図ずを使つかうから、日にっ直ちょくは、準じゅん備び室しつからとってきてくれる？」

「わかりました」

　杏あん樹じゅがそくざに答こたえる。

「重おもいから、２人ふたりで運はこぶようにね」

　そう忠ちゅう告こくして、キヨミ先せん生せいは教きょう室しつをあとにした。

　教きょう室しつ内ないが、ふたたびさわがしくなる。

　杏あん樹じゅの横よこにすわっている里さと美みが、つくえにつっぷした。

「あーん、社しゃ会かいって苦にが手て」

　松まつ葉ばづえをついて歩あるいてくる百ゆ合りが、つぶやいた里さと美みを見みて笑わらう。

「里さと美みは、どの授じゅ業ぎょうでも苦にが手てって言いうんだね」

「そんなことないよ！　図ず工こうと家か庭てい科かだけは得とく意いだもん」

「えばって言いうことじゃないけどね」

　杏あん樹じゅのツッコミに、百ゆ合りがコロコロと笑わらった。

「百ゆ合り……そんなに笑わらってるけど、ケガ、どうなのよ？」

　百ゆ合りは、すこし前まえに事じ故こにあった。

　右みぎ足あしの骨こっ折せつという、クラシックバレエのプリマを目め指ざしている百ゆ合りには、かなり重じゅう大だいなケガだったけれど、どうやら順じゅん調ちょうに回かい復ふくしているらしい。

「あせって治なおそうって、思おもわなくなったし。それに、松まつ葉ばづえにも慣なれてきたからさ」

「階かい段だんとか、つらかったらてつだうよ？」

　杏あん樹じゅに同どう調ちょうするように、里さと美みも口くちをひらく。

「あ、いまさらだけど、帰かえりとかいっしょに帰かえろっか？　そのほうがよくない？」

「ううん、大だい丈じょう夫ぶ」

　百ゆ合りが首くびをふる。

「ママが、車くるまで送おくりむかえしてくれてるから」

「そっか。それじゃ、安あん全ぜんだ」

　うなずく里さと美みの横よこに、春はる人とが立たった。

「高たか野の、地ち図ずとりに行いくけど」

　言いわれて、杏あん樹じゅはあわてて立たちあがる。

「あ、ごめん。行いく！」

　教きょう室しつを出でていく春はる人とのうしろを、杏あん樹じゅはかけ足あしでついていった。




　社しゃ会かい科か準じゅん備び室しつは、初しょ等とう部ぶ棟とうではなく、共きょう用よう棟とうと呼よばれる、杏あん樹じゅの教きょう室しつとはちがう棟とうにある。

　幼よう稚ち園えん生せいがかよう幼よう稚ち園えん、小しょう学がく生せいがかよう初しょ等とう部ぶ、中ちゅう学がく生せいがかよう中ちゅう等とう部ぶ、高こう校こう生せいがかよう高こう等とう部ぶ──同おなじ敷しき地ち内ないにすべてがそろっている海かい聖せい学がく園えんは、巨きょ大だいなマンモス校こうだ。

　授じゅ業ぎょうに使つかう備び品ひんは、部ぶ室しつや図と書しょ室しつといった生せい徒と全ぜん員いんが使つかう共きょう用よう棟とうにおかれている。

　わたり廊ろう下かでつながっているので、遠とおくはないけれど、いそいで行いかないと授じゅ業ぎょうには間まにあわない。

「安あ倍べくん、朝あさはごめんね」

　先さきにたって歩あるいていた杏あん樹じゅは、数すう歩ほうしろを歩あるいている春はる人とに声こえをかけた。

「気きにしなくていいよ。おまえのにーちゃん、有ゆう名めい人じんだしな」

「いや、そうじゃないんだけど……」

　一いっ瞬しゅんまよって、杏あん樹じゅは口くちをひらいた。

「じつはね……」

　そう切きりだして、朝あさのさわぎのことを手てみじかに話はなすと、春はる人とは顔かおをしかめた。

「そいつも、ヴァンパイア大たい使しのお客きゃくさまってわけか。この街まちって、精せい霊れいがウヨウヨいるんだな」

「……ウヨウヨってほどは、いないと思おもうけど」

　小こ声ごえでツッコんで、杏あん樹じゅはチラリと春はる人とを見みた。

　切きれ長ながの目めは、なにかを考かんがえているように一いっ点てんに集しゅう中ちゅうしている。

（また、祓はらうとか、ヘンなこと考かんがえてないといいけど……）

　春はる人とは、杏あん樹じゅがヴァンパイア大たい使しだと知しっている唯ゆい一いつの友ともだち（？）だ。

　そのかわり、杏あん樹じゅも、春はる人とが陰おん陽みょう師じの孫まごだということを知しっている。

　おたがいに、だれにも言いえないヒミツをかかえていた。

「そういえば、今日きょうはいつものつかい魔ま、いないんだな」

「つかい魔まって、シルフ？　シルフなら、今日きょうきた精せい霊れいにつきそってるの」

「ふーん」

　陰おん陽みょう師じの孫まごの春はる人とは、杏あん樹じゅと同おなじように精せい霊れいが見みえる。

　おたがいの正しょう体たいを知しってから、春はる人とは、杏あん樹じゅに精せい霊れいたちの話はなしをふってくるのだけれど──校こう内ないで、できるだけ精せい霊れいや大たい使しの話はなしをしたくない杏あん樹じゅは、話わ題だいを変かえることにした。

「安あ倍べくんは、もう学がっ校こうには慣なれた？」

「まぁ、そこそこ」

　クールでおとなっぽい春はる人とは、転てん校こうしてきて数すう日じつは、クラスの男だん子しから話はなしかけられることはなかったけれど──ゲームやスポーツにくわしいことから、じょじょに友ともだちができているようだった。

「あ、ここ」

　杏あん樹じゅが準じゅん備び室しつのドアを開あける。

　カーテンがひかれている室しつ内ないはうす暗ぐらく、ほこりっぽい。

　なんとなく幽ゆう霊れいが出でそうな感かんじで、１人ひとりできていたら、ぜったいにひき返かえしたくなる。

　陰おん陽みょう師じの春はる人とがいっしょだということは、幽ゆう霊れいギライな杏あん樹じゅには、少すくなからず心こころづよかった。

　社しゃ会かいの授じゅ業ぎょうで使つかわれる地ち図ずやなんかが山やまづみにされている中なかを、杏あん樹じゅと春はる人とは無む言ごんで進すすんでいく。

「日に本ほん地ち図ずって、これかな……」

　つぶやきながら、杏あん樹じゅの身しん長ちょうほどもある、ほそ長ながい巻まき物もののラベルをのぞきこんでみる。

「そうだ、これこれ！」

　前まえにも使つかったことがあったので、おぼえていたのだ。

「よいしょっと……」

　サッと杏あん樹じゅが手てをのばした、そのとき。

「高たか野の、あぶないっ！」

　春はる人との言こと葉ばに、杏あん樹じゅがハッと上うえを見みあげた。

　横よこにあったべつの地ち図ずが、グラリと、杏あん樹じゅの頭あたまの上うえをめがけて落おちてくる。

　目めの前まえに、地ち図ずがせまっている。

「きゃあっ！」

　あわてた杏あん樹じゅは、うしろに飛とびのいた──けれど、足あしもとにおかれていた段だんボール箱ばこに足あしをとられ、派は手でにころぶ。

「あっ！」

　地ち図ずがふってくるのを想そう像ぞうして、杏あん樹じゅはギュッと目めをつぶった。




　ガラガラガラーン。




　床ゆかに、備び品ひんが散ちらばる音おとがひびく。

　だけど、いつまでたっても、杏あん樹じゅに地ち図ずがぶつかることはなかった。

（……あれ？）

　ゆっくりと目めをひらくと……

「うわっ！」

　杏あん樹じゅの目めの前まえには、春はる人との顔かおがあった。
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　どうやら、春はる人とが身みをていして、杏あん樹じゅをかばってくれたようだ。

　すぐそこに、男おとこの子この顔かおがある。

　おきあがろうとすれば、触ふれてしまいそうな距きょ離りに。

「高たか野の、大だい丈じょう夫ぶかっ!?」

「うん……ごめんね、ありがとう」

　そう言いって、杏あん樹じゅは目めの前まえにいる春はる人との顔かおをのぞきこんだ。

「私わたしより、安あ倍べくん……大だい丈じょう夫ぶ？」

「……！　べべべべ、べつに……だ、大だい丈じょう夫ぶ」

　杏あん樹じゅが見みているうちに、みるみる顔かおが赤あかくなった春はる人とは、プイとそっぽをむいて、ぶっきらぼうに立たちあがった──が、足あしもとがフラついている。

「ねぇ、本ほん当とうに大だい丈じょう夫ぶなの？　ぶつけた場ば所しょ、悪わるかったんじゃない？」

「ヘーキだって！　そ、それより、ここ……まったく整せい理りされてないんだな」

　ぶつぶつ言いって、春はる人とが目もく的てきの地ち図ずを拾ひろいあげた。

　杏あん樹じゅといえば──腰こしがくだけた状じょう態たいで、すわりこんだまま。

「おい……腰こし、ぬかすようなことじゃないだろ」

　苦く笑しょうして、春はる人とが杏あん樹じゅに手てをさしのべてくる。

「立たてるか？」

「う、うん……」

（なんだか、情なさけないなぁ……）

　朝あさの日にっ直ちょくの仕し事ごとはサボっちゃうし、１人ひとりで地ち図ずなんかとろうとするから、こんなことになっちゃうし。

「大だい丈じょう夫ぶ」

　なんとなく気きまずくって、春はる人との手てをとらずに、杏あん樹じゅは１人ひとりで立たちあがった。

　スカートやブレザーについたほこりをはたく。

「なんか、ごめんね……」

　杏あん樹じゅの言こと葉ばに、春はる人とは笑わらった。

「おまえって、本ほん当とうに『ごめんね』が多おおいんだな。立たち花ばなが言いってたとおりだ」

（へ？）

　目めを丸まるくする杏あん樹じゅ。

「里さと美み、そんなこと言いってたの？」

「うん。朝あさにちょっと話はなしてさ──それより、これくらいオレ１人ひとりで持もてるし、高たか野のは保ほ健けん室しつでも行いってきたら？」

「なんで？　私わたしより、安あ倍べくんの頭あたまにあたったんだし……」

「オレは大だい丈じょう夫ぶ。でも高たか野のは、血ちが出でてるじゃん」

　春はる人とが指ゆびさした、そこ──杏あん樹じゅの足あしには、床ゆかにおかれていた段だんボール箱ばこできったのだろう、きり傷きずができていた。

「じゃあ、オレ、先さきに行いってるから」

　春はる人とはそう言いって、重おもい地ち図ずをかかえて、準じゅん備び室しつを出でていく。

　そんな春はる人との背せ中なかを見みおくりながら、杏あん樹じゅは大おおきなため息いきをついた。

「今日きょうって、厄やく日びなのかな……」







　　　　３　災さい難なんはつづく!?




　杏あん樹じゅの話はなしを聞きいた保ほ健けん室しつの先せん生せいが、にこやかにほほえんだ。

「ま、そういう日ひもあるわよ。これくらいのケガですんだことを、ありがたく思おもわないと」

「そうですよね……」

　春はる人とがかばってくれなかったら、きっと、大おおきなたんこぶが頭あたまにできていたことだろう。

（にしても、安あ倍べくん、大だい丈じょう夫ぶかなぁ？）

　地ち図ずが頭あたまにあたったからなのか、顔かおがずっと赤あかかった。

　どこか、打うちどころが悪わるかったんじゃないか。

（うーん、心しん配ぱいだ……もとはといえば、私わたしのせいなんだし……）

　悩なやんで、ほおに手てをあてる杏あん樹じゅの横よこで、いきおいよくドアがひらかれた。

「せんせー、ちょっと避ひ難なんさせて！」

　聞ききおぼえのある声こえにふりかえったそこには、光こう哉やが立たっている。

「お、杏あん樹じゅじゃん。どうした？」

「ちょっと、ケガしちゃって。それより、おにいちゃんこそ、どうしたの？　避ひ難なんって……」

「どうもこうもねーよ」

　そう言いって、杏あん樹じゅの横よこのイスにドカッとすわる。

「今朝けさのことで、女じょ子したちがいろいろうるさくって！　かといって、本ほん当とうのことなんか説せつ明めいできないだろ？　もー、つかれた……あいつ、べつの意い味みで嵐あらしを呼よんだよなぁ」

　つくえにつっぷす光こう哉やを見みて、保ほ健けん室しつの先せん生せいがクスリと笑わらった。

「有ゆう名めい人じんなんだから、多た少しょうのことはしかたないわよ。ガマン、ガマン！」

「……オレが有ゆう名めい人じん!?　ただの雑ざっ誌しモデルですよ？」

　光こう哉やが顔かおをあげる。

　本ほん当とうに、こまっているのだろう。

　まゆげが八はちの字じになっている。

「ヴィリが同おなじクラスになったってのが、また問もん題だいなんだよ……」

　光こう哉やのつぶやきに、保ほ健けん室しつの先せん生せいが食くいついた。

「あら……あの子この知しり合あいなの？」

「知しり合あいっていうか……せんせーは知しってんの？」

「うちの近きん所じょの、資し産さん家かのおたくのお孫まごさんだって聞きいたけど。今日きょう、転てん校こうしてきたのね」

「資し産さん家かの孫まご？」

　杏あん樹じゅと光こう哉やは、顔かおを見みあわせた。

「そうよ。すっごい豪ごう邸ていなんだから！」

「へ、へぇ……」

　資し産さん家かの孫まご……養よう子しになったのだろうか。それにしても、モルガンは、なんて根ね回まわしがいいんだろう。

　その手てぎわのよさに、おもわず感かん心しんしてしまう。

「あの子こと有ゆう名めいモデルが、交こう際さい疑ぎ惑わくか……そりゃあ、さわぎにもなるわよ」

　言いった保ほ健けん室しつの先せん生せいは楽たのしそうだった。

「おもしろがってるだろ、せんせー……」

「そんなことないわよ。モテる男おとこの宿しゅく命めいってこと！　ほら、避ひ難なんとか言いってないで、ちゃんと授じゅ業ぎょうに出でなさい。逃にげてると、よけいにさわぎが大おおきくなるわ」

　保ほ健けん室しつの先せん生せいが、光こう哉やの背せ中なかを押おす。

「そのうちおさまるわよ。大だい丈じょう夫ぶ」

「そうかなぁ……」

　うたがわしげにしている光こう哉やに、保ほ健けん室しつの先せん生せいはみょうな提てい案あんをしてきた。

「手てが届とどきそうだから、さわがれるのよね……ってことは、手てが届とどかない──そう、思おもいきって、芸げい能のう人じんとしてデビューしちゃうとか！」

「ははっ……まぁ、それはおいおい」

　そう言いって、光こう哉やはしぶしぶ立たちあがった。

「しかたねーな。もどるか！」

「おにいちゃん、がんばってね！」

　杏あん樹じゅは、笑え顔がおで光こう哉やを送おくりだす。

「さて、妹いもうとさんのほうも、もう大だい丈じょう夫ぶかしら」

「あ、はい。ありがとうございました」

　ペコリと一いち礼れいすると、杏あん樹じゅも保ほ健けん室しつをあとにした。

　静しずかな廊ろう下かを歩あるきながら、杏あん樹じゅは考かんがえこむ。

（学がく園えん中じゅうが、おにいちゃんのウワサで持もちきりなんて、なんだかなぁ……たしかに、雑ざっ誌しのモデルだけどさ、こんなにさわがれることなのかなぁ？）

　そう思おもうものの──出でてる雑ざっ誌しは増ふえてきているし、テレビに出でないかって話はなしもあるくらいだから、人にん気き急きゅう上じょう昇しょう中ちゅうなのだろう。

（ひと前まえで、吸ヴァ血ンパ鬼イアの能のう力りょくを使つかわないように、ちゃんと言いっておかないと……いつかバレちゃうよね）

　そう考かんがえると、杏あん樹じゅはまた、ユウウツになってくるのだった。




「それにしても、まさか……杏あん樹じゅにまで、ウワサの真しん相そうを聞ききにくるとはねぇ」

　いっしょに下げ校こうしている里さと美みが、ため息いきまじりにつぶやいた。

「思おもいださせないでよぉ……」

　げんなりとしている杏あん樹じゅを見みて、里さと美みがバシッと肩かたをたたく。

「それだけ、光こう哉や先せん輩ぱいが人にん気きってことじゃない。このまま、芸げい能のう人じんになっちゃったりして！　いまのうちに、サインもらっとこうかな」

「ちょっと……里さと美み、ミーハーすぎ」

　そう言いって、杏あん樹じゅは頭あたまをかかえた。

　休やすみ時じ間かんごとに、光こう哉やのことを聞ききにきた上じょう級きゅう生せいたちを思おもいだすと、ため息いきしか出でてこない。

（おにいちゃんが、本ほん当とうにいつか芸げい能のう人じんになったら、毎まい日にちこうなんだろうか……）

「あー、もう……今日きょうは厄やく日びだ、ぜったい」

　つぶやいた杏あん樹じゅを見みて、里さと美みはおもむろにカバンから雑ざっ誌しをとりだした。

　歩あるきながら、パラパラとページをめくっていく。

「杏あん樹じゅ、星せい座ざなんだっけ？」

「みずがめ座ざだけど……なに、とつぜん」

　杏あん樹じゅは、里さと美みがひらいているページをのぞきこんだ。

　占うらないのページだ。

「最さい近きん、出でてきた占うらない師しでね。これがよくあたるんだよ。悪あく魔ま占うらないっていうの、めずらしいでしょ？」

「悪あく魔ま占うらない？」

　聞ききなれない言こと葉ばに、杏あん樹じゅは首くびをかしげた。

「悪あく魔まを使つかって、占うらなってるんだって」

「ふーん……」

「しかも、かっこいいんだよねぇ！　その占うらない師し」

「へぇ……占うらない師しまで、気きにしたことなかったなぁ」

　占うらないの結けっ果かは気きにするものの、占うらなっている人ひとにまで関かん心しんをよせることがなかった杏あん樹じゅは、占うらない師し本ほん人にんのことまでくわしい里さと美みに、感かん心しんすらしてしまう。

「今日きょうは、アケロンの予よ言げんだって……対たい人じん運うんはサイアク。家いえでおとなしくしていましょう！　わかった？」

「はーい」

　とは言いったものの、家いえにはべつの問もん題だい児じがいるのだ。

　また、さわがれるようなことが、あるかもしれない。

　家いえの中なかで完かん全ぜんに１人ひとりっきりなんて、ぜったいにムリなんだし。

「あ、杏あん樹じゅ……」

　里さと美みが、顔かおをのぞきこんでくる。

「信しんじてないでしょ？」

「そっ、そんなことないよ。家いえで静しずかにしてます、はい」

「ほんっとにあたるんだから！　テレビでも人にん気きなんだよ、この人ひと」

「どんな人ひと？」

「ほら、ここ」

　言いわれて、杏あん樹じゅはもう一いち度ど、占うらないのページを見みてみる。

　占うらないのページにはめずらしく、占うらない師しの顔かお写じゃ真しんがカラーで出でていた。

　まっしろな肌はだ、ぱっちり二ふた重え、長ながいまつげにふちどられた蒼あおい瞳ひとみ、クセのない漆しっ黒こくの長ながい髪かみ……ため息いきが出でるほどの、美び人じんな占うらない師しだった。
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「なに、この人ひと……すっごいキレイ……」

　ふんわりとはおっているのは、日にっ本ぽんの着き物ものだろうか。女おんなの人ひとが着きるには、ちょっとふつりあいに思おもえる色いろと柄がらだ。

（これって……）

「男おとこの人ひとがにあいそうな着き物ものだね。そう思おもわない？」

　そう言いって、着き物ものを指ゆびさした杏あん樹じゅを、里さと美みはキョトンとして見みつめた。

「私わたし、なにか、ヘンなこと言いってる？」

　里さと美みの口くちもとがゆるんだかと思おもうと、笑わらいをこらえられないというふうに、プッとふきだす。

「ちょっと、なんで笑わらうのよ！」

「ここ、見みてみ」

　カンタンなプロフィールが書かかれている部ぶ分ぶんを見みた杏あん樹じゅは、あっ、と声こえをあげた。

　年ねん齢れい不ふ詳しょうの占うらない師しの性せい別べつは──男だん性せい。

「ウソでしょ！　こんなにキレイなのに！」

　目めをパチクリとさせる杏あん樹じゅを見みて、里さと美みが自じ分ぶんのことのように胸むねをはる。

「でっしょー！　老ろう若にゃく男なん女にょに絶ぜつ大だいな人にん気きをほこる占うらない師しなんだから」

「たしかに……」

　この人ひとに言いわれたら、たとえ占うらないがあたらなくてもファンになってしまいそうだ。

「Mefyメフィーさんっていうんだね。私わたし、聞きいたことないなぁ……」

「今こん夜やも、テレビに出でるはずだよ。今こ年としの上かみ半はん期きに、人にん気きが出でてきた芸げい能のう人じんをぶった切ぎる！　みたいな特とく番ばんで。たしか、生なま放ほう送そうだったはず」

「へ、へぇ……じゃあ、見みてみようかな」

「そうしなよ！　んじゃ、私わたし、こっちだから。また明日あしたね」

　里さと美みと別わかれた杏あん樹じゅは、１人ひとり、家いえへと歩あるいていく。

　なんだかシーンとしているように感かんじるのは、いつもいっしょのシルフがいないからだ。

（シルフがそばにいないのって、ひさしぶりかも……）

　杏あん樹じゅが、あの日ひ──自じ分ぶんの正しょう体たいをおじいちゃんに聞きかされた日ひから、シルフはずっと杏あん樹じゅのそばにいた。

　最さい初しょは、ふつうじゃなくなるのがイヤでたまらなかったのに、気きづくと、学がっ校こうに行いくのも寝ねるのもいっしょになっている。

　春はる人とは、シルフのことをつかい魔まと呼よぶけれど、杏あん樹じゅにはそうは思おもえなかった。

　友ともだち。

　そう、なんでも話はなせる友ともだちだ。

「うまくやってるかな……」

　なんだか急きゅうに、肩かたのあたりがさびしくなってくる。

（そうだっ！　シルフにおやつとられちゃうかもっ！）

　いつも、杏あん樹じゅのおやつにまで手てをだすシルフのことだから──もしかしたら、帰かえってこないのをいいことに、杏あん樹じゅのぶんまで食たべてしまうかもしれない。

（早はやく家いえに帰かえろっと！）

　杏あん樹じゅは、家いえにむかってかけだした。







　　　　４　いっしょにお買かいもの




「だから、むこうに連れん絡らくしてみてってば！」

　玄げん関かんを開あけるなり、聞ききおぼえのある声こえが家いえ中じゅうにひびきわたる。

（な、なに!?）

　あわててクツを脱ぬぐと、杏あん樹じゅはリビングへといそぐ。

「ただいま──って、ヴィリ！」

「杏あん樹じゅ、おかえりー」

　リビングのソファーでくつろいでいるヴィリが、笑え顔がおで手てをふっている。

「杏あん樹じゅさま、おかえりなさいませ。あの……ヴィリが、今日きょうから日にっ本ぽんで暮くらすと──」

「うん、そうみたい」

　今朝けさのできごとをヴァルに話はなすと、どうやら納なっ得とくしたようだった。

「シルフから聞きいても、なんだか信しんじられなくって……」

　ヴァルのつぶやきに、シルフが口くちをとがらせた。

「ボクって、信しん頼らいされてないの？」

「いや、そういうわけでは……でも、一いち度どＷＦＡの本ほん部ぶに確かく認にんしてみますね。手てちがいがあっては、こまりますから」

　そう言いって、ヴァルは電でん話わへとむかう。

　そんなヴァルの背せ中なかを見みおくって、杏あん樹じゅはヴィリにむきなおった。

「学がっ校こう、どうだった？」

「どうだった？　って……なんで、人にん間げんってずっとイスにすわってられるのかしら？　決きめられた時じ間かんに、興きょう味みもないこと教おしえこまれて……教きょう室しつを出でようとすると、たった数すう十じゅう年ねんしか生いきてない人にん間げんに、頭あたまから怒おこられるのよ！　すっごくたいくつだったわ！」

「でも、学がっ校こうって、そういうもんだし……中ちゅう学がくまでは義ぎ務む教きょう育いくだから、人にん間げんの子こどもは全ぜん員いん、行いかないといけないんだよ。でも、ヴィリは精せい霊れいなんだし、ムリして行いかなくても──」

　杏あん樹じゅの説せつ明めいに、ヴィリはふてくされたように口くちをとがらせ、さえぎるように言いった。

「べつに、行いきたくないなんて言いってないでしょ。光こう哉やがいるかぎり、学がっ校こうとやらには、かようわよ」

「そ、そっか」

　なんて、杏あん樹じゅは言いったけれど、本ほん当とうは複ふく雑ざつな気き持もちだった。

　早はやく運うん命めいの人ひとを探さがして、帰き国こくしてもらわないと、光こう哉やの身みがもたない。

　なんたって、ヴィリは、人ひとの生せい気きを吸すって生いきる精せい霊れいなのだから……。

（だいたい、おにいちゃんがカンタンに「協きょう力りょくする」とか言いうから、こんなことになってるんだよ、もう！）

　結けっ局きょく、悩なやむのは杏あん樹じゅだけだ。

（あーぁ……）

　脱だつ力りょくした杏あん樹じゅが、ソファーにすわろうとしたとき。

「杏あん樹じゅさま。モルガンが、電でん話わを代かわってほしいと言いってます」

「はーい、いま、行いく！」

　スカートをひるがえし、杏あん樹じゅはヴァルから受じゅ話わ器きを受うけとった。

「もしもし、代かわりました」

「あっ、杏あん樹じゅ！　ひさしぶりだわね！」

　耳みみにここちよくひびくソプラノで、モルガンが話はなしだす。

　声こえのうしろで、フランス語ごやら英えい語ごやらが飛とびかっているところを聞きくと、あいかわらずいそがしそうだった。

「ごめんねぇ。連れん絡らく、遅おそくなっちゃって。でも、ヴィリに聞きいたでしょ？　お世せ話わになる家いえ──資し産さん家かっていっても、こっちで活かつ躍やくしてる、人にん間げんかぶれの精せい霊れいだから、安あん心しんしてね」

「えっ、精せい霊れいなんですか？」

「そうそう。まさか、人にん間げんの家いえにやっかいになるわけにはいかないでしょう。彼女かのじょが日にっ本ぽんの家いえにもどることは、とうぶんないと思おもうから、ヴィリに好すきに使つかってって伝つたえておいてね」

「わかりました。でも、ヴィリ１人ひとりで大だい丈じょう夫ぶでしょうか？」

「ノープロブレム！　人にん間げんの老ろう夫ふう婦ふがおてつだいさんとして住すみこんでるから、生せい活かつするのにはこまらないわ。ただ、彼かれらは正しょう体たいを知しらないから、そこらへんは注ちゅう意いしないとね」

「言いっておきます」

　杏あん樹じゅはそう言いって、シルフと楽たのしげに話はなしているヴィリを見みた。

　海かい外がいからやってきた女おんなの子ことして見みるには、問もん題だいはなさそうだ。

　いまのところは、だけど。

「で、最さい近きんどう？　ヴァルから聞きいたけど、すっかり吸ヴァ血ンパ鬼イアの能のう力りょくが覚かく醒せいしたみたいね」

「そうなんです。きっと、もっと前まえから平へい気きだったんじゃないかって……なんだか、気きづかない間あいだ、学がっ校こうをズル休やすみしちゃったような気きがして」

　モルガンが電でん話わごしに笑わらう。

「あいかわらず、マジメねぇ……。ま、あんまり気き負おわず、これからも大たい使しとして、しっかりやってちょうだいね」

「それはもちろん！」

　意い気きごんで答こたえた杏あん樹じゅの耳みみに、はげしくドアをたたく音おとが飛とびこんでくる。

　電でん話わごしにもかかわらず、あまりの音おとの大おおきさに、杏あん樹じゅはおもわず、受じゅ話わ器きから耳みみを離はなした。

「ちょっと、いま、電でん話わ中ちゅうよ！」

「ニャニャニャニャッ！」

「なに？　待まってよ」

　モルガンのほうで、なにか問もん題だいが発はっ生せいしたようだった。

「シャ・ノワール！　静しずかにしてて」

「ニャニャニャーン！」

　離はなした受じゅ話わ器きから、ネコの鳴なき声ごえとフランス語ごが、かすかに聞きこえてくる。

「あー、もう！　いま、行いくわよ」

「あの……」

　切きりましょうか、と杏あん樹じゅが言いいだす前まえに、モルガンが早はや口くちで、

「ごめん、杏あん樹じゅ。またね！」

　そう言いって、電でん話わが切きれた。

（あいかわらず、台たい風ふうみたいな人ひとだなぁ……）

　杏あん樹じゅは苦く笑しょうしてしまった。

　キッチンで、お茶ちゃの準じゅん備びをしていたヴァルのそばへと行いくと、ヴァルが心しん配ぱいそうに聞きいてくる。

「光こう哉やさまは、大だい丈じょう夫ぶなのでしょうか。やっと、体たい調ちょうがもどったというのに、ヴィリにエネルギーをわけたりして……」

「そういえば、モルガンさんに聞きくのわすれちゃった……でも、大だい丈じょう夫ぶって判はん断だんしたから、モルガンさんが準じゅん備びしてくれたんじゃないかな」

「そ、そうですよね……」

　うんうん、と１人ひとりうなずいて、ヴァルが茶ちゃ器きを運はこんでいく。

（でも……）

　どうしてモルガンは、ヴィリを１人ひとりで日にっ本ぽんにこさせたのだろう。

　それも、こんなに早はやく。

「……ん？」

　ヴァルのあとについていこうとした杏あん樹じゅは、玄げん関かんがさわがしいことに気きづいた。

「ただいまー……って、あれ？　お客きゃくさんか？」

　玄げん関かんにおかれたローファーを見みて、光こう哉やが首くびをかしげている。

「杏あん樹じゅの友ともだち？」

「ううん、ヴィリ……さんがきてるよ」

　あわてて、ヴィリに〝さん〟をつけたのは、光こう哉やのうしろに陽よう介すけがいたから。

　光こう哉やの親しん友ゆうの陽よう介すけは──杏あん樹じゅがＷＦＡの大たい使しになるきっかけになった、精せい霊れいがおこした事じ件けんに巻まきこまれた男おとこの子こだ。

　といっても、モルガンが〝忘わすれ薬ぐすり〟を使つかったおかげで、本ほん人にんはまったくおぼえていないはずだけど。

「ヴィリちゃん、きてるんだ？　ほら、やっぱり光こう哉やのカノ──」

「ちがうっつーの。マジで、父とうさんの知しり合あいの子こなんだって」

「ジョーダンだよ。光こう哉やにカノジョができたら、ぜったい、オレに報ほう告こくあるだろうし」

　そう言いって、ニシシと笑わらうと、

「おじゃましまーす」

　と、陽よう介すけが家いえにあがってきた。

　陽よう介すけがリビングに消きえたのを見みはからって、光こう哉やが小こ声ごえで、杏あん樹じゅに話はなしかけてくる。

「で、なんでヴィリがいんの？」

「知しらないよー。やっぱ、１人ひとりじゃ心こころ細ぼそいんじゃないかな？」

　杏あん樹じゅは手てばやく、モルガンとの電でん話わの内ない容ようを話はなした。

「そっか。んじゃ、今日きょうはパーティーだな」

「は？」

「今日きょう、転てん校こうしてきたんだし、とうぜん、歓かん迎げいパーティーやるだろ!?」

　リビングに入はいっていくと、陽よう介すけが加くわわったおかげで、一いっ気きににぎやかになっていた。

　光こう哉やが、陽よう介すけとヴィリにパーティーの提てい案あんをすると、２人ふたりは目めをかがやかせた。

「ステキ！」

　いきおいよく抱だきついてくるヴィリを必ひっ死しに引ひきはがし、光こう哉やがテキパキとヴァルに指し示じをだす。

　最さい近きん、料りょう理りを作つくることに熱ねっ中ちゅうしているヴァルも、なんだかウキウキしているように見みえた。

「じゃあ、なにがいいですかね？」

「歓かん迎げい会かいなら、やっぱ肉にく！」

　間まをあけずに答こたえる陽よう介すけに、ヴァルがうんうんとうなずいた。

「庭にわで、バーベキューでもしましょうか」

「そうだな。せっかくの大おお人にん数ずうなんだし、パーッとやろうぜ！」

　光こう哉やたちが盛もりあがる中なか、シルフがそっと杏あん樹じゅの肩かたにのってくる。

「ボク、食たべられるのかな？」

　心しん配ぱいそうにつぶやくシルフを見みて、杏あん樹じゅは小ちいさな声こえで答こたえた。

「大だい丈じょう夫ぶだよ。家いえの中なかに隠かくれててくれたら、ちょうどよく焼やけたのを、持もっていってあげる……こっそり食たべよ！」

「えー、外そとがいいよぉ！」

「ワガママ言いわないの。空くう中ちゅうにお肉にくがういてたら、陽よう介すけくんがビックリするでしょ」

「うう、今日きょうはヴィリが主しゅ役やくだし、ガマンするか……」




　歓かん迎げい会かいの準じゅん備びを、ヴァル１人ひとりにまかせるわけにはいかず、杏あん樹じゅは人にん間げん界かいのジョーシキを教おしえるのも兼かねて、ヴィリといっしょに商しょう店てん街がいへとむかった。

「いろいろとお店みせがあるのねぇ……」

「そういえば、ヴィリは、食たべられないものとかあるの？」

　精せい肉にく店てんへと歩あるいている杏あん樹じゅに聞きかれ、ヴィリは首くびをかしげる。

「ないわ。そもそも、食しょく事じをしなくても生いきていけるし」

「そ、そっか」

　食くい意い地じのはったシルフとは大おおちがいだ。

「食たべちゃいけないとかじゃないんだよね？」

「光こう哉やが好すきなものが食たべたいわ」

「え？　おにいちゃんの？」

　なんだろう……と、シルフと顔かおを見みあわせる。

　肌はだやスタイルに、人ひと一いち倍ばい気きをつかっている光こう哉やは、好すききらいなく、なんでもよく食たべる。

「欠かかさずに食たべてるのは、フルーツかなぁ……」

「じゃあ、それで！」

　嬉き々きとして答こたえるヴィリに、だまっていたシルフが抗こう議ぎしはじめた。

「ちょっと、ちょっと！　バーベキューなんだから、メインは肉にくでしょ」

「フルーツでいいじゃない！」

「フルーツなんて、生なまで食たべるもんだろ？　焼やくものがないバーベキューなんて、バーベキューじゃないよぉ！」

「静しずかに！」

　さわぐ２人ふたりの間あいだにわってはいった杏あん樹じゅは、ヴィリとシルフを、かわるがわる、にらみつけた。

　シルフは、ほかの人ひとには見みえないのだから──ヴィリが、１人ひとりでさわいでいるように見みえてしまう。

　それはまずい。

「ここは商しょう店てん街がいなんだよ。さわいだりしたらダメ。わかった？」

　ショボンとなっている２人ふたりにむかって、杏あん樹じゅは言こと葉ばをつづける。

「フルーツもお肉にくも、バランスよく食たべる！　いい？」

「わかったわ」

　ヴィリの言こと葉ばに、シルフもしぶしぶうなずいた。

「よし、まずはお肉にく！」

　精せい肉にく店てんのショーケースをのぞきこんだヴィリは、ある食たべものを指ゆびさした。

「ねぇ、杏あん樹じゅ。これはなに？」

　揚あげたてのイイ匂においをさせているのは、コロッケだった。

「おっ、なんだい。杏あん樹じゅちゃんの友ともだちか？」

　精せい肉にく店てんのおじさんに聞きかれ、杏あん樹じゅはうなずいた。

「コロッケを知しらないとは……外がい国こくの子こなのに、変かわってるなぁ。よし、杏あん樹じゅちゃんの友ともだちなら──」

　そう言いって、ショーケースからトングを使つかって、ヴィリの目めの前まえに、あつあつのコロッケを差さしだした。

「サービスだ。食くってみ。うちのは、北ほっ海かい道どう産さんのキタアカリを使つかってるから、うまいぞ！」

　自じ信しんマンマンのおじさんとコロッケを見みくらべて、ヴィリはおそるおそる、コロッケに手てをのばした。

「…………コロッケ」

　ジーッとコロッケを見みている。

「いただいたら？　せっかく、もらったんだし」

　杏あん樹じゅに言いわれ、ヴィリはコロッケをそっと口くちに運はこんだ。

　サクッとした音おとが、杏あん樹じゅの耳みみにも聞きこえてくる。

　ひとくち食たべたヴィリの口くちもとに、ふんわりと笑えみがうかぶ。

「おいしい……コロッケ、おいしい！」

「そうだろ、そうだろ。ほら、持もって帰かえんな！」

　と、おじさんがいくつもコロッケをふくろに入いれていくのを見みて、杏あん樹じゅはあわてて止とめた。

　ここにくれば、なんでもタダでもらえる、とヴィリに思おもわせるのはまずい。

「買かいます、買かいます！　コロッケを──」

　言いいよどんで、杏あん樹じゅは頭あたまの中なかで数かずをかぞえた。

　杏あん樹じゅ、光こう哉や、ヴァル、シルフ、陽よう介すけ、ヴィリ……６つ、必ひつ要ようだ。

「コロッケを６つください。それと、このお肉にくを５００グラム、そっちのも５００グラム、お願ねがいします」

「なんだい、みょうに多おおいね、杏あん樹じゅちゃん」

「今日きょうは、おうちでバーベキューするんです」

「そうか、そうか。んじゃあ、この自じ家か製せいソーセージも、どうだい？」

　え、と言こと葉ばをつまらせた杏あん樹じゅの肩かたを、シルフがたたく。

「買かおうよお！　これ、いつか食たべたいと思おもってたんだ！」

「で、でも……」

「ボクはコロッケ食たべてないんだし、ソーセージ買かってくれてもいいじゃん！」

「う、うーん、それもそうか……んじゃ、ソーセージもください」

　結けっ局きょく、買かう必ひつ要ようのないものまで買かって、杏あん樹じゅたちは精せい肉にく店てんをあとにした。

　ヴィリが大だい事じそうに、コロッケをかかえている。いまにもスキップしそうなほど嬉うれしそうだ。

「つぎはどこ？」

「青せい果か店てん。野や菜さいや果くだ物ものが売うってるお店みせだよ」

「光こう哉やの好すきなものが、おいてあるところね！」

　かけだすヴィリを、杏あん樹じゅは追おいかける。

「ちょっと待まって！」

　夕ゆう暮ぐれどき──夕ゆうご飯はんの買かいもの客きゃくで、ごったがえしている商しょう店てん街がいの中なかを走はしるなんて、ヒジョーシキだ。

「ヴィリ、走はしっちゃダメ！」

　杏あん樹じゅに言いわれ、ヴィリは立たち止どまった。

「なんで？」
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　首くびをかしげているヴィリの横よこを、幼よう稚ち園えん生せいがキャッキャとかけぬけていく。

「ほら、あの人にん間げんだって、走はしってるじゃない」

「あの子こは小ちいさいから……」

「大おおきさで決きまるの？」

「そういうわけじゃないんだけど」

　こまったな。

　どう教おしえたらいいんだろう。

　悩なやんでいる杏あん樹じゅのうしろから、両りょう手てに買かいものぶくろを下さげた女おんなの人ひとが小こ走ばしりでやってきた。

「こらぁ！　走はしるなって、いつも言いってるでしょう！」

　どなられた幼よう稚ち園えん生せいが、女おんなの人ひとの前まえでショボンとなっている。

「大だい地ちはもう幼よう稚ち園えん生せいなんだから、ママの言いうこと、わかるよね？」

「うん……」

「みんなが利り用ようする場ば所しょで、走はしったりしたらダメ。ぶつかったりしたら、相あい手ての人ひとがケガするでしょう？」

「もうしない。ごめんなさい……」

「わかれば、よろしい。さ、帰かえろう」

　やさしくほほえむ女おんなの人ひとと幼よう稚ち園えん生せいが、杏あん樹じゅたちの前まえから歩あるき去さっていく。

「なるほどね……わかったわ」

　いまの会かい話わを聞きいていたヴィリが、納なっ得とくしたようにうなずいた。

「私わたしは、あの人にん間げんより大おおきい。だから、走はしったらいけないということを、理り解かいしなきゃダメなのね」

「ま、そういうこと……かな」

　そう答こたえて、杏あん樹じゅは小ちいさくため息いきをついた。

（精せい霊れいに、人にん間げん界かいのことを教おしえるって……意い外がいと大たい変へんなことなのかも！）







　　　　５　イケメン占うらない師し




　どうにか買かいものを終おえた杏あん樹じゅたちが、家いえにもどったころには、すでにバーベキューの準じゅん備びができていた。

　肉にくを焼やくとはりきっている陽よう介すけから離はなれ、光こう哉やがシルフにこう言いった。

「シルフも来こいよ。うす暗ぐらいし、陽よう介すけには気きづかれないって」

「いいの？　ボク、いっしょに食たべても」

「そのかわり、うまくやれよ。行いこうぜ！」

「わーい！　やった、やった！」

　杏あん樹じゅが止とめるヒマもなく、光こう哉やとシルフは庭にわに出でていってしまう。

「んもう！　バレたって、知しらないから」

　１人ひとりつぶやく杏あん樹じゅを見みて、ヴィリが笑わらった。

「ほんと、あなたたちって正せい反はん対たいね。モルガンが２人ふたりに大たい使しをまかせたのも、うなずけるわ」

「おにいちゃんったら、なにも考かんがえてないんだから！」

「そんなことないでしょ」

　そう言いって、ヴィリは、庭にわでさわいでいる光こう哉やを見みた。

「ちゃんと考かんがえてるわよ。言いわないだけで」

「そ、そうかな……」

　うたがわしげな目めで光こう哉やを見みながら、杏あん樹じゅはふくろから買かってきたものをだす。

「杏あん樹じゅさまっ！　それは、なんですかっ！」

　ふくろからつぎつぎと出でてくるものを見みて、ヴァルが声こえをあげた。

「コロッケとソーセージって、たのんでないですよぉ……」

「おじさんに、すすめられちゃって。なんとなく断ことわれなくて」

「それも……ですか？」

　ヴァルが、大たい量りょうの野や菜さいと果くだ物ものが入はいったふくろを指ゆびさす。

　バーベキューに必ひつ要ような、トウモロコシやピーマン、ニンジンのほかに、バナナや梨なしが見みえている。

「う、うん」

　かるくなったお財さい布ふの中なかを見みて、ヴァルがため息いきをつく。

「杏あん樹じゅさまも少すこし、買かいもののお勉べん強きょうをしていただかないと」




　シルフがバレないかとヒヤヒヤとしながら、それでも、にぎやかにバーベキューを楽たのしんでいた杏あん樹じゅは、学がっ校こうの帰かえりに、里さと美みに言いわれたことをすっかりわすれていた。

　やっと思おもいだしたのは、歓かん迎げい会かいも終おわりに近ちかいころ──みんなでリビングに集あつまって、お茶ちゃを飲のんでいたときだった。

「光こう哉や、テレビつけてもいい？」

　陽よう介すけが言いった一ひと言ことに、光こう哉やはヴァルを見みた。

　おじいちゃんとの約やく束そく──食しょく事じ中ちゅうはテレビを見みない──が、まだ生いきている高たか野の家けでは、最さい年ねん長ちょう者しゃのヴァルの一いち存ぞんで決きまるのだ。

「食しょく事じも終おわってますし、いいですよ」

　ヴァルがにこやかに答こたえる。

「では、私わたしはかたづけをしてきますね」

　庭にわに出でていこうとしているヴァルに、杏あん樹じゅが声こえをかける。

「あとで、みんなでやればいいじゃない」

「ダメです。炭すみでヤケドでもしたらこまりますし、ああいうのは早はやくかたづけたほうが、キレイになるんですよ。みなさんは、ゆっくりくつろいでいてください」

　そう言いって、ヴァルはさっさと庭にわへ出でてしまった。

「で、陽よう介すけ……なに見みたいの？」

「オレの好すきな歌か手しゅが出しゅつ演えんするんだ、これ」

　光こう哉やの質しつ問もんに答こたえるように、陽よう介すけがつけた番ばん組ぐみは、里さと美みが帰かえりに言いっていた番ばん組ぐみだった。

「あ、これ……いま有ゆう名めいな、占うらない師しのやつですか？　えっと、なんだっけ」

　ちょっと考かんがえて、杏あん樹じゅは里さと美みに教おしえてもらった名な前まえを口くちにする。

「メフィーさんでしたっけ？」

　杏あん樹じゅの言こと葉ばに、陽よう介すけがうなずいた。

「そうそう！　杏あん樹じゅちゃん、くわしいね」

「いや、あの……今日きょう、友ともだちから聞きいたから……」

「そうなんだ？　オレも、姉あね貴きから聞きいたんだけど、悪あく魔ま占うらないをするっていうんで、うさんくせーとか思おもったんだよ。だけどさ、じっさいよくあたるらしいんだ、これが」

　陽よう介すけは、テレビに映うつった──今こ年としデビューして以い来らい、ヒット曲きょくをだしまくっているというダンスユニットにくぎづけになる。

　一曲きょく歌うたってから、ダンスユニットは占うらない師しの横よこにすわった。

「あら……」

　占うらない師しを見みたヴィリが、意い外がいそうな声こえをあげる。

「ヴィリさん、知しってるの？」

　テレビに映うつっている占うらない師しを、じっと見みているヴィリに気きづき、杏あん樹じゅが声こえをかけた。

「知しってるも、なにも……」

　言こと葉ばをにごして、ヴィリはふわふわと飛とんでいるシルフを見みた。

「なに？　ボクの顔かおに、なにかついてる？」

「いいえ、なんでもないわ」

　シルフも知しっているのだろうか。

　聞ききたくても、陽よう介すけがいるリビングでは、シルフに声こえをかけることはできない。

　画が面めんの中なかの占うらない師しは、着き物ものをゆるく着きくずしたようなかっこうで、口くちもとに冷つめたい笑えみをうかべていた。

　まるで、メンバーたちを観かん察さつしているように。

（なんだろう……）

　占うらない師しといえば、相そう談だん者しゃの話はなしを親しん身みに聞きくイメージがあったのだけど、この占うらない師しはちがっていた。

　するどい目めつきのせいもあるのだろうけど──なにか、こう、人ひとを見み下くだしているような、そんな感かんじがする。

「男おとこ……か？　すげー顔かおが整ととのってるな」

「だろぉ。ファンが多おおいらしいぜ」

「たしかに、ヴィジュアル系けいバンドのボーカルって感かんじだけど……これで占うらない師しか」

　光こう哉やと陽よう介すけが話はなしているのを聞きいて、杏あん樹じゅは首くびをかしげた。

（イヤな感かんじがするのは、私わたしだけ……なのかな？）

　ヴィリはヴィリで、ジーッと占うらない師しを見みていて、口くちをひらこうとしない。

（ヘンなの……）




「さて……」

　占うらない師しはメンバーを見みまわすと、テーブルにむきなおった。

　目めの前まえの、テーブルの上うえにおかれているのは、サッカーボールほどの大おおきさの黒くろい球きゅう体たいのみ。

　黒くろい水すい晶しょう玉だまのようにも見みえなくないけれど、球きゅう体たいの中なかがキラキラと光ひかっているので、なにかの機き械かいにも見みえる。

「さて──今日きょうは、どんな悪あく魔まに占うらなってもらおうか……」

　小ちいさな天てん体たいをとじこめたような球きゅう体たいは、占うらない師しが手てをかざすと、サッと紫むらさき色いろに変かわっていった。

「音おん楽がくを奏かなでる悪あく魔ま、アムドゥスキアスにお願ねがいしよう。きみたちにピッタリだろう？」

　そう言いって、占うらない師しの口くちもとに笑えみがうかぶ。

　楽たのしげに球きゅう体たいを見みつめたあと──

「メンバー５人にんの相あい性しょうは、いいね。このまま順じゅん調ちょうにいけば、問もん題だいないだろう──が、しかし、１人ひとり１人ひとりには、問もん題だいが山やまづみのようだ」

　メフィーは、メンバー１人ひとり１人ひとりに、ゆっくりと視し線せんをむけた。

「よし、まずはきみだ。きみはこのままじゃ、このユニットには要いらない存そん在ざいになるね」

「は？」

　とつぜん、要いらない存そん在ざいと言いわれ、顔かおがひきつっている。

「ほら、幼おさないころにケガをしただろう？　そのリハビリをきちんとやらなかったせいで、またケガをするよ。再さい起き不ふ能のうで、この世せ界かいとはオサラバだ」

「ケガ？　いや……オレ、そんなケガなんて、してないですけど」

　言いわれたメンバーのＴＡＫＡが、いぶかしげに首くびをかしげる。

　それを見みて、占うらない師しは鼻はなで笑わらった。

「そんなはずはない。２歳さいのときに、大おおきな交こう通つう事じ故こに遭あっている。両りょう親しんに聞きいてみたまえ。さ、つぎはきみだ──家か庭てい内ないがうまくいっていないね」

　家か庭てい内ない、という言こと葉ばに、スタジオがざわめく。

　彼かれらダンスユニットのメンバーに、結けっ婚こんしている者ものはいない。少すくなくとも、世せ間けんには公こう表ひょうされてはいなかった。
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「え……オレのことですか？」

　聞ききかえしたのは、ボーカルのＳＡＩだ。さすがに、顔かおが青あおざめている。

「家か庭てい内ない、ですか？」

　司し会かい者しゃが、聞ききとがめるように言いった。

「そうだ。きみのお子こさんは、３歳さいか……おや、今こん夜や、高こう熱ねつが出でるみたいだね。いそいで帰かえったほうがいいんじゃないか？　深しん夜やに雨あめが降ふるから、徒と歩ほで病びょう院いんに行いくことだね。車くるまに乗のると、事じ故こでドカンだ」

　にぎった手てをパッと開ひらき、占うらない師しが意い地じの悪わるい笑えみをうかべる。

　獲え物ものをさだめるような目めで、占うらない師しが残のこり３人にんのメンバーを見みていく。

「つぎは、だれがいい──」

　占うらない師しの言こと葉ばが終おわる寸すん前ぜんに、とうとつにＣＭに入はいった。




「なんだよ、いまの……」

　陽よう介すけが、かたまっている。

「リーダーのＳＡＩが子こ持もち？　聞きいてないぜ」

「でも、よくあたる占うらない師しなんだろ？　素す性じょうをかくすことなんて、芸げい能のう界かいじゃあたり前まえなんじゃねーの」

「じゃねーのって聞きかれても……業ぎょう界かいのことは、光こう哉やのほうが、くわしいだろ」

　そう言いって、陽よう介すけがリビングの窓まどから空そらを見みあげた。

「天てん気きもよく当あてるんだけど、今こん夜やはどうなんだろうな……」

　陽よう介すけの視し線せんを追おうようにして、杏あん樹じゅも外そとを見みた。

　キレイな三み日か月づきがうかんでいる。

　雨あめが降ふりそうには、思おもえなかった。

「雨あめが降ふるって言いってましたけど……こんなにはっきり月つきが見みえるのに、雨あめなんか降ふるかなぁ」

　そう言いった杏あん樹じゅの横よこで、なにか考かんがえこみながら、光こう哉やがつぶやいた。

「つーか、占うらないってより、これ、素す性じょう明あかしだろ……ちょっと悪あく趣しゅ味みじゃねえ？　いつもこんな口く調ちょうなのか？」

「いや……」

　陽よう介すけが口くちごもる。

「オレ、姉あね貴きから聞きいてただけで……見みるのは、今日きょうはじめてなんだよ」

「ふーん……」

「ＣＭあけには、きちんと占うらないするんじゃない？」

　と、ヴィリは、われ関かんせずといった感かんじだ。

「テレビ局きょくが、あの占うらない師しに占うらないをさせれば……の話はなしだけど」

「それって、どういう──」

　杏あん樹じゅの言こと葉ばをさえぎるようにして、ＣＭがあけた。

　だけど、ＣＭがあけても、画が面めん上じょうに占うらない師しが出でてくることはなかった。

　司し会かい者しゃが言いいづらそうに、

「メフィーさんが『今日きょうは調ちょう子しが悪わるい』ということで、お帰かえりになってしまったので……」

　と、とうとつに、歌うた番ばん組ぐみに差さしかえてしまう。

「なんだか、テンション下さがったなー……そろそろ帰かえるよ」

　陽よう介すけが立たちあがったのを見みて、ヴィリも身みじたくをはじめた。

「私わたしもいっしょに帰かえるわ」

　と、みょうな雰ふん囲い気きを残のこしたまま、陽よう介すけとヴィリが高たか野の家けをあとにした。

　いままでさわがしかったぶん、静しずかになったリビングがさびしく見みえる。

「んー……」

　光こう哉やは陽よう介すけを見みおくったあと、ずっとソファーにすわって考かんがえこんだまま。

「おにいちゃん、どうかした？」

「オレさ……じつは事じ務む所しょから、この番ばん組ぐみに出でないかって言いわれたんだよね、今日きょう」

「ふーん」

　と、杏あん樹じゅはなにげなくあいづちを打うつ。

（ん？）

「って、えええええっ!?　おにいちゃん、テレビに出でるの？」

「まだ決きめてない。ただ、マネージャーが『そろそろテレビにも進しん出しゅつしよう！』って、うるさくって」

「そ、そうなんだ……」

　止とめる権けん利りはないけれど、なんだか不ふ安あんになってくる。

「……吸ヴァ血ンパ鬼イアだってバラされたら、こまるんだよ？」

「わかってる。ま、一ひと晩ばん考かんがえて、決きめるよ」

　ニコリと笑わらうと、光こう哉やは立たちあがった。

「あー、つかれた。今日きょうはもう寝ねる」

　さっさとリビングを出でていく光こう哉やを、杏あん樹じゅは不ふ安あんげな瞳ひとみで見みつめていた。







　　　　６　光こう哉やの「夢ゆめ」




　翌よく朝あさ──テレビでは、昨日きのうの夜よるのことで持もちきりだった。

『人にん気きダンスユニット、マキシムのＳＡＩ、占うらない師しのおかげで、ことなきを得えた！』

『高こう熱ねつの子こどもをかかえ、雨あめの中なか、ＳＡＩが都と内ないを走はしる！』

『自じ身しんでさえわすれていた大だい事じ故こ！　ＴＡＫＡ、今日きょうからリハビリ開かい始しか？』

『芸げい能のうリポーターでさえ、つかめなかった事じ実じつ。メフィーには、どこまで視みえているのか!?』

　光こう哉やは髪かみをセットするのもわすれ、朝あさのニュースに集しゅう中ちゅうしている。

「おにいちゃん……そろそろ、ごはん」

「あー、うん」

　かえってくるのは、生なま返へん事じばかり。

「おにいちゃん！　遅ち刻こくしちゃうよ」

「うん……」

　そんな光こう哉やを見みながら、杏あん樹じゅは手てばやく朝あさご飯はんのしたくをしていく。

「占うらない師しって、うさんくさいのばっかりだと思おもってたけど……すごいのもいるんだねぇ」

　シルフがあくびをかみ殺ころしながら、興きょう味みなさそうにつぶやいた。

「人にん間げんって、占うらないが好すきだよね。運うん命めいなんて、自じ分ぶんで変かえられるっていうのにさ」

「運うん命めいが変かえられる？」

「だって、手て相そうとか人にん相そうとかって、成せい長ちょうすれば変へん化かするしさ。誕たん生じょう日びとかだって、同おなじ人にん間げんが、みんな同おなじ運うん命めいになるとは、かぎらないだろ。あたり前まえじゃん」

　シルフの、めずらしくまっとうな意い見けんに、杏あん樹じゅはおもわずうなずいてしまう。

「たしかにね……でも、その日ひの運うん勢せいがイイって言いわれると気き分ぶんがいいし、占うらないがあるとないとではちがうよ」

　杏あん樹じゅの言こと葉ばに、なにか言いいかえそうとしたシルフをさえぎって、光こう哉やがボソリとつぶやいた。

「オレ、あの番ばん組ぐみに出でるよ」

「へ？」

　あわててふりかえる杏あん樹じゅの目めの前まえには、携けい帯たい電でん話わを片かた手てに持もった光こう哉やがいた。

「いま、メールで……昨日きのうの特とく番ばんのやり直なおしに、ぜひ出でてくれないかって、連れん絡らくがきた」

「え、でも……それでいいの？」

　なにがいいのかわからないが、杏あん樹じゅは光こう哉やの顔かおを見みつめた。

（なんだか、イヤな感かんじがするのに……）

「オレはさ──大たい使しの仕し事ごとも大だい事じだと思おもってるし、きちんとした気き持もちで、じいちゃんのあとを継つごうって決きめたんだけど……」

　言こと葉ばを選えらびながら話はなす光こう哉やの顔かおを、杏あん樹じゅはじっと見みつめた。

「夢ゆめを、あきらめたくないんだ。もし、あきらめるとしても、ちゃんと挑ちょう戦せんしてから決きめたい」
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「夢ゆめ？　おにいちゃんの夢ゆめって？」

　杏あん樹じゅは聞きいたことがない。

　こうやってマジメに話はなす光こう哉やを、多た分ぶん、杏あん樹じゅははじめて目まのあたりにしている。

「ちゃんとした芸げい能のう人じんになりたいんだ、オレ」

「ちゃんとした？」

　光こう哉やの言こと葉ばをくり返かえす杏あん樹じゅは、首くびをかしげた。

「歌うたも演えん技ぎも、ちゃんとこなせる芸げい能のう人じんだよ。ハヤリですぐ消きえるんじゃなくって、ちゃんと残のこっていられる芸げい能のう人じん」

　そう言いって、光こう哉やは、照てれるようにはにかんだ。

「一ひと晩ばん考かんがえてさ。いまが、世よに出でるタイミングなんだと思おもうんだ。まだ中ちゅう学がく生せいだし、テレビなんて早はやいかなとも考かんがえたけど、事じ務む所しょがバックアップしてくれるし、この波なみに乗のろうかなってさ」

　いつもニコニコ笑わらって、ものごとをかるく考かんがえていると思おもっていた光こう哉やが、めずらしくマジメに語かたっている。

　そんな光こう哉やを見みて、杏あん樹じゅは感かん心しんしてしまった。

（ちゃんと考かんがえて、だした答こたえなんだ……）

　だったら、応おう援えんしなきゃ。

　口くちにだして言いいたいのに、なんだか言こと葉ばがつまってしまう。

「す、すごいね……ちゃんと将しょう来らいのこと、考かんがえてて」

「まぁね。言いうのははじめてだけどな」

　照てれている光こう哉やが、なんだかすがすがしく見みえた。

　杏あん樹じゅはまぶしそうに光こう哉やを見みる。

（おにいちゃん、すごいな……私わたしなんて、ぜんぜん考かんがえられないよ……）

　困こん惑わくしている表ひょう情じょうが、杏あん樹じゅの顔かおに出でているのを見みて、光こう哉やが杏あん樹じゅに笑わらいかけた。

「まぁ、それにさ……興きょう味みあるだろ。あいつが、どこまで正しょう体たいをあかせるのかって」

　口くちもとに不ふ敵てきな笑えみをうかべる光こう哉やを見みて、杏あん樹じゅはあっけにとられてしまう。

「ちょっと、おにいちゃん。あの占うらない師しを試ためすの？」

「試ためすっていうかさ……もし正しょう体たいをバラされても、だれも信しんじないだろ。オレが吸ヴァ血ンパ鬼イアだなんてさ」

「そっ、それは、そうかもしれないけど……」

　とは言いったものの、杏あん樹じゅがかかえている不ふ安あんは、なかなか消きえない。

「光こう哉やさま。万まんが一いち、ということもありますよ。なにかあってからじゃ、遅おそいんです」

　朝あさご飯はんがのったトレイを持もったヴァルが、顔かおをしかめている。

「大たい使しの自じ覚かくを、少すこしは持もってくださいよ……バレたら、クビどころじゃすまないんですよ！」

「つーか、占うらないで吸ヴァ血ンパ鬼イアだってわかったとしても、口くちにだすか？　『あれ？　まちがったかな』って思おもうのが、ふつーだろ」

　光こう哉やは自じ信しんマンマンだ。

「人にん気き占うらない師しの、化ばけの皮かわをはがすんだよ。んでもって、オレは華はな々ばなしくテレビデビューすると……イイ案あんだろ？」

（あー、もう……めだちたがり屋やなんだから！）

　頭あたまをかかえる杏あん樹じゅとは対たい照しょう的てきに、シルフは身みを乗のりだして、光こう哉やの意い見けんに賛さん成せいする。

「デビューしたら、おいしいもの食たべ放ほう題だいだね！」

「シルフにも、わけてやるからな！」

　ノリノリの光こう哉やとシルフを見みて、杏あん樹じゅはガックリとうなだれる。

（つ、ついていけない……）

　そんな杏あん樹じゅを尻しり目めに、光こう哉やはマネージャーに電でん話わをしはじめた。




　光こう哉やが、テレビに出でるというニュースは、あっという間まに学がく園えん内ないに流ながれた。

　手ての届とどかない歌か手しゅの素す性じょうよりも、光こう哉やがテレビデビューするということのほうが、生せい徒とたちにとっては、スキャンダルのようだ。

「ついに、光こう哉や先せん輩ぱいも芸げい能のう人じんかぁ……ますます、手てが届とどかなくなるね」

　色いろめきたつ、一いち部ぶのクラスメイトを見みながら、里さと美みは給きゅう食しょくをほおばった。

　休やすみ時じ間かんになるたびに、光こう哉やのサインをもらってきてくれるよう、せがまれていた杏あん樹じゅは、食しょく欲よくがまったくない。

　マナーがなってないと思おもいつつも、ぐるぐるとスプーンでスープをかきまぜている。

「きっと、いまだけだよ……」

　杏あん樹じゅの横よこで、百ゆ合りがつぶやいた。

「有ゆう名めいになっちゃえば、みんな遠とお目めに見みるだけで、さわいだりはしなくなると思おもうよ。ま、それまでは、杏あん樹じゅも大たい変へんかもしれないけど」

「百ゆ合りが言いうと、説せっ得とく力りょくあるなぁ」

　百ゆ合りは、知しる人ひとぞ知しる、バレリーナの卵たまごだ。

　将しょう来らいは海かい外がいで活かつ躍やくするだろうと注ちゅう目もくされているらしく、何なん度どか雑ざっ誌しにも出でている。

　そんな百ゆ合りにはげまされ、杏あん樹じゅはよわよわしい笑えみをうかべた。

「でもさぁ……光こう哉や先せん輩ぱいは、メフィーにバラされちゃこまることなんてないでしょ？　不ふ安あんになることじゃないと思おもうけど」

　里さと美みの言こと葉ばに、杏あん樹じゅはますますユウウツになってしまう。

（あるから、こまってるんだよぉ……！）

　里さと美みと百ゆ合りは、杏あん樹じゅが大たい使しとして、精せい霊れいたちと戦たたかっている現げん場ばを見みてしまっている。

　忘わすれ薬ぐすりでわすれてしまっているはずだけど、いつ思おもいだすか、気きが気きじゃない。

「で、収しゅう録ろくは、いつなの？」

「明日あしただって」

「また、急きゅうだねぇ。まぁ、終おわれば『こんなもんかー』ですんじゃうよ」

　里さと美みの笑えみに、杏あん樹じゅはおずおずとうなずいた。

（そうだといいんだけど……）

　小ちいさくため息いきをつきながら、杏あん樹じゅはふと視し線せんを感かんじて、顔かおをあげた。

　視し線せんの先さきには、春はる人とがいる。

　春はる人とは、杏あん樹じゅを見みつめながら、教きょう室しつの外そとを指ゆびさした。

（ん？　なんだろう？）

　どうやら、外そとに出でろ、ということらしい。

　トイレに行いくフリをして、杏あん樹じゅは席せきを立たつ。

　廊ろう下かには、春はる人とがうでぐみをして待まっていた。

「おまえのにーちゃん、テレビに出でるんだって？」

　春はる人とまで気きにしているのか。

　げんなりした気き分ぶんで、杏あん樹じゅはうなずく。

「そうみたい。なんだか教きょう室しつをさわがしくしちゃって、ごめんね」

「またあやまってる。べつに高たか野ののせいじゃないし、あやまることじゃないだろ」

　そう言いって笑わらうと、春はる人とはマジメな顔かおをした。

「で、大だい丈じょう夫ぶなのか？」

　この質しつ問もんで、春はる人とが、占うらない師しの素す性じょう明あかしを心しん配ぱいしてくれているのがわかって、杏あん樹じゅはホッと胸むねをなで下おろした。

「大だい丈じょう夫ぶって……本ほん人にんは、気きにしてないみたい」

「なら、高たか野のがそんな顔かおすんなよ。高たか野のが思おもいつめた顔かおしてると、こっちまで不ふ安あんになるんだよ」

（どういうこと？）

　杏あん樹じゅは首くびをかしげた。

「バレるのがこわいなら、大たい使しなんかやめればいいんだ」

「そんなっ……やめるなんて、考かんがえたことないよ！」

「大たい使しなんかいなくても、日にっ本ぽんにはオレがいるから、問もん題だいないしさ」

「なによ、それ！」

「だって……そばに高たか野のがいると、オレ、そうカンタンに〝あやかし〟を祓はらったりできないだろ。だから、高たか野のが大たい使しを引いん退たいしてくれたほうが、オレにとってはありがたい」

「まだ、そういうこと言いってるの!?　毎まい回かい言いってるじゃない！　精せい霊れいは敵てきじゃないの！」

　精せい霊れいと人にん間げんの橋はし渡わたしをする役やく目めの杏あん樹じゅと、〝あやかし〟を祓はらう陰おん陽みょう師じの春はる人ととでは、やっぱり考かんがえ方かたが根こん本ぽん的てきにちがう。

　この前まえは、杏あん樹じゅがゆずってもらったけれど、つぎに同おなじ〝あやかし〟の問もん題だいに遭あったときは、どうなるのか──

（やっぱり、ゆずれない！）

　つっかかる杏あん樹じゅを見みて、春はる人とはふっと笑わらって、後あとずさった。

「そんだけ元げん気きがあれば平へい気きだな」

　春はる人とが、杏あん樹じゅの頭あたまをくしゃくしゃとなでる。

（……へ？）

　そのまま、春はる人とは教きょう室しつへともどっていく。

「なんなの……？」

　ほおをふくらませている杏あん樹じゅの横よこで、シルフが顔かおをしかめた。

「あれで、杏あん樹じゅを元げん気きづけたつもり……なのかね？」

　首くびをかしげたシルフは、杏あん樹じゅの顔かおをのぞきこんだ。

「さぁね……知しらないっ！」

　そう言いって、杏あん樹じゅが教きょう室しつにもどろうと、ふりかえった瞬しゅん間かん──教きょう室しつの窓まどから、身みを乗のりだしている里さと美みと目めがあった。

「ちょっと、ちょっと！　杏あん樹じゅってば、いつの間まに安あ倍べくんと、そういう仲なかになったのよ！」

（いまの、見みられてたの!?）

　ふくれっつらになっている里さと美みに、杏あん樹じゅはなにも言いえなかった。

（どうしよう）

　こまったことになった。

　里さと美みは、春はる人とが転てん校こうしてきたときから、一ひと目めぼれなのだ。

　ドギマギしている杏あん樹じゅに、里さと美みの横よこにいた百ゆ合りが助たすけ船ぶねをだす。

「安あ倍べくんって、意い外がいとやさしいんだねー」

「杏あん樹じゅにだけでしょ」

「そんなことないよ。私わたしも朝あさ、階かい段だんのぼるのてつだってもらったし」

「なにぃー！」

　つかみかかりそうなほど、里さと美みが百ゆ合りに近ちかよっていく。

「いつの間まに！」

「こまってる子こをほっとけないんでしょ、安あ倍べくんは。さりげないやさしさって、おとなっぽくない？」

「たしかに……あーぁ、私わたしもやさしくされたーい！」

　いつもの調ちょう子しにもどった里さと美みを見みて、杏あん樹じゅは胸むねをなで下おろす。

（なんか、昨日きのうから、安あ倍べくんにいろいろしてもらってるなぁ……）

　席せきにもどった杏あん樹じゅに、里さと美みが言いった。

「今日きょう一いち番ばんのニュースだわ、ほんと……」

「なにが？」

「杏あん樹じゅと安あ倍べくんがつき合あうなんて……私わたしにとっては、光こう哉や先せん輩ぱいがテレビに出でるより、スキャンダルだよ！」







　　　　７　テレビ局きょく、潜せん入にゅう！




　高こう速そく道どう路ろを走はしるタクシーに揺ゆられながら、杏あん樹じゅは窓まどの外そとを見みていた。

（どうして、こうなっちゃうんだろう……）

　今日きょうは学がっ校こうがお休やすみだし、家いえでゆっくりと過すごす予よ定ていだった。

　だけど、光こう哉やが、

「どうしても、それがないと落おち着つかないから、持もってきてくれ！」

　というので、光こう哉やがおじいちゃんからゆずり受うけた懐かい中ちゅう時ど計けいを、収しゅう録ろく現げん場ばであるスタジオまで、届とどけに行いかなければいけなくなったのだ。

　とうぜん、都と内ないに１人ひとりで行いかせるのは不ふ安あんだと言いいはるヴァルも、いっしょにタクシーに乗のっていた。

「芸げい能のう人じんデビューかぁ……おいしいもの、たくさん食たべられるんだろうなぁ」

　シルフの言こと葉ばに、杏あん樹じゅは苦く笑しょうした。

「どうだろうね。いまとそう変かわらないって、おにいちゃん言いってたよ」

「そうなの？」

「シルフが想そう像ぞうしてるのって、きっとちがうと思おもうけど……」

「でも、おいしいお弁べん当とうが出でるじゃない。食たべられるかなぁ」

「もう、そればっかり！」

（でも、テレビ局きょくって、どんなところなんだろう？）

　バラエティ番ばん組ぐみとかでは、局きょく内ないが映うつったりしているけれど、じっさい、どんなところなのかは、想そう像ぞうができない。

（芸げい能のう人じんとか、いっぱいいるのかな……）

　そう思おもうと、特とくべつに好すきな芸げい能のう人じんがいなくても、ドキドキしてくる。

　緊きん張ちょうしはじめたころに、やっとタクシーがテレビ局きょくについた。

「おっきー！」

　シルフといっしょに、杏あん樹じゅもおもわず見みあげてしまう。

　近きん代だい的てきな銀ぎん色いろの建たて物ものの上うえには、大おおきなパラボラアンテナがいくつもついている。

　入いり口ぐちには、いかつい警けい備び員いんが目めを光ひからせていて、杏あん樹じゅ１人ひとりでは、入はいれそうにない雰ふん囲い気きだった。

「さぁ、行いきましょうか。光こう哉やさまが待まっていますし」

　ヴァルにうながされ、杏あん樹じゅは入いり口ぐちの中なかへと入はいっていく。

「今日きょうの特とく番ばんに出しゅつ演えんする、ＫＯＵＹＡの家か族ぞくの者ものですが──忘わすれ物ものを届とどけに来きまして」

　受うけ付つけでヴァルがそう言いうと、制せい服ふくを着きた受うけ付つけ嬢じょうが「少しょう々しょうお待まちください」と内ない線せんをとりあげた。

　返へん事じを待まっている間あいだ、杏あん樹じゅは広ひろいエントランスを見みまわす。

　いそがしそうに歩あるいていく人ひと、小ちいさなラウンジのような場ば所しょで打うち合あわせをしている人ひと、いくつもの携けい帯たい電でん話わを首くびに下さげ、連れん絡らくをとっている人ひとなど──ふつうの会かい社しゃのようにも見みえ、芸げい能のう人じんらしい人ひとがいないことを、杏あん樹じゅは少すこし残ざん念ねんに思おもった。

　いつもめだってしかたない、ヴァルの執しつ事じ服ふくに注ちゅう目もくする人ひとがいないのは、ありがたかったけれど。

「それでは、こちらを首くびに下さげてください」

　受うけ付つけ嬢じょうは内ない線せんをおくと、ＩＤカードが入はいったネームプレートをふたつ、杏あん樹じゅとヴァルに差さしだした。

「え？」

　キョトンとしている杏あん樹じゅは、ヴァルを見みた。

　ヴァルも困こん惑わくしている。

「ＫＯＵＹＡさまは、７階かいのひかえ室しつにいらっしゃいます。お話はなしはうかがっておりますので、奥おくのエレベーターからおあがりください」

「えっと……あれ？　渡わたしてもらえるんじゃないんですか？」

　テレビ局きょくに入はいると思おもってなかったヴァルは、受うけ付つけ嬢じょうに聞ききかえす。

「ＫＯＵＹＡさまからは、ひかえ室しつに案あん内ないするよう言いわれておりますので」

　にこやかに答こたえる受うけ付つけ嬢じょうに、それ以い上じょうのことが言いえず、杏あん樹じゅとヴァルはＩＤカードを首くびにかけた。

「なんだかんだ言いって、光こう哉やも緊きん張ちょうしてるんじゃない？」

　エレベーターの中なかで、シルフが言いった。

「ボクたちに会あって、安あん心しんしたいとか」

「そんなキャラじゃないと思おもうんだけどなぁ……」

　懐かい中ちゅう時ど計けいをいじりながら、杏あん樹じゅはガラス張ばりになったエレベーターから外そとを見みた。

「なんだか、テレビ局きょくっていうより、一いち流りゅうのホテルみたいだね」

「そうですね。テレビ局きょくって、もっとさわがしいと思おもってました」

　ヴァルも、きょろきょろと視し線せんをさまよわせている。

　エレベーターをおりると、そこは──迷めい路ろのように、廊ろう下かが何なん本ぼんもいりくんでいた。

「おにいちゃんのひかえ室しつって、どこだろ？」

　廊ろう下かの両りょう脇わきに、ホテルのようにならんだ部へ屋やを見みて、杏あん樹じゅは顔かおをしかめた。

「ひとつひとつ、調しらべるしかないのかな……」

　こまっている杏あん樹じゅたちの前まえに、１人ひとりの男だん性せいがかけよってくる。

「あっ、ＫＯＵＹＡくんの妹いもうとさんだよね！」

　前まえに一いち度ど、原はら宿じゅくでの撮さつ影えいで会あったことがある──光こう哉やの所しょ属ぞくしている事じ務む所しょのマネージャーが、杏あん樹じゅに手てをふった。

「いつも、兄あにがお世せ話わになってます」

　頭あたまを下さげた杏あん樹じゅに、マネージャーが笑えみをうかべた。

「兄きょう妹だいそろって礼れい儀ぎ正ただしいなぁ……さ、こっち」

　案あん内ないされて、杏あん樹じゅたちは廊ろう下かを進すすんでいく。

「ＫＯＵＹＡくんから聞きいたんだけど、収しゅう録ろくが見みたいんだって？」

「へ？」

　とつぜん言いわれて、杏あん樹じゅが目めを丸まるくする。

「生なま放ほう送そうだからむずかしいって言いったんだけど、まぁ、急きゅうに出しゅつ演えん決きめてもらったからね。プロデューサーには、話はなしを通とおしておいたから」

（どういうこと？）

　ヴァルと杏あん樹じゅは、顔かおを見みあわせる。

「はしっこの、邪じゃ魔まにならない場ば所しょにいてもらえれば問もん題だいないから。あ、ここだ」

　そう言いって、マネージャーがドアを開ひらく。

　中なかには、イスにすわってくつろいでいる光こう哉やがいた。

「よぉ！」

　収しゅう録ろく用ように着き替がえている光こう哉やの周しゅう囲いには、なんだか近ちかよりがたいオーラがあった。

　手てが届とどかない、というふうではなく、いつもの光こう哉やとはちがう雰ふん囲い気きに、杏あん樹じゅはたじろいでしまう。

「じゃあ、ＫＯＵＹＡくん。僕ぼくはちょっと、スタジオ見みてくるから」

　そそくさと出でていくマネージャーを見みおくって、杏あん樹じゅはおずおずと中なかに入はいった。

　こぢんまりとした、ひかえ室しつの中なかは──それでも備び品ひんがきちんとそろえられていて、まさに、テレビでよく見みる風ふう景けいだった。

「なんか、おにいちゃん……別べつ人じんっぽい」

「そうか？　いつもの撮さつ影えいと変かわんねーって」

　にひひ、と笑わらうと、光こう哉やはテーブルの上うえにのっているお弁べん当とうを開あけた。

「シルフ、食くう？　けっこう、いけるぜ」

「ほんとー？　いっただっきまーす」

　お弁べん当とうの前まえにちょこんとすわると、シルフは目めをかがやかせた。

「これって、銀ぎん座ざで有ゆう名めいな、マルハチのロースカツ弁べん当とうじゃん！」

「そうなの？　よく知しらないけど」

「ならんでも買かえないんだよ、これ」

　どこでそんな知ち識しきを手てにいれているのか、あきれながら、杏あん樹じゅは食たべはじめたシルフを見みた。
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「あ、そうそう。持もってきてくれた？」

　光こう哉やの言こと葉ばに、杏あん樹じゅは持もっていた懐かい中ちゅう時ど計けいを手てわたす。

「わすれるわけないでしょ。ここにきた目もく的てきは、時と計けいを届とどけることなんだから」

「わりーね、ありがと」

　懐かい中ちゅう時ど計けいを胸むねポケットにつけると、光こう哉やは「よし」と満まん足ぞくそうにうなずいた。

「それより、おにいちゃん……私わたしが、収しゅう録ろく見みたいってどういうこと？」

「あ、マネージャーから聞きいた？　せっかくだし、見みてけよ。こんな機き会かい、もうないだろうしさ」

「あのねぇ……」

　どういうつもりなのかと、問といつめようとした杏あん樹じゅより先さきに、光こう哉やが口くちをひらいた。

「ほんとはさ、じいちゃんにも見みてほしかったんだ。オレの夢ゆめの第だい一いっ歩ぽ……だけど、もういないから、これが代かわり」

　そう言いって、懐かい中ちゅう時ど計けいをポンポンとたたく。

「これでも、緊きん張ちょうしてるんだぜ」

　大だい胆たん不ふ敵てきだと思おもっていた光こう哉やが見みせた、ちょっとした弱よわ音ねに、杏あん樹じゅはおもわず、ドキッとしてしまう。

「しょーがないなぁ」

　なんて言いいながら、杏あん樹じゅは光こう哉やの横よこに腰こしかけた。

「例れいの占うらない師しには、もう会あったんですか？」

　ヴァルの質しつ問もんに、光こう哉やが首くびをふった。

「収しゅう録ろく前まえには、だれにも会あわないんだってさ。あいさつしようにも、門もん前ぜん払ばらい」

「そうなんだ？　集しゅう中ちゅうでもしてるのかな？」

「そうなんじゃねーの。ほかの出しゅつ演えん者しゃの人ひとも、会あえないって言いってたし」

「ほかにもいるんだ？」

　杏あん樹じゅが驚おどろいたように言いうと、光こう哉やが笑わらった。

「あたり前まえだろ。オレだけじゃ、さすがに２時じ間かんもたねーって。モデルあがりの俳はい優ゆうさんとか、現げん役えきのモデルが何なん人にんか──」

　と、そこに、とつぜん、マネージャーが入はいってくる。

　それに気きづいたシルフが、あわてて食たべるのをやめたせいで、空くう中ちゅうにうかんでいるロースカツが、ぽとりと床ゆかに落おちた。

「ゴホゴホッ！」

　テーブルの上うえにおいてある食たべかけのお弁べん当とうと、未み開かい封ふうのままのお箸はしを見みて、杏あん樹じゅは冷ひや汗あせが出でる。

　だけど、マネージャーは、お弁べん当とうが減へっていることに、気きづいていないようだった。

　そんなことより、しきりと時じ間かんを気きにしている。

「ＫＯＵＹＡくん。リハが始はじまるから、そろそろ行いこうか」

「はーい」

　王おう子じ様さまスマイルをうかべ、光こう哉やが立たちあがる。

「まっ、オレの華はな々ばなしいデビューを見みとけって」







　　　　８　光こう哉や、テレビデビュー！




　生なま放ほう送そうが始はじまる直ちょく前ぜんに、杏あん樹じゅたちはスタジオに呼よばれた。

　何なん台だいものカメラと、数かぞえきれない人ひとで、自し然ぜんと、はしっこに追おいやられるかたちになってしまう。

「妹いもうとさんたちは、ここにいてね。大おおきな声こえで話はなさないように」

　マネージャーに言いわれ、杏あん樹じゅは無む言ごんのまま、コクンとうなずいた。

　きらびやかなセットのまんなかに、ビロードのソファーが対ついになるようにおかれている。

　片かた方ほうにすわっているのは、例れいの占うらない師しだ。

　ゆるく着きくずした着き物ものをはおり、漆しっ黒こくの長ながい髪かみをうしろでまとめている。

　合あわせの部ぶ分ぶんが大おおきく開ひらいていなかったら、きっとだれもが、美び女じょだとふりかえるだろう。

　細ほそく長ながい指ゆびには、からみつくようなゴツイ指ゆび輪わが、どの指ゆびにもついていた。

（ほんと、ヴィジュアル系けいバンドの人ひとっぽいなぁ）

　シルバーアクセサリーを身みにつけた占うらない師しは、シャランと音おとをたてて、球きゅう体たいに手てをかざした。

　じんわりと、不ふ思し議ぎな光ひかりをはなつ球きゅう体たいを、愛いとおしそうに見みつめている。

　人ひとを見みるときは見み下くだしたような、冷つめたい視し線せんをはなつのに、あの球きゅう体たいを見みるときだけ、あたたかみのようなものが、目めにやどる気きがする。

（あれの中なかに、なにが見みえているのかな……）

　ドキドキしながら、杏あん樹じゅも球きゅう体たいを見みつめた。

　吸すいこまれそうな暗くらやみが、球きゅう体たいの中なかに広ひろがっている。

（まるで、夜よ空ぞらをとじこめたみたい……）

　星ほしがまたたくように、球きゅう体たいの中なかで白しろい光ひかりがチカチカと光ひかる。

　不ふ規き則そくに光ひかるそれを見みて、杏あん樹じゅは目めが離はなせなくなった。

（なんだろう……すごくイイ気き持もち……）

　立たったまま寝ねてしまいそうな、ここちよい気き分ぶんが杏あん樹じゅをつつみこんだ。

「ちょっと、杏あん樹じゅ！　始はじまるよ」

　シルフに肩かたをつつかれ、杏あん樹じゅはハッと球きゅう体たいから視し線せんをそらした。

（こんなところで寝ねそうになるなんて……しっかり、おにいちゃんを見みてなきゃ！）

　流ながれはじめたオープニングのＢＧＭとともに、司し会かい者しゃがカメラにむかって、話はなしはじめた。

「では、登とう場じょうしてもらいましょう！　〝ＣＯＣＯＡ〟や〝プチスマ〟などでおなじみの人にん気きティーンモデル、ＫＯＵＹＡくんです！」

　何なん本ぼんもの照しょう明めいが、ソファーの奥おくにある階かい段だんに集あつまった。

　占うらない師しも立たちあがって、光こう哉やが出でてくるのを見みている。

（うわぁ……！）

　王おう子じ様さまスマイルをうかべ、優ゆう雅がに階かい段だんをおりてくる光こう哉やを見みて、杏あん樹じゅはおもわず見みとれてしまった。

　色いろ白じろな肌はだは、透すきとおるほどキレイだし、照しょう明めいを反はん射しゃする蒼あおい瞳ひとみは、キラキラとかがやいている。

　テレビ慣なれしているように、光こう哉やはカメラにむかって手てをふった。

「さすがは光こう哉やさまです！」

　ヴァルも見みとれている。

「あぁっ……イーヴァルさまや、ご両りょう親しんにも見みていただきたかった……！」

　イーヴァルというのは、おじいちゃんが北ほく欧おうに住すんでいたときの名な前まえだ。

　日にっ本ぽんに帰き化かしてからは伊い右衛え門もんと名な乗のっていたけれど、おじいちゃんの昔むかしからの知しり合あいは、おじいちゃんをイーヴァルと呼よんでいる。

　クスンと涙なみだぐんでいるのを見みて、杏あん樹じゅはヴァルをつついた。

「ちょっと、大おおげさでしょ……それに、お父とうさんとお母かあさんは海かい外がいだけど、きっとネットで見みてるって。おにいちゃん、連れん絡らくしたって言いってたし」

　ていねいにおじぎをして、占うらない師しに握あく手しゅをもとめる光こう哉やの目めには、挑ちょう戦せん的てきな光ひかりがやどっていた。

（おにいちゃんってば、なに、あの表ひょう情じょう……！）

「どうぞ、お願ねがいしますね」

　ほほえむ光こう哉やを見みて、占うらない師しもニコリと笑えみをうかべた。

「ほう……これは、これは……」

　ほほえむ占うらない師しがめずらしかったのか──司し会かい者しゃやスタジオにいたスタッフが、意い外がいそうな顔かおになる。

　以い前ぜんから知しっていたかのような態たい度どの占うらない師しに、光こう哉やは首くびをかしげた。

「オレ……メフィーさんに、会あったことあります？」

「まさか。いや、どうぞ……そこにすわって」

　占うらない師しにうながされ、光こう哉やは不ふ思し議ぎそうな顔かおをしたまま、そっとソファーにすわった。

「えっと……」

　いつもと流ながれがちがうことに、一いっ瞬しゅんとまどった司し会かい者しゃは、

「それでは──ＫＯＵＹＡくんの、経けい歴れきから紹しょう介かいしましょうか」

　と、フリップを使つかって、光こう哉やの経けい歴れきを説せつ明めいしはじめた。

「小しょう学がく生せいのとき、メンズのファッション雑ざっ誌し〝ＣＯＣＯＡ〟に、街まち角かどのイケメンとしてスナップ写しゃ真しんが出でたんですよね？」

「そうです。原はら宿じゅくに行いったときに、声こえかけられたんですよ」

「なるほど。そこから、すぐに契けい約やくモデルになったんですね。前まえ々まえから、モデルには興きょう味みがあったのかな？」

「うーん……いまの事じ務む所しょの社しゃ長ちょうさんが、オレのこと、熱ねっ心しんにさそってくれて。それで、なんだか楽たのしそうだなって」

「楽たのしそう、か。小しょう学がく生せいでモデルって、まわりの反はん対たいとかはなかったの？」

「両りょう親しんは、そういうのに理り解かいあるほうなんで」

　光こう哉やの言こと葉ばに、司し会かい者しゃは手てを打うった。

「そっか！　ＫＯＵＹＡくんのお父とうさんは、有ゆう名めいなピアニストだったね。だから、雑ざっ誌しとかテレビに出でるのは、反はん対たいしなかったんだ」

「父ちちがピアニストじゃなくても、きっとわかってくれたと思おもいます」

　あいづちを打うつ光こう哉やとは正せい反はん対たいに、占うらない師しはさっきの愛あい想そはふきとんで、ずっと黙だまりこんでいる。

　司し会かい者しゃの説せつ明めいを聞きいているのか、それともなにか考かんがえているのか──うでをくんで、目めをつぶったまま。

「では、そろそろメフィーさんに占うらなってもらいましょうか。雑ざっ誌しでは、大だい人にん気きのＫＯＵＹＡくんですが、これからの活かつ躍やくはどうでしょう？」

　ひととおり紹しょう介かいしおえた司し会かい者しゃが、占うらない師しをうながす。

「お願ねがいします」

　ペコリと頭あたまを下さげる光こう哉やの目めは、真しん剣けんそのものだった。

　まばたきひとつしない光こう哉やを、占うらない師しがギロリと一いっ瞬しゅん、にらんだような気きがした。

（え……？）

　いぬくような視し線せんに気きづいて、杏あん樹じゅの心しん臓ぞうがたかなっていく。

（……やっぱり、おにいちゃんの正しょう体たいが視みえてるの？）

「──それでは」

　占うらない師しが球きゅう体たいに手てをかざす。

　この間あいだのように、球きゅう体たいがきらめくと思おもったが──球きゅう体たいはまっくろなままだった。

「ほお……」

　意い外がいそうにつぶやいて、占うらない師しは球きゅう体たいの中なかをのぞきこんだ。

　こんなことははじめてなのだろう。身みを乗のりだして、司し会かい者しゃが心しん配ぱいそうに、占うらない師しを見みつめている。

「…………」

　口くちに手てをあて、占うらない師しは球きゅう体たいをじっと見みていた。

　まるで、対たい話わしているようだ。

「なにか、わかりましたか？　悪あく魔まが出でてきてくれないとか──」

　沈ちん黙もくにたえきれず、司し会かい者しゃが口くちをひらいた。

「……いや。占うらなうまでもないですね」

　顔かおをあげた占うらない師しは、目めを細ほそめて光こう哉やの顔かおを見みた。

　蒼あおい瞳ひとみが、あやしく光ひかる。

「この人ひとは、特とく別べつな星ほしのもとにうまれた方かたのようだ。私わたしのような者ものには、驚きょう異い的てきな存そん在ざいだね、きみは」

「メフィーさんのような、というのは、占うらない師しの方かたにとって、ということですか？」

　よくわからない、といった風ふうに、司し会かい者しゃが聞ききかえす。

　だけど、占うらない師しメフィーは、その質しつ問もんには答こたえなかった。

「あ、それとも、あれですか？　悪あく魔まにとって、ってことなんですか？」

　食くいついてくる司し会かい者しゃを見みて、メフィーは肩かたをすくめた。

「そんなところですかね」

　サラリと答こたえるメフィーを見みて、光こう哉やがけげんそうな顔かおをする。

「オレ……べつに、悪あく魔ま祓ばらいのエクソシストとかじゃ、ないんですけどね」

　司し会かい者しゃと顔かおを見みあわせ、不ふ思し議ぎそうにしている光こう哉やを見みて、メフィーがつぶやく。

「本ほん当とうにそうかな？」

　だけど、このつぶやきは、光こう哉やには聞きこえなかったみたいだ。

「まぁ……これからも、順じゅん風ぷう満まん帆ぱんと言いいたいところだが──近ちかいうちに、きみには破は滅めつが訪おとずれるだろう」

（破は滅めつ……？）

　けげんな顔かおをして、杏あん樹じゅはシルフと顔かおを見みあわせた。

「やっぱり、正しょう体たいがバレちゃうんじゃ……」

　ハラハラしている杏あん樹じゅの横よこで、ヴァルがなにかを考かんがえこんでいた。

「ヴァル、どうかした？」

「いや……あの占うらない師し、さっきから、どこかで見みたような気きがしているのですが……」

「おにいちゃんも、さっき、そんなこと言いってたよね」

　記き憶おくをさぐってみるけれど、杏あん樹じゅはメフィーの顔かおを里さと美みの雑ざっ誌しではじめて見みた。ということは、会あったことがないのだ。

「日にっ本ぽんでの生せい活かつが、長ながかったせいでしょうか、なかなか思おもいだせないですね……このみょうな雰ふん囲い気きは、前まえに一いち度ど、感かんじたことがある気きがするのですが」

　杏あん樹じゅは、こまった顔かおをしているヴァルから目めを離はなし、メフィーに視し線せんをもどす。

「あー、もう。ドキドキしすぎて、気き持もち悪わるくなってきた……」

　つぶやく杏あん樹じゅの横よこで、シルフは肩かたをすくめた。

「杏あん樹じゅは、心しん配ぱいしすぎだよ。正しょう体たいがわかったからって、全ぜん国こく放ほう送そうしてるいま、ここで言いっても、みんなに笑わらわれるだけでしょ」

「そうだけど……」

「それとも、日にっ本ぽんでは吸ヴァ血ンパ鬼イアの血ち筋すじが信しんじられてるの？」

「そ、それはないと思おもうけど……」

　はぎれ悪わるく答こたえる杏あん樹じゅのほおを、シルフがなでる。

「光こう哉やは気きにしてないって顔かおしてるよ、ほら」

　シルフが指ゆびさすほうを見みる。

　たしかに、光こう哉やは平へい然ぜんとしている──ように見みえる。

「破は滅めつねぇ……それは、避さけることはできないんですか？」

「残ざん念ねんながらムリだ。そこまで運うん命めいは甘あまくはないよ」

「モデルとして、オレに成せい功こうはないってことですか？」

「成せい功こうするとか、しないとか──そんなやさしい問もん題だいではないよ」

　言いわれて、光こう哉やは不ふ安あんそうにメフィーを見みた。

「どういうことでしょうか？」

「どうもこうもない。──この場ばにあらわれた瞬しゅん間かんから、きみは、破は滅めつする運うん命めいにあるんだよ」

　きっぱりと言いいきるメフィーの声こえが、スタジオ内ないにひびきわたる。

　ぜったいにゆるがない、という雰ふん囲い気きが、ひしひしと感かんじられた。

「うーん……」

　光こう哉やが、いぶかしげに質しつ問もんをつづける。

「テレビに出でないほうがよかった、ってことですか？」

「そうだね。家いえで、オオカミといっしょに、じっとしていればよかったんだ」

　そう言いわれて、光こう哉やはハッとなった。

　いまでは、いつも人ひと型がたをしているヴァルだけど、光こう哉やや杏あん樹じゅが吸ヴァ血ンパ鬼イアとして覚かく醒せいするまでは、飼かい犬いぬとして高たか野の家けで飼かわれていた。

　ヴァルの正しょう体たいがわかるまで、光こう哉やも杏あん樹じゅも、大おお型がた犬けんだと思おもっていたのだ。

　だから、神しん狼ろう族ぞくだと知しったのは、つい最さい近きんのこと。

　知しっているのは、杏あん樹じゅと光こう哉や、それに、２人ふたりの両りょう親しんと精せい霊れいたちだけ。

　ほかの人ひとが知しるはずもない。

　それなのに、なぜ、家いえにオオカミがいると知しっているのだろう。

「ほら、やっぱり！　占うらないで、ヴァルのことまでわかっちゃうんだよ！」

　いまにも泣なきそうになっている杏あん樹じゅとは正せい反はん対たいに、光こう哉やは冷れい静せいに、メフィーを分ぶん析せきしはじめた。

　光こう哉やの頭あたまの中なかが、めまぐるしく動うごいて──あるひとつの答こたえが出でる。

「ああっ、思おもいだしました！　まずい、まずいですよ！」

　ヴァルが言いったのと同どう時じに、光こう哉やの顔かおには自じ信しんがもどっていった。

「でも、もし破は滅めつをのがれることができたら、オレは安あん泰たいってことですよね？」

　不ふ敵てきな笑えみをうかべ、光こう哉やが食くいつく。

「のがれたら……か。私わたしの占うらないはぜったいだよ」

「ぜったいなんて、世よの中なかにはないと思おもうんですけどね」

「まだ若わかいから、そんなことが言いえるんだよ」

「そうかなぁ……」

　静しずかに言いいあう、２人ふたりの視し線せんがからむ。

「オレの知しり合あいが言いってましたよ。人ひとは手て相そうも人にん相そうも変かわるんだから、占うらないにぜったいはないって」

「人は……ね」

　占うらない師しがニヤリと笑わらった。

（なにあれ！）

「おにいちゃん……いつもとちがう！　ケンカ売うってるよ、ぜったい」

　あわてる杏あん樹じゅの横よこで、ヴァルが静しずかにつぶやいた。

「光こう哉やさまは、メフィーの正しょう体たいに気きづいたんでしょう。だから、あんなふうにケンカを売うっているような話はなし方かたをしてるんですよ、きっと」
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「メフィーの正しょう体たい？」

　占うらない師しから視し線せんをそらさないヴァルを見みあげ、杏あん樹じゅは、ヴァルのうでをつかんで揺ゆさぶった。

「ねぇ、正しょう体たいってなに？　どういうこと？」

「やっと、思おもいだしたんです──彼かれの名なは、メフィストフェレス。れっきとした精せい霊れいです。前まえに一いち度ど、会あったことがある気きがしたのは、まちがいじゃなかったんです」

「？」

「イーヴァルさまと、一いっ戦せんまじえたことがあるんですよ、彼かれは」

「えぇっ!?　一いっ戦せん、まじえたって……それって、悪わるい精せい霊れいってこと？」

「まぁ、そういうことになりますね……それにしても、なぜまた日にっ本ぽんに……」

　絶ぜっ句くしているヴァルを見みて、シルフの顔かお色いろが悪わるくなっていく。

「でも、あいつ……どっから見みても人にん間げんじゃない？　ボクには、精せい霊れいに見みえないよ」

「変へん身しんしているんでしょうね。でも、うっすらと気け配はいを感かんじますよ。シルフも、感かんじるでしょう？」

　ヴァルにそう言いわれて、シルフは、ますます顔かおが青あおざめていく。

「ボク……いや、ボクは、ぜんぜん感かんじられないけど……」

「って、それより！　悪わるい精せい霊れいなら、どうにかしなきゃいけないよ！　きっと、むこうだって、おにいちゃんが大たい使しだと気きづいてるだろうし！」

　光こう哉やの正しょう体たいがバレる前まえに。

　なにか問もん題だいがおきる前まえに。

　あわてている杏あん樹じゅに、マネージャーがかけよってくる。

「ちょっと、ちょっと……声こえが大おおきいよ。静しずかにって言いったでしょ！」

「ご、ごめんなさい……」

　あやまる杏あん樹じゅを見みて安あん心しんしたのか、マネージャーがカメラの近ちかくへもどっていく。

「ところで、オレのなにが破は滅めつするのか、わかります？」

　光こう哉やが、じっとメフィーを見みる。

　言いえるもんなら言いってみろ、と言いわんばかりだ。

「きみの身みだ。ここには、いられなくなる」

「ここって、どこです？」

　からかうように聞きく光こう哉やを見みて、メフィーが声こえをあげて笑わらった。

　笑わらったことが意い外がいなことなのか、司し会かい者しゃがあっけにとられている。

「おもしろいね、きみは。テレビで、すべてをさらけ出だそうというのか？」

「そんなつもりはないですし、あなたにすべてがわかっているとも思おもえないです」

　ほほえむ光こう哉やを前まえに、メフィーが考かんがえこんだ。

　すべて言いうつもりなのだろうか。

　杏あん樹じゅは祈いのるように、両りょう手てをギュッと握にぎりしめた。

（お願ねがい、言いわないで……）

　メフィーは、ひとつうなずくと、光こう哉やの耳みみ元もとでささやくように言いった。

「きみのような新しん米まい大たい使しでは、私わたしの目もく的てきを止とめることはできない。だから、このままだまって別わかれたほうが、おたがいのためだ。そうだろう？」

「っ！」

　バッとメフィーから体からだを離はなすと、光こう哉やは立たちあがった。

「目もく的てきって……！」

「今日きょうは特とく別べつだ。見みのがしてやろう。だが、つぎはないと思おもえ」

　そう吐はきすてるように言いうと、メフィーはスタスタとスタジオを出でていった。

　止とめる者ものはだれもいない。

　どうしてって、メフィーの行こう動どうが、あまりにも、とつぜんだったからだ。

　スタジオから姿すがたが見みえなくなって、ようやくスタッフが追おいかけていく。

「な、なにがどうなってるの？」

　バラされなかったという安あん心しんと、混こん乱らんしているスタジオにいることの不ふ安あんで、杏あん樹じゅはただただ周しゅう囲いを見みまわしていた。







　　　　９　ヤケっぱちな告こく白はく




「どうするの？　どうしたらいいの？」

　家いえに帰かえってくるなり、杏あん樹じゅは頭あたまをかかえることになった。

　悪わるい精せい霊れいが日にっ本ぽんにきている。

　それもいま、人にん気き絶ぜっ頂ちょうの占うらない師しとして。

　過か激げきなファンから身みを守まもるための、ガードをするＳＰまでいるらしい。

　スケジュールは非ひ公こう開かいだし、朝あさには北ほっ海かい道どう、夕ゆう方がたには桜さくら島じま、と──まさに神しん出しゅつ鬼き没ぼつで飛とびまわっていて、つかまえることもできない。

「今こん回かいは、モルガンに協きょう力りょくをお願ねがいしましょう」

　そう提てい案あんするヴァルを見みて、光こう哉やが不ふ服ふくそうな声こえをあげた。

「なんで？　オレらじゃ、力ちから不ぶ足そく？」

「力ちから不ぶ足そくとは言いいませんが……危き険けんすぎます。メフィストフェレスは精せい霊れい、悪あく魔ま族ぞくの中なかでもかなり上じょう級きゅうの位い置ちにいる悪あく魔まです。光こう哉やさまや、杏あん樹じゅさまでは、とても……」

　最さい後ごまで言いわないが、結けっ局きょくヴァルは、遠とお回まわしに力ちから不ぶ足そくだと言いいたいのだ。

「バカにされて終おわった感かんじがして、オレはこのままじゃイヤだ」

「そんなこと言いわないでくださいよ、光こう哉やさま……」

「あいつの正しょう体たいを知しらなかったオレは、真しん剣けんに相そう談だんしたんだぜ？　それを──テレビで、破は滅めつだとかバカにされて……だまって引ひきさがれるか！」

　光こう哉やが声こえをあらげた、そのとき。




　ドンドン。ドンドン。




　玄げん関かんのドアが、いきおいよくたたかれる。

　その音おとがあまりにも大おおきくて、杏あん樹じゅの体からだがビクッとかたまった。

「こんな時じ間かんに、だれ……？」

　玄げん関かんに行いく気きにはなれない。

　ヴァルは、そんな杏あん樹じゅを安あん心しんさせるように、肩かたをひとなですると、玄げん関かんへとかけていく。

「杏あん樹じゅがなに言いっても、オレはあいつと戦たたかうからな！」

「でも……」

　言いいよどむ杏あん樹じゅの目めの前まえを、風かぜのように少しょう女じょが走はしりぬけていく。

「光こう哉やぁ！　無ぶ事じでよかった！」

　ヴィリは光こう哉やに抱だきつくと、目めにいっぱいの涙なみだをためて、光こう哉やを見みあげた。

「もう、心しん配ぱいだったんだから！」

「ヴィリ!?」

　光こう哉やと杏あん樹じゅは驚おどろいたように、光こう哉やに抱だきつくヴィリを見みた。

「光こう哉や、なにもされなかった？」

　体からだのすみずみまで調しらべるように、ヴィリが光こう哉やの体からだをなでさすっていく。

「は？　いや、ちょっと……離はなれろって」

「無ぶ事じなのをたしかめさせて！」

「無ぶ事じだっつーの。つか、こんな深しん夜やに、なにしにきたんだ？」

「なにしに？」

　一いっ瞬しゅんキョトンとして、ヴィリは光こう哉やにつめよった。

「心しん配ぱいしたからきたんじゃない！　メフィストフェレスが、大たい使しを逃にがすはずがないと思おもったから……心しん配ぱいで、心しん配ぱいで……」

「ちょっと待まって！　ヴィリは、あの占うらない師しが、メフィストフェレスだって知しってたの？」

　杏あん樹じゅの質しつ問もんに、ヴィリが大おおきくうなずいた。

「陽よう介すけくんといっしょに、テレビ見みたときにね。あなたたちが気きづかなくても、シルフは気きづくと思おもったから、言いわなかったんだけど……まさか、知しらずに出しゅつ演えんしたの？」

　そう話はなしをふられ、ソファーのすみにすわっていたシルフが、もっそりと顔かおをあげる。

「それが、ボクはぜんぜん……」

「えぇ？　なによ、あなた……感かん知ち能のう力りょくが消きえてるの？」

「……そうみたい」

　ショボンと答こたえるシルフにかまわず、杏あん樹じゅはヴィリにつめよっていく。

「っていうか、なんで教おしえてくれなかったのよ、ヴィリ！　知しってたら、おにいちゃんだって、行いかなかったかもしれないのに」

「イヤよ。大たい使しに情じょう報ほうを渡わたしたなんて、あいつに知しられたら……消けされちゃうもの！」

　悲ひ痛つうな声こえに、杏あん樹じゅはとまどってしまう。

「け、消けされる……？」

「精せい霊れい間かんでそういうことがあると、種しゅ族ぞく別べつの戦せん争そうになったりするの。関かかわらないのが一いち番ばんなのよ」

「ヴィリでも勝かてないの？」

「勝かてるわけないでしょ！　私わたしを殺ころす気き!?　あいつに会あうのもイヤなのに」

「ごめん。そういうつもりで、言いったんじゃないんだけど……」

「光こう哉やは、モデルをやめるべきよ！　そうじゃないと──」

　中ちゅう途と半はん端ぱなところで、とうとつに言こと葉ばを切きるヴィリを見みて、光こう哉やが聞ききかえす。

「そうじゃないと、なに？」

　少すこし考かんがえて、ヴィリはしぶしぶ、口くちをひらいた。

「光こう哉やは……メフィストフェレスに消けされちゃうわ……」

「消けされるって──オレ、大たい使しだぜ？　そんなことしたら、ＷＦＡを敵てきに回まわすようなもんだろ」

「わかってないのね……ヴァル、教おしえなかったの？」

　そう言いって、ジロリとヴァルをにらむ。

「説せつ明めいしようとしたところに、ヴィリ……あなたがきたんですよ」

　ため息いきまじりに答こたえるヴァルは、光こう哉やと杏あん樹じゅにむきなおった。

「メフィストフェレスは、全ぜん盛せい期きのイーヴァルさまでさえ、追おいはらうのに苦く労ろうした相あい手て──能のう力りょくが完かん全ぜんに開かい花かしていない、お２人ふたりに追おいはらえるとは思おもえません。ヴィリが言いうように、正しょう面めんから戦たたかって負まければ、消けされてしまう可か能のう性せいすらあるんです」

「じゃあ、だまってろって言いうのか？」

「いえ……だから、モルガンに協きょう力りょくをお願ねがいしましょう。各かっ国こくの大たい使しが集あつまれば、メフィストフェレスを帰かえすことくらい、できますし」

　光こう哉やが、ダン、と思おもいきり、テーブルをたたいた。

「ヴァル！　おまえは、オレにだまってろって言いうのか！　オレは真しん剣けんだったんだぜ？　すげー悩なやんで、すげー考かんがえて、それでテレビに出でるって決きめたんだ。大だい事じな夢ゆめの第だい一いっ歩ぽを台だい無なしにされて、だまってろって……」

　言こと葉ばはじょじょにいきおいをなくし、光こう哉やはガックリと肩かたを落おとす。

「このまま引ひきさがるなんてマネ、オレにはできねぇよ……」

「おにいちゃん……」

　光こう哉やの気き持もちは、いたいほどわかる。

　だけど、ヴィリが怯おびえ、ヴァルがムリだと言いう相あい手てに、２人ふたりで立たちむかうのは、あまりにも無む謀ぼうだった。

　シーンとなったリビングに、ヴィリの声こえがひびく。

「ねぇ、光こう哉や。メフィストフェレスに目めをつけられた以い上じょう、もう、モデルとして活かつ躍やくするのはムリよ」

「追おいはらえばいいんだろ？」

「そうカンタンに、メフィストフェレスがひくとは思おもえないもの。あいつが人にん間げん界かいに出でてきたってことは、ゆるぎない目もく的てきがあるはずだし」

「阻そ止ししてやればいい。じいちゃんができたんだ……オレにだって、できる！」

「冷れい静せいになりなさい！　むやみに飛とびこんでも、返かえりうちにあうだけよ！」

「やってみなきゃ、わからないだろ」

　きっぱりと答こたえる光こう哉やを、ヴィリはキッとにらみつけると──




　パンッ。




　光こう哉やのほおにいきおいよく、ヴィリの平ひら手て打うちが飛とんだ。

　あまりにもとつぜんのことで、杏あん樹じゅはもちろん、たたかれた本ほん人にんの光こう哉やも、目めを丸まるくしている。

「いい加か減げんにして！」

[image: ]

　どなられた光こう哉やは、赤あかみを増ましてきたほおに手てをあてる。

「そういう……光こう哉やのまっすぐなところが好すきで、運うん命めいの人ひとだと思おもったから日にっ本ぽんにきたわ。モルガンに頭あたまを下さげて、何なん百びゃく枚まいと契けい約やく書しょを書かいて……たとえ生せい気きが吸すえなくて、消きえてしまうことになっても……光こう哉やのそばにいられるのなら、私わたしが少すこしでも役やくにたつなら、なんだってしてあげたい。だけど、むきになって、命いのちを粗そ末まつにするなんて──そんな光こう哉や、だいっきらい！」

　一ひと息いきに言いうと、ヴィリは来きたときと同おなじく、風かぜのように家いえから出でていってしまった。

「あいつ……」

　光こう哉やは、ぼうぜんとしたまま、つっ立たっている。

「……コケにされて、頭あたまに血ちがのぼってたんだ……」

　だれに言いうでもなく、光こう哉やがボソリとつぶやく。

「オレ……まずいこと、言いったよな……？」

　そう言いって、だまったままの杏あん樹じゅとヴァルに視し線せんをむけた。

「ヴィリが言いったように……まずは、冷れい静せいに考かんがえよう？　ね？」

「そ、そうだな……」

　杏あん樹じゅの言こと葉ばにうなずいた光こう哉やは、ヴィリが去さったあとをじっと見みつめていた。







　　　　10　ふり回まわされる日にっ本ぽん




　翌よく日じつ──朝あさご飯はんの席せきに、光こう哉ややシルフの姿すがたはなかった。

「光こう哉やさま、おきてきませんね」

　心しん配ぱいそうに天てん井じょうを見みあげたヴァルにつられて、杏あん樹じゅも、光こう哉やの部へ屋やの位い置ちにあたる場ば所しょを見みあげた。

「部へ屋やには、いるみたいだし……いまは、そっとしておいてあげようよ」

　ヴィリに言いわれたことが心こころに残のこっているのか、光こう哉やは一ひと晩ばん中じゅう、考かんがえていたようだ。

　杏あん樹じゅが朝あさ、おこしに行いったときには、目めの下したにうっすらとクマができていた。

「シルフは、どうしました？」

　そう聞きかれ、杏あん樹じゅはヴァルにむきなおると、首くびをふった。

　あんなさわぎがあった中なかで、あまり気きにしていなかったけれど──シルフはシルフで、悩なやんでいるようだ。

「ほかの精せい霊れいを感かん知ちする能のう力りょくが消きえちゃったって、ずっとへこんでる……」

　なくたって、かまわないのに。

　シルフはシルフなんだから。

　何なん度どもそう言いったのだけど、シルフの耳みみには届とどいてはくれなかった。

「精せい霊れいの力ちからをずっと使つかわなかった私わたしでさえ、感かん知ち能のう力りょくは残のこっているのですが……おかしいですね」

　ヴァルは首くびをかしげ、言こと葉ばをつづける。

「食たべおわったら、もう一いち度ど、モルガンに電でん話わしてみましょう。メフィストフェレスのこともそうですが、シルフのことも気きがかりですし」

「うん……でも、また通つうじなかったら？」

　そう。

　ヴィリが去さったあと──ヴァルがモルガンに電でん話わをしてみたのだけど、回かい線せんがつながらなかったのだ。

「そのときは、そのときですね……また、考かんがえましょう」

「……そうだね」

　いつも４人にんいる食しょく卓たくが、今日きょうは２人ふたり──半はん分ぶんになってしまったせいか、杏あん樹じゅもヴァルも、口くち数かずすくなく、ごはんを口くちに運はこんでいく。

「ごちそうさま」

　そう言いって、食しょっ器きをキッチンへと運はこんだ杏あん樹じゅは、おもむろに冷れい蔵ぞう庫こを開あけた。

　シルフに、少すこしでも元げん気きになってもらおうと、ケーキを作つくろうと思おもったのだ。

　春はるのあたたかな陽よう気きが、部へ屋やにも流ながれこんでいるのに、冷れい蔵ぞう庫この冷れい気きがとても冷つめたく感かんじた。

　大おおきな波なみに飲のみこまれ、４人にんの家か族ぞくが、バラバラになってしまいそうな気きがしてくる。

（こんなのイヤだ！　どうにかしなきゃ……）

「杏あん樹じゅさま、どうしました？　お食しょく事じ、足たりませんでしたか？」

　ボーッとしていた杏あん樹じゅに、食たべおえたヴァルがキッチンに入はいってきて声こえをかける。

「あ、ううん。ケーキ、焼やこうかなって思おもって」

「私わたしが作つくりましょうか？」

「いいの、自じ分ぶんでやりたいから」

　食しょっ器きを洗あらいはじめたヴァルの横よこで、杏あん樹じゅは卵たまごをわって、かきまぜながら、ベッドから出でてこないシルフのことを考かんがえた。

　昨日きのうの夜よるから元げん気きがない。

　こんなことは、はじめてだ。

（そんなのなくても、私わたしは気きにしないのに……）

　だけど、本ほん人にんにとっては一いち大だい事じなのかもしれない。

　シルフだって、一いち応おう（というのは失しつ礼れいかもしれないけれど）精せい霊れいなのだ。

　ずっとあった能のう力りょくが消きえてしまうのは、不ふ安あんなのだろう。

「ヴァル、小こ麦むぎ粉ことって」

　シルフが大だい好すきな、おじいちゃん特とく製せいのシフォンケーキ。

　食たべたら、少すこしは元げん気きになってくれるかもしれない。

（そういえば……）

　はじめてシルフに会あったときも、シルフはシフォンケーキを食たべていた。

　満まん面めんの笑えみをうかべて。

　それを思おもいだして、杏あん樹じゅはふと笑えみがこぼれた。

　手てばやく材ざい料りょうをまぜ、杏あん樹じゅはオーブンに型かたを入いれると、リビングへともどった。

　ヴァルもついてきて、そのまま電でん話わに手てをのばす。

「つうじる……？」

　受じゅ話わ器きを耳みみにあてているヴァルの顔かおをのぞきこむが、ヴァルは首くびをふるばかり。

「おかしいですね……こんなことは、いままでなかったのに」

「そ、そうなの？　だれだって、電でん話わに出でられないときは、あると思おもうんだけど」

　杏あん樹じゅが首くびをかしげる。

　留る守す番ばん電でん話わになっていたり、着ちゃく信しん履り歴れきが残のこっているなら、かけなおしてくるだろうけど。

「ＷＦＡの本ほん部ぶである、モルガンの家いえの電でん話わ機きは特とく殊しゅなんです。ぜったいに、つながるようになっているはずなのに……」

　そう言いって、ヴァルは青あおざめた顔かおで、受じゅ話わ器きを電でん話わ機きにもどした。

「ダメですね……なにか、むこうでも問もん題だいがあったのかもしれません」

「あっ！」

　杏あん樹じゅは、思おもいあたることがあった。

　ヴィリの歓かん迎げい会かいをした日ひだ。

「もしかしたら、そうかも……。この間あいだ、電でん話わしたとき、いそがしそうだったから」

「そうですか……どうしたら、いいんでしょう……こんなことは、いままでになかったことですから……」

「こまったね……」

　おたがいの顔かおを見みていたヴァルと杏あん樹じゅの横よこから、ボサボサ頭あたまの光こう哉やが、にゅっとリビングに入はいってきた。

「あ、おにいちゃん！　おはよう！」

「おはよ……それより、これ」

　光こう哉やは、ゆっくりとした足あしどりでテレビの前まえにすわると、リモコンを操そう作さしていく。

「どうしたの？」

　顔かおを見みあわせた杏あん樹じゅとヴァルが、テレビへと近ちかよっていく。

　画が面めんの中なかには──殺さっ気きだった人ひとたちが、食しょく品ひんコーナーを荒あらしながら、スーパーの中なかを走はしっていく姿すがたが映うつっていた。

「メフィーさまが、言いってらしたわ！」

「これ食たべると、運うん気きがあがるんですって！」

「この組くみ合あわせはダメなのよ！　不ふ幸こうを招まねくんですって！」

　スーパーやコンビニでは、売うり切きれが続ぞく出しゅつして、商しょう品ひんをとり合あって、つかみ合あいになるお客きゃくさんも出でているそうだ。

　買かいものカゴいっぱいに、商しょう品ひんを詰つめこんだおばさんたちの目めが血ち走ばしっている。

「なっ、なにこれ……」

　ぼうぜんとしている杏あん樹じゅの横よこで、

「こっちのニュースでもやってるんだ」

　と、光こう哉やが、リモコンでチャンネルを替かえた。

　ちがう番ばん組ぐみでは、黒くろい服ふくを着きた人ひとたちであふれかえった、大おお阪さかの梅うめ田だ駅えき前まえを映うつしている。

　人ひとごみがまっくろで埋うまっている様よう子すは、とても不ぶ気き味みだった。

「こ、こんなにたくさん……だれか芸げい能のう人じんの、葬そう儀ぎでしょうか？」

　首くびをかしげたヴァルを見みて、光こう哉やが右みぎ上うえに出でているテロップを指ゆびさす。

『メフィーの占うらない！　今日きょうのラッキーカラーは黒くろ！』

「占うらないで、こんなのって……」

　絶ぜっ句くする杏あん樹じゅに、光こう哉やが答こたえる。

「あいつの占うらないを信しんじこんでる人ひとたちだよ。異い常じょうだろ……って、ちょっと！」

　チャンネルを替かえていた光こう哉やは、腰こしをうかせて、テレビに食くいついた。

「ここ、どこだ？」

　画が面めんには──上じょう空くうから見みた、ラフォーレ原はら宿じゅくが映うつっている。

　光こう哉やが、すぐに原はら宿じゅくだ！　と気きづけなかったのは、周しゅう辺へんの道どう路ろが人ひとで埋うまっていたからだ。道どう路ろの車くるまも、動うごくことすらできない状じょう態たい。

「こんなことって……」

　杏あん樹じゅは、現げん場ば中ちゅう継けいに切きりかわった画が面めんを、じっと見みつめた。

「いま、こちらは……すごい人ひとであふれかえっています！　今日きょう、占うらない師しメフィーのだしたラッキースポットは、ここ、ラフォーレ原はら宿じゅく。ちょっと、押おさないでよ！」

　現げん場ばリポーターが、ラフォーレ原はら宿じゅくにムリヤリ入はいっていく若わかい女おんなの子こたちを、ギロリとにらみつける。

「うっさいな、おばさん！」

「邪じゃ魔まよ、どいて！　今日きょうはラフォーレで服ふくを買かわないと、明日あした悪わるいことがおきるんだから！」

　おばさんと言いわれたリポーターの顔かおは、一いっ瞬しゅんひきつったが、そこはプロ──すぐに中ちゅう継けいを再さい開かいした。

「政せい府ふは、機き動どう隊たいを出しゅつ動どうさせた模も様ようです──あっ！」

　ラフォーレ原はら宿じゅくにかけこんでいく人ひとたちが、なだれをおこしたように倒たおれていく。

「あぶない！　ケガ人にんが……ケガ人にんが出でそうです！　大だい丈じょう夫ぶでしょうか!?」

　息いきをのむ杏あん樹じゅは、とうとつにスタジオにもどった画が面めんから目めを離はなした。

「……大だい丈じょう夫ぶかな」

　杏あん樹じゅの声こえが震ふるえている。

　そんな杏あん樹じゅの肩かたを、ヴァルがそっと抱だきよせた。

「……杏あん樹じゅさま」

「マジで、異い常じょうだ……」

　あきれたようにつぶやいて、光こう哉やはため息いきをついた。

「メフィストフェレスは、本ほん格かく的てきに動うごきはじめたようですね。このまま、日にっ本ぽんをめちゃくちゃにするつもりでしょうか……」

　ヴァルはそう言いって、視し線せんをテレビに移うつした。

　メフィーが冷つめたい笑えみをうかべて、明日あしたの運うん勢せいを占うらなっている。

「明日あしたのラッキースポットは、神じん社じゃですね」

　それを聞きいたアナウンサーが、どこの神じん社じゃでもいいのか、と聞きいているのを見みて、光こう哉やがため息いきをついた。

「明日あしたの神じん社じゃは、どこもきっと、大おおにぎわいだな……」

「大おおにぎわいって……」

　さっきのようなことになるのだろうか。

　考かんがえただけで、ぞっとする。
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　　　　11　さよなら……




「とりあえず、外そとの様よう子すを見みてくるよ」

　と、光こう哉やは、都と内ないへと出でかけてしまった。

　ヴァルも買かいものへ行いくと言いうので、杏あん樹じゅは１人ひとり、部へ屋やへともどった。

　焼やきたてのシフォンケーキからは、イイ匂においがただよっている。

「シルフ、おきた？」

　ベッドを見みてみるが、シルフの姿すがたはない。

「あれ、どこ行いったのかな……」

　ケーキをつくえの上うえにおいて、部へ屋や中じゅうを探さがしてみたけれど、いっこうに出でてくる気け配はいがなかった。

「出でかけたはずないしなぁ……」

　とりあえず、シルフがよく行いく部へ屋やを探さがしてみようと、杏あん樹じゅは、おじいちゃんの書しょ庫こへと入はいった。

　そこには、真しん剣けんな顔かおをしたシルフが、なにやらぶあつい本ほんを読よみふけっている。

「シルフ、ここにいたの」

　そう言いって、シルフに近ちかづいていく。

「ケーキ焼やいたんだけど、いっしょに食たべない？」

　だけど、シルフからは返へん事じがない。

「なに、読よんでるの？」

　ひらかれたページをのぞきこんでみるけれど、杏あん樹じゅには読よめなかった。

　フランス語ごでも、英えい語ごでも、日に本ほん語ごでもない本ほんは──古こ代だい文も字じと呼よばれる、精せい霊れいでもかぞえるほどしか読よめない文も字じで書かかれていたからだ。

「シルフ？」

　顔かおをあげないシルフを不ふ思し議ぎに思おもい、杏あん樹じゅはじっとシルフの返へん事じを待まった。

　シーンとなった部へ屋やにいるのが息いきぐるしく思おもえ、杏あん樹じゅは、窓まどを開あけようと１歩ぽ踏ふみだした。

　そのとき。

　シルフが口くちをひらく。

「杏あん樹じゅ……ボク……」

　ただごとではない口く調ちょうに、杏あん樹じゅはかけよった。

「どうしたの？」

「ボク……もうダメなのかもしれない」

「ダメって……どうしちゃったのよ」

　いまにも泣なきそうなシルフの背せ中なかを、トントンとなだめるようにたたく。

「同おなじなんだ……イーヴァルと……」

「おじいちゃんと同おなじって……どういうこと？」

　聞ききかえす杏あん樹じゅの声こえは、かすかに震ふるえていた。

「能のう力りょくがなくなった精せい霊れいは、消きえる運うん命めいにある……杏あん樹じゅだって、わすれたわけじゃないでしょう？」

「え……えぇっ!?」

　おじいちゃんが消きえたのは、つい最さい近きんのこと──

　吸ヴァ血ンパ鬼イアとしての能のう力りょくが消きえてしまったことにより、生いきていられなくなってしまったのだ。

（ジョーダンだよね……？）

　おじいちゃんが、光ひかりの粒つぶとなって消きえてしまったことを思おもいだし、杏あん樹じゅはかたまってしまった。

　わすれるわけがない。

　いまだって、さっきあったことのように思おもいだせる。

「や、やだなぁ、シルフ。能のう力りょくって、ほかの精せい霊れいが感かん知ちできなくなっただけでしょう？　シルフは空そらを飛とべるし、私わたしのために、クツになってくれたりするじゃない。風かぜをおこすことだってできる。ぜんぜんダメじゃないよ！」

　言いいかえす杏あん樹じゅを、シルフはゆっくりと見みあげた。

「……おこせないんだ」

「おこせないって……風かぜ？」

　シルフはうなずくと、両りょう手てを前まえにかざした。

　顔かおをしかめるものの、両りょう手てからはなにも出でない。

「……いつから!?　だって、こないだまでは出でたじゃない」

　何なん度ども杏あん樹じゅを救すくった、あの竜たつ巻まきが──出でない……？

「わかんない……」

　無む言ごんのまま、杏あん樹じゅは、シルフの小ちいさな両りょう手てを見みつめていた。

　祈いのるように待まっても、なにもおきてはくれない。

「ね、ダメでしょ……」

　うなだれるシルフの目めから、小ちいさな涙なみだが１粒つぶ、こぼれ落おちた。

「……なんでだろう？　ねぇ、杏あん樹じゅ。どうしてなのかな？」

　救すくいをもとめるように、シルフが顔かおをあげる。

「杏あん樹じゅと契けい約やくしたから、精せい霊れいとしてじゃなく、クツとして、生いきたほうがいいってこと？」

「そんなこと、あるわけないでしょう！　シルフがいなかったら、私わたし……」

　鉄てつ棒ぼうからすべり落おちたときに助たすけてくれたこと、自じ分ぶんが吸ヴァ血ンパ鬼イアだと知しったときにはげましてくれたこと、杏あん樹じゅがピンチのときには必かならず助たすけてくれたこと──いろんなことを思おもいだして、杏あん樹じゅの胸むねが熱あつくなる。

　空そらが飛とべない杏あん樹じゅのために、シルフが契けい約やくをして〝空そら飛とぶクツ〟に変へん身しんしてくれた。

　それが原げん因いんで、シルフがいなくなるくらいなら、杏あん樹じゅは飛とべないままでいいとすら思おもった。

「大だい丈じょう夫ぶ……モルガンさんに電でん話わして聞きいてみようよ。きっと、大だい丈じょう夫ぶって言いうから」

「…………そうかな」

「そうだよ！」

　杏あん樹じゅは、シルフを手てのひらにすくい上あげると、書しょ庫こをあとにした。

「ね……いま、電でん話わしてあげるから、元げん気きだして！」

　リビングの電でん話わをとりあげ、番ばん号ごうを押おしていく。

（お願ねがい……今こん度どはつながって！）

　杏あん樹じゅは祈いのるように、耳みみにひびくコール音おんを聞きいていた。

（モルガンさん、出でてよぉ！）

　祈いのりがつうじたのか、何なん度どかコール音おんが鳴なって、モルガンが出でる。

「Hiハイ!」

「あの、杏あん樹じゅです。あー、よかった。つながった……」

　安あん堵どのため息いきをつく杏あん樹じゅに、モルガンがマシンガンのようにしゃべりはじめた。

「何なん度どもかけてくれてたのって、杏あん樹じゅ？　ちょっと、こっちで大たい変へんなことになっててね。なかなか電でん話わに出でられなかったのよ、ごめんね。で、なに？　日にっ本ぽんもまずい状じょう況きょうになってるのかしら？」

「そ、そうなんです！　だけど、いまはシルフのことで──」

「は？　シルフ？」

　息いきつく間まもなく話はなしていたモルガンが一いっ瞬しゅん、止とまったのがわかった。

「まずい状じょう況きょうについては、あとで説せつ明めいします。それより、シルフが……ほかの精せい霊れいを感かん知ちする能のう力りょくや、風かぜをおこす能のう力りょくがなくなったって、こまってるんですけど……大だい丈じょう夫ぶでしょうか？」

「へ？　感かん知ち能のう力りょくが消きえちゃったの？　本ほん当とうに？」

「つい最さい近きんみたいなんですけど……」

「本ほん人にん、そこにいるの？」

「はい。いま、代かわります」

　杏あん樹じゅは受じゅ話わ器きを持もったまま、シルフを電でん話わ口ぐちにまねきよせる。

　話はなしの内ない容ようをぬすみ聞ぎきするのはまずいだろうと、杏あん樹じゅはできるかぎり、体からだを離はなして、聞きかないようにした。

（気きになる……けど、シルフがきっと、ぜんぶ話はなしてくれるよね）

　長ながく思おもえた会かい話わは、数すう分ふんで終おわった。

　シルフがフラフラと電でん話わ口ぐちから離はなれ、リビングから出でていってしまう。

「ちょっと待まって！」

　あとを追おいかけようとして、まだ電でん話わがつながっていることに気きづき、杏あん樹じゅはしかたなく、受じゅ話わ器きを持もちなおした。

「で、あの……わかりました？」

「本ほん人にんにも聞きいたけど、ちょっとわかんないわ……」

　モルガンはちょっと黙だまりこんでから、言こと葉ばをつづけた。

「直ちょく接せつ、会あってみないことには、なんとも言いえないけど。でもいまは、シルフをこっちにもどすわけにはいかないでしょう？」

「どういうことですか？」

「日にっ本ぽんも、まずい状じょう況きょうなんでしょう？　あなたたちだけじゃ、きっとムリだと思おもうのよ。シルフみたいな、専せん門もん的てきな知ち識しきを持もった精せい霊れいがいないとね。感かん知ち能のう力りょくが消きえても、あの子この豊ほう富ふな知ち識しきは捨すてがたいし。戦せん闘とう能のう力りょくがまったくないヴァルより、使つかえるでしょ？　シルフの代かわりになる精せい霊れいなんて、そうそういないから……こまったわね」

「あ、あの……いや、私わたしたちじゃ、どうしようもないんです……。ほかの国くにの大たい使しを呼よんでもらうわけにはいかないでしょうか？」

「え？　ほかの大たい使しを、日にっ本ぽんに？　うーん……ＥＵはいま、大たい使しの手てが足たりないくらいだし、アジア圏けんじゃあ、動うごいてくれそうなのがいないし……アメリカ方ほう面めんも大たい変へんなの。あ、イギリスの大たい使しは動うごけるかしら。報ほう告こくがないし。にしても、ほんっと、前ぜん代だい未み聞もんよ。各かっ国こくで同どう時じにさわぎがおこるなんて」

「いったい、なにが──」

　言いいかけて、杏あん樹じゅの敏びん感かんな聴ちょう覚かくが、なにかがひらく音おとを聞ききつけた。

　玄げん関かんのドアだ。

　ゆっくりと、重おもたいものをひらくような音おとは、ヴァルや光こう哉やが帰かえってきた音おとじゃない。

（シルフ!?）

「あの、すいません。またあとで、かけなおします」

　そう言いって、杏あん樹じゅは玄げん関かんへとかけだした。

　少すこしひらいたドアから、シルフが、フワッと外そとに出でていくのが見みえた。

「シルフ！　待まって！」

　杏あん樹じゅの声こえに、シルフがふりかえった。

　小ちいさな翡ひ翠すい色いろの目めに、いっぱいの涙なみだをうかべている。

「ごめんね、杏あん樹じゅ……」

「なんで、あやまるの？」

　杏あん樹じゅは、ゆっくりとシルフに近ちかづいていく。

「ボク……杏あん樹じゅには、二に度どと同おなじ思おもいはしてほしくないんだよ」

「……？」

「目めの前まえで消きえるなんて、そんなのイヤだ！」

　シルフは、だだっこのように首くびをふった。

「ずっといっしょにいたかったのに……なんで、こうなっちゃうんだ……」

「シルフ……」

「ずっと、ずっと……ボクより長ながく人にん間げん界かいにいるヴァルだって、感かん知ち能のう力りょくはなくなってないのに……なんで、ボクだけ……」

　モルガンがわからないという以い上じょう、きっとシルフの体からだの中なかでは、なにかがおこっているのだろう。

　無む責せき任にんに、大だい丈じょう夫ぶと言いえない杏あん樹じゅは、はがゆさを感かんじていた。

　シルフが消きえるのはイヤだ。

　でも──

「いなくなっちゃうなんて、イヤだよ！」

　悲ひ痛つうな叫さけびは、シルフには届とどかなかった。

「ごめん……でも、このままじゃぜったいダメなんだ……」

　そう言いって、シルフは空そらたかく、飛とんでいってしまう。

「シルフ──────！」
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　こんなときに飛とべたら、どんなにいいだろう。

　杏あん樹じゅは、シルフが見みえなくなってから、その場ばに泣なきくずれてしまった。

　イヤだよ……と、つぶやきながら。







　　　　12　異い常じょう事じ態たい！




　泣なきはらした目めで、杏あん樹じゅはとぼとぼと学がっ校こうへとむかった。

　本ほん当とうは休やすみたかった。

　家いえにいれば、シルフが帰かえってくるんじゃないかと、何なん度ども考かんがえた。

「そんなの、シルフはもとめてないよ」

　という、光こう哉やのはげましで、学がっ校こうへ行いくことに決きめたのだ。

　とはいうものの、気き持もちはどんよりとしたまま。

（どうにかしないと……）

　杏あん樹じゅはひとつ、心こころに決きめたことがあった。

　それは──強つよくなること。

　能のう力りょくが消きえてしまっても、シルフが安あん心しんして、杏あん樹じゅのそばにいられるほどに。

　ネガティブな考かんがえかもしれないけれど、シルフがああも思おもいつめてしまったのは、自じ分ぶんが吸ヴァ血ンパ鬼イアとして、弱よわいせいなんじゃないか。

　杏あん樹じゅは、そう思おもっていた。

　光こう哉やのように、ケガがすぐ治なおる力ちからもない。

　飛とぶこともできない。

　力ちからが強つよいわけでもない。

　ただ、聴ちょう覚かくがするどいだけ。いまのところ、杏あん樹じゅの能のう力りょくといえるのは、これだけだ。

　だから──きっと強つよくなれば、シルフはもどってくる。

　それを証しょう明めいするためにも、メフィストフェレスには勝かたなければいけない。

　こわい気き持もちはあるけれど、ほかの大たい使しにたのめない以い上じょう、自じ分ぶんたちでどうにかしなければいけないのだ。

（やるしかない！）

　そう気き力りょくを奮ふるいたたせないと、いまにも泣なきくずれてしまいそうだった。

（でも、どうすればいいんだろう……）

　メフィストフェレスは、いまや雲くもの上うえの存そん在ざいだ。直ちょく接せつ見みることすら、かなわない。

　うつむいたまま歩あるいている杏あん樹じゅは、通つう学がく路ろが異い様ように静しずかなのに気きづいた。

「あれ？」

　もうすぐ学がっ校こうだ。

　いつもなら、生せい徒とであふれている道どう路ろなのに、１人ひとりも歩あるいている生せい徒とがいない。

「……？　なんで？　今日きょう、休やすみじゃないよね？」

　背はい後ごから足あし音おとが聞きこえ、杏あん樹じゅがゆっくりとふりかえると、春はる人との姿すがたが見みえた。

「おっす……って、その顔かお、どうした？」

「安あ倍べくんか……おはよう」

　よわよわしくほほえむ杏あん樹じゅを見みて、春はる人とが心しん配ぱいそうな顔かおをした。

「おはようじゃないだろ。なんだよ、その顔かお」

　言いわれて、杏あん樹じゅは春はる人とから視し線せんをそらした。

　思おもいだすと、泣ないてしまいそうだった。

「高たか野ののにーちゃんがテレビ出しゅつ演えんしたのと、なんか関かん係けいあったりする？」

　ちがう、と杏あん樹じゅは首くびをふる。

「……そんな顔かおだと、あのつかい魔まにバカにされただろ？　って、今日きょうもつかい魔ま、いないんだな」

　つかい魔ま。

　その言こと葉ばに、杏あん樹じゅの目めから涙なみだがあふれだす。

　つかい魔まなんかじゃない。

　杏あん樹じゅにとっては、大だい事じな大だい事じな友ともだちだ。

　その友ともだちの力ちからになることもできず──杏あん樹じゅは、無む力りょくな自じ分ぶんが情なさけなかった。

　もう一いち度ど、目めの前まえにあらわれてくれるなら、シルフの悩なやみを解かい決けつできるなら、どんなことだってするのに……。

「ちょっ……オレ、なんかまずいこと言いった？」

　あわてて、顔かおをのぞきこんでくる春はる人とに、ふたたび杏あん樹じゅは首くびをふる。

「こっちきて」

　春はる人とは、強ごう引いんに杏あん樹じゅのうでをひっぱった。

「え、え？」

「いいから。ここすわれって」

　すぐ近ちかくにあった公こう園えんのイスに、泣ないている杏あん樹じゅをすわらせる。

「高たか野ののにーちゃんと言いいあった占うらない師しがさ、テレビで『ラッキースポットは神じん社じゃ』とか言いうから、うち、昨日きのうは警けい察さつを呼よぶさわぎになったんだよ」

　話はなしが読よめずに、杏あん樹じゅは、泣なきはらした顔かおを春はる人とにむけた。

「警けい察さつ？」

「うん。われ先さきにって感かんじで、順じゅん番ばんを守まもらずに参さん拝ぱいしようとするから、ケンカになっちゃって。オレらじゃ手てにおえないから、警けい察さつを呼よんだんだ。もう、すげー大たい変へんだった。せっかく改かい装そうしたのに、あちこち傷きずができたり、血ちがついたりさ……」

「そう、なんだ……」

「でも、売うり上あげが１年ねんぶんとかになって、じいちゃんは『天てん変ぺん地ち異いがおこったのか？』とかフザけたこと言いうし……葛くずの葉ははてつだってくれないし、オレばっか働はたらいて、めっちゃつかれた。うまれてはじめて、救きゅう急きゅう車しゃと警けい察さつを呼よんだよ」

　そう言いって、春はる人とは思おもいだしたように、手てをたたいた。

「葛くずの葉はって、おぼえてないかな？　オレんとこの神じん社じゃに住すみついてる、あやかし──っつーか、オレの、遠とおいばあちゃんでもあるわけなんだけど……」

　杏あん樹じゅはだまったまま、うなずいた。

　狐きつね族ぞくの精せい霊れいである葛くずの葉はは、有ゆう名めいな陰おん陽みょう師じの安あ倍べの晴せい明めいの母ははと、文ぶん献けんに記しるされている。

　どういう流ながれなのかわからないけれど、いま、葛くずの葉はは、春はる人との家いえの神じん社じゃにいるのだ。

「いつもは、葛くずの葉はが巫み女こさんしてくれるんだけど、昨日きのうは出でてこなくてさ。今日きょうも気け配はいなし。高たか野ののつかい魔まが今日きょういないのも、なんか関かん係けいある？」

　多た分ぶん、関かん係けいない。

　きっと葛くずの葉はは、メフィストフェレスの気け配はいに気きづいたのだ。ヴィリと同おなじように、関かかわるのはイヤだったのだろう。また、いつものように静しずかになれば、出でてくるような気きがした。

　でも、シルフは──

「あのね……」

　杏あん樹じゅはすべてを打うちあけた。

　杏あん樹じゅが、ヴァンパイアの大たい使しだと知しっている春はる人とだからこそ、なにもかくさずにすべてを話はなせた。

　たどたどしく、それでもぜんぶを話はなしおえた杏あん樹じゅを見みて、春はる人とは考かんがえこんでしまった。

「……ごめん。こんなこと言いわれても、こまるよね。安あ倍べくんは、〝あやかし〟を祓はらう人ひとなのに……」

「いや……」
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　こまったように、春はる人とが頭あたまをかいた。

「オレも、青せい龍りゅうがいなくなったらこまるしさ。高たか野のの気き持もち、わからなくもないよ」

　意い外がいな返へん事じをされて、杏あん樹じゅは春はる人との顔かおを見みつめた。

「そんな顔かお、すんなよ」

　春はる人とが、こまったように笑わらう。

「こないだの──雨あま宮みや百ゆ合りだっけ？　そいつが〝あやかし〟にあやつられたとき、高たか野のにいろいろ言いわれただろ？　そんときに、ちゃんと話はなすべきだったんだ」

「話はなすって……なにを？」

「青せい龍りゅうも〝あやかし〟だし、葛くずの葉はもそう。うちの神じん社じゃにいる〝あやかし〟はよくって、他ほかのやつは許ゆるせないって、なんて都つ合ごうがいいやつ！　って、高たか野のには思おもわれたくないんだよ」

　そう切きりだして、春はる人とは言こと葉ばをつづける。

「オレはさ、悪わるさをする〝あやかし〟が許ゆるせないんだ。ぜったいに、どんな理り由ゆうがあっても、祓はらうべきだと思おもってた。だけど、あのときの高たか野のを見みてさ……なんか、オレ、まちがってるかもって」

「どういうこと？」

「わかりあえる〝あやかし〟も、いるんだなって思おもった。祓はらわなきゃいけないやつは、祓はらうつもりだけど……ほら、なんつーの。気き持もちはソンチョーしないといけないだろ、やっぱり」

　ぶっきらぼうに言いう春はる人とを見みて、杏あん樹じゅの口くちもとに笑えみがうかぶ。

「少すこしでも、わかってくれて嬉うれしいけど……なんか、ヘンだよ。安あ倍べくん」

「そうか？」

「うん。でも、なんか話はなしたら、スッキリしちゃった。聞きいてくれて、ありがと」

　笑え顔がおをうかべる杏あん樹じゅは、立たちあがった。

　泣ないてなんかいられない。

「にしても……そっか、やっぱり昨日きのうの異い常じょうは〝あやかし〟のせいだったんだな！　許ゆるせねぇ！」

「ちょっと待まって！　安あ倍べくんは、メフィーに手てをだしちゃダメだよ。すっごく危き険けんみたいだから……」

「でも、高たか野の……そいつは、祓はらわなきゃいけない〝あやかし〟だぞ！」

「そうかもしれないけど……どうにかなるよ！　っていうか、大たい使しの私わたしたちが、どうにかしなきゃ。さ、学がっ校こう行いこう！」

　さっさと歩あるきだす杏あん樹じゅのうしろを、思し案あん顔がおの春はる人とがついていく。

「あのさ……」

　言いいかけた春はる人とに、杏あん樹じゅが言こと葉ばをつづけた。

「今日きょうって、やっぱりヘンだよね？　人ひとがすくなすぎる……」

　校こう門もんをくぐっても、生せい徒との姿すがたはまばらだ。

「安あ倍べくんのところには、学がっ校こうからなにか連れん絡らくあった？」

「ないよ。いつも通どおりの月げつ曜よう日びだろ」

「だよね……なんだろう」

　不ふ安あんそうな顔かおを見みあわせて、杏あん樹じゅと春はる人とはかけ足あしで教きょう室しつへとむかった。

　階かい段だんですれちがった何なん人にんかの生せい徒とも、なんだか元げん気きがないように見みえる。

「インフルエンザで休きゅう校こうだったりしてな」

「まさか！」

　そう言いった杏あん樹じゅが、いきおいよく教きょう室しつのドアを開あける。

　そこには──




　シャカシャカシャカ。




　ＭＰ３プレイヤーからもれ聞きこえる音おん楽がくが、教きょう室しつ内ないにひびいている。

「百ゆ合り！　おはよう！」

　ポツンと、１人ひとりで教きょう室しつにいた百ゆ合りが、顔かおをあげた。

　冷れい静せいにＭＰ３プレイヤーのヘッドホンを耳みみから外はずすと、百ゆ合りの口くちもとに笑えみがうかぶ。

「杏あん樹じゅまでこないかと思おもっちゃった。よかった！」

　松まつ葉ばづえを器き用ように使つかって、杏あん樹じゅのそばへとやってくる。

「休きゅう校こうじゃないんだよね？」

　百ゆ合りに確かく認にんするように聞きいた杏あん樹じゅを見みて、百ゆ合りはプッとふきだした。

「テレビ、見みてないの？」

「へ？」

「ほら、里さと美みが熱ねっ中ちゅうしてた占うらない師し。あいつが『今日きょうは家いえから出でると危き険けんです』なんて言いうから、こんな状じょう況きょうになっちゃったみたいよ」

　そう言いって、ガランとしている教きょう室しつ内ないを見みまわした。

「は？　占うらないかよ！」

　春はる人とはあきれたように言いう。

「百ゆ合りは？　百ゆ合りは、なんで学がっ校こうにきたの？」

　杏あん樹じゅの質しつ問もんの意い味みを考かんがえているのか、百ゆ合りが首くびをかしげる。

「なんでって、今日きょうは学がっ校こうでしょう？　休やすむ理り由ゆうなんて、どこにもないし」

「百ゆ合りは、その……占うらない、信しんじてないんだ？」

　そう言いった杏あん樹じゅを見みて、百ゆ合りが声こえをあげて笑わらった。

「あははは。信しんじるはずないよ。だって、事じ故こにあった日ひの占うらない『今日きょうは、なにもかもうまくいく』だったんだもん。しょせん、占うらないは占うらないだよ」

「そ、そっか……なんか、ヘンなこと聞きいてごめん」

「いいの、いいの」

　百ゆ合りは、申もうし訳わけなさそうにしている杏あん樹じゅに、きっぱりと言いった。

「私わたしは、あいつが出でてるテレビは見みないことにしてるんだ。あいつが持もってる水すい晶しょう見みると、夢ゆめの中なかで薬くすりを塗ぬった部ぶ分ぶんが、ズキズキするんだよね」

　百ゆ合りの言こと葉ばに、杏あん樹じゅと春はる人とは顔かおを見みあわせた。

　夢ゆめの中なかで塗ぬった薬くすりとは──杏あん樹じゅが、コロボックルというアイヌの知ち恵え者しゃである精せい霊れいにたのんだものだ。百ゆ合りがまた、クラシックバレエができるように完かん治ちするという、魔ま法ほうの薬くすり。

　春はる人とも、そのときいっしょにいたから、おぼえている。

　でも、その部ぶ分ぶんがズキズキするなんて、どういうことだろう。

「どうかした？」

「ううん、なんでもない」

　そう言いって、杏あん樹じゅが自じ分ぶんのつくえにむかおうとしたとき──全ぜん校こう放ほう送そうのチャイムが鳴なった。

「えーっと……警けい備び員いんの橋はし本もとです。先せん生せいたちが体たい調ちょう不ふ良りょうらしく、欠けっ席せきした……いや、欠けっ席せきするようですので、今日きょうはお休やすみ……休きゅう校こうとさせていただきます。登とう校こうした生せい徒とは、すみやかに帰き宅たくしてください」

　たどたどしい言こと葉ばで言いいおえると、とうとつに放ほう送そうが切きれた。

「ウソでしょ！　なんで、占うらないごときで休きゅう校こうなのよ！」

　百ゆ合りが怒おこっていた。

「ママも外そとに出でないっていうから、一いっ生しょう懸けん命めい歩あるいてきたのに！　抗こう議ぎしにいってやる！」

　口くちをとがらせたまま、百ゆ合りが教きょう室しつを出でていこうとする。

「百ゆ合り、待まってよ。先せん生せい、だれもいないみたいだし、行いっても意い味みないよ！」

　杏あん樹じゅに言いわれて、百ゆ合りは冷れい静せいさをとりもどした。

「……それもそっか。あー、もう……バカみたい」

　吐はきすてるように言いって、ちょっと乱らん暴ぼうにカバンをとりあげた。

「百ゆ合り、せっかくだし、どっかよってく？　駅えき前まえのアイスとか、どう？」

　占うらないを信しんじていなくても、結けっ局きょくメフィーにふり回まわされてしまっている子こが、ここにいる。

　一いっ生しょう懸けん命めい歩あるいてきた百ゆ合りを思おもうと、このまま帰かえすのも、なんだか気きの毒どくな気きがしたのだ。

「ほんと？　私わたしも、そう思おもってたんだよね」

「よかった！」

「じゃあ……ほら、安あ倍べくんも……その、いっしょにどう？」

　百ゆ合りが春はる人とをさそう。

　さそうのがはじめてなのか、少すこし照てれているようにも見みえた。

「いいよ。けど……店てん員いんがいればいいけどな」







　　　　13　その挑ちょう発はつ、のった！




　毎まい日にち、テレビに映うつるメフィーを見みて、光こう哉やはうんざりするようにため息いきをついた。

「どうすりゃ、こいつの影えい響きょう力りょくを止とめられるんだよ……」

　占うらないのラッキースポットには、必かならず人ひとが押おしよせ、ラッキーアイテムはすぐに売うり切きれる。

〝神かみ〟とまで呼よばれはじめたメフィーは、いまでは、どの番ばん組ぐみにでも顔かおをだすようになった。

「つっこむ──」

「ダメです。光こう哉やさまや杏あん樹じゅさまになにかあったら、私わたしは……死しんでも死しにきれません！」

「わかってるって。つっこむ以い外がいに、方ほう法ほうはないかなって、言いおうとしてたんだよ」

「そ、そうですか。てっきり、また──」

「まさか。ヴィリに言いわれて目めが覚さめた。ヤケにはならないよ、約やく束そくする」

　そんな光こう哉やの横よこで、アナウンサーが緊きん迫ぱくした表ひょう情じょうで口くちをひらいた。

「ここで臨りん時じニュースです。帰き宅たく時じ刻こくに混こみあうので有ゆう名めいな山やま手のて線せんですが……『17時じ58分ふんの電でん車しゃに乗のると金きん運うんがあがる』という、とある情じょう報ほうで、いつも以い上じょうのラッシュとなり、多た数すうのケガ人にんが出でた模も様ようです。中ちゅう継けいします。小こ山やまさん！」

　小こ山やまと呼よばれた細ほそ身みの男だん性せいリポーターが、新しん宿じゅくの駅えき前まえに立たっていた。

　バスのターミナルや新しん宿じゅくアルタ前まえには、救きゅう急きゅう車しゃが何なん台だいもならんでいる。

　リポーターの背はい後ごで、タンカがつぎつぎと通とおりすぎていくのが見みえた。

「小こ山やまです。ここ新しん宿じゅく駅えきでは、１００名めい近ちかくのケガ人にんが出でています。重じゅう傷しょう者しゃから病びょう院いんへ搬はん送そうしていますが、救きゅう急きゅう病びょう院いんもいっぱいのようで……え？　なんだって？」

　イヤホンから、新あらたに情じょう報ほうが入はいったのだろう。顔かおをしかめている。

「どうした？」

　カメラマンの声こえが聞きこえる。

「いや、いったん、スタジオにもどします」

　言いった瞬しゅん間かん、画が面めんに報ほう道どうスタジオが映うつる。

「スタジオです。いまここで、新あらたな情じょう報ほうが入はいりました。『19時じ32分ふんの電でん車しゃに乗のると恋れん愛あい運うんがあがる』という情じょう報ほうですが、必ひつ要ようのない方かたは乗のらないでください。くり返かえします──」

「もうイヤ……」

　杏あん樹じゅはそうつぶやいて、テレビを消けした。

　いつもなら、ここでシルフがはげましてくれるのだけれど、いまはそのシルフもいない。

　それに気きづいた光こう哉やが、杏あん樹じゅの背せ中なかをそっとなでた。

「それにしても、なんでこんな……」

　青あおざめた杏あん樹じゅは、腰こしがくだけたように、ソファーにすわりこんだ。

「……おかしいよ。たかが占うらないなのに……しかも、くだらないことばっかり……」

「あいつの占うらないの結けっ果かが、あたるからだろ」

　そうなのだ。

　メフィーは、天てん気きを言いい当あてるのが得とく意いなようで、気き象しょう予よ報ほう士しもまっさおになるほど、各かく地ち方ほうの天てん気きをピタリと言いい当あてた。

　地ち方ほうなんて、おおざっぱなもんじゃなかった。「どこそこの地ち区くでは夕ゆう立だちが降ふる」「夕ゆう方がたの富ふ士じ山さん頂ちょう付ふ近きんの天てん気きは大おお荒あれだ」とか、まちがうことがない。

　登と山ざん家かがメフィーを神かみだと言いい、占うらないを信しんじる人ひとたちが暴ぼう挙きょに出でる。

　こんなカリスマ占うらない師しに「特とく別べつな星ほしのもとにうまれた」と言いわれた光こう哉やは、学がく園えん内ないで、ひどくさわがれた。

　そのせいか、いつも自じ信しんマンマンで、笑えみをたやさない光こう哉やの顔かおに、つかれがうかんでいる。

「なんで、こんなカンタンに信しんじるんだよ……バカじゃねーのか」

　光こう哉やのつぶやきは、もっともだ。

「なにかタネがありますね。この状じょう況きょうはおかしいです」

　ヴァルの言こと葉ばに、杏あん樹じゅはふと、百ゆ合りの言こと葉ばを思おもいだした。

　水すい晶しょうを見みると、ケガがいたむ。

　あのときは人ひとがいないという異い常じょう事じ態たいで、真しん剣けんに考かんがえることはできなかったけれど、なにかあるんじゃないか。

「球きゅう体たいにヒミツがあったりして……」

「あっ！　そうか」

　光こう哉やもなにかを思おもいついたのか、杏あん樹じゅとヴァルの顔かおを交こう互ごに見みた。

「なんかさ、間ま近ぢかであれを見みたとき、吸すいこまれそうな感かんじがしたんだよな。で、気きづいたら、ヴィリに襲おそわれたときみたいに、体からだの奥おくが熱あつくなってきて、ハッとなったっていうか……」

　そう言いわれて、杏あん樹じゅははじめてスタジオで、球きゅう体たいを見みたときのことを思おもいだした。

　夜よ空ぞらをとじこめたような球きゅう体たいは、見みている者ものを、吸すいこんでしまいそうなオーラを発はっしていた。

「球きゅう体たいが、人ひとに占うらないを信しんじこませる道どう具ぐなんじゃないか？　思おもいだしてみろよ。あいつ、ずっと球きゅう体たいを持もってるんだぜ」

　杏あん樹じゅと光こう哉やの推すい測そくに、ヴァルは、うんうんとうなずいた。

「イーヴァルさまのときには、あんなものは持もっていなかったのですが……もしかしたら、最さい近きん、手てにいれたのかもしれませんね」

　無む言ごんのまま、光こう哉やはじっと、消きえたテレビを見みていたが、なにを思おもったのか、急きゅうに立たちあがった。

「……よしっ、ちょっと行いってくる」

「行いってくるって、どこに？」

「メフィーのとこ」

　そう言いって、テレビをふたたびつけた。

　画が面めんでは、この間あいだ行いったテレビ局きょくで、メフィーが明日あしたの運うん勢せいを占うらなっている最さい中ちゅうだ。

「えええっ!?　会あえるわけないじゃない！」

「これ、生なま放ほう送そうだろ。ってことは、これが終おわるまでは確かく実じつに、あいつはテレビ局きょくにいる。なんとかして、とっつかまえてやる！」

「で、でも……会あってどうするの？　むやみにつっこまないって、いまさっき、約やく束そくしたじゃない」

「話はなしをつけるんだよ」

「しかし、いまからですか？」

　ヴァルが顔かおをしかめている。

「吸ヴァ血ンパ鬼イアは夜よる、動うごくんだろ？　いま、動うごかないで、いつ動うごくんだよ。話はなしをつけないと、日にっ本ぽんはもっと大たい変へんなことになる。……そんな気きがしないか？」

「そうですけど……」

「もし、メフィーが『今こん夜やのラッキースポットは病びょう院いんです』とか言いってみろ。どんなことになるか、想そう像ぞうできるだろ」

　杏あん樹じゅは顔かおをしかめた。

　いまのメフィーは、なにを言いうかわからない。

　止とめるには、行いくしかないのだ。

「私わたしも行いくよ」

　杏あん樹じゅの言こと葉ばに、ヴァルだけでなく、光こう哉やも驚おどろいている。

「私わたしは飛とべないから、おにいちゃんに連つれていってもらうしかないけど……」

　まっすぐと視し線せんをむける杏あん樹じゅを見みて、光こう哉やはほほえんだ。

「いいぜ。行いこう！」

　そんな２人ふたりを見みて、ヴァルはあきらめたようだ。

「話はなしをするだけです。まずいと思おもったら、ぜったいに逃にげてください。わかりましたね？」




　春はるとはいえ、もうすぐ梅つ雨ゆの時じ期きだからか、湿しめった風かぜが、光こう哉やと杏あん樹じゅにまとわりついた。

　足あしの下したでは、色いろとりどりのライトがかがやいている。

「メフィーは、どこにいるのかな？」

　２人ふたりとも、大たい使しの正せい装そうである吸ヴァ血ンパ鬼イアのマントをはおっているから、人にん間げんには姿すがたが見みえないとはいえ──このまま、テレビ局きょくに入はいるわけにはいかない。

「ちょっと待まって」

　杏あん樹じゅを抱だきかかえた光こう哉やは、片かた手てでうまく携けい帯たい電でん話わを操そう作さすると、ワンセグ放ほう送そうにつないだ。

「もう終おわってるな……ちょうどいいころかも」

「……どういうこと？」

　携けい帯たい電でん話わをのぞきこもうとした杏あん樹じゅのせいで、飛とんでいた光こう哉やの体たい勢せいがくずれる。

「あぶねっ！」

　落おとしそうになった携けい帯たい電でん話わを、あわててつかむと、光こう哉やは杏あん樹じゅをかるくにらんだ。

「動うごくなって」

「ご、ごめん……」

「ま、携けい帯たいと杏あん樹じゅが落おちなかったから、いいけど。ちょっといそぐか！」

「いそぐって──」

　杏あん樹じゅには答こたえず、光こう哉やはテレビ局きょくにむかって急きゅう降こう下かした。

　早はや送おくりしたように、テレビ局きょくの入いり口ぐちが近ちかづいてくる。

「あっ！」

　メフィーが、球きゅう体たいを大だい事じそうにかかえたまま、足あし早ばやにテレビ局きょくから出でてくるのが見みえる。

　メフィーの信しん者じゃになりつつある、おおぜいの人ひとたちが出で待まちをしているにもかかわらず──メフィーは堂どう々どうと歩あるいていった。そのまま、目めの前まえを通とおりすぎても、だれも気きづかない。

「なんで……？」

　まるで見みえていないみたいだ。

　杏あん樹じゅが、じかにメフィストフェレスを見みたときと同おなじ外がい見けんなのに、人ひとには見みえないなんて。

「とりあえず、尾び行こうするぞ」

　空そらにういたまま、光こう哉やはメフィーのあとを追おっていく。

　細ほそく暗くらい道みちを選えらんで歩あるく、メフィーがむかった先さきは──いまにもくずれ落おちそうな教きょう会かいだった。

　こんもりとした小ちいさな森もりに、溶とけるようにして建たっている教きょう会かいの中なかへ、まよいなくメフィーは入はいっていく。

「こんなところに教きょう会かい？」

　教きょう会かいの前まえにおりた杏あん樹じゅがつぶやく。

　にぎやかな通とおりの裏うらに、こんな場ば所しょがあるなんて想そう像ぞうもしていなかった。

「都と内ないには、こういう場ば所しょがけっこうあるんだよ。ぜんぶがきらびやかで、にぎやかなわけじゃない」

　そう言いって、光こう哉やは、少すこしひらいたままのドアに、力ちからをかけた。




　ギギギギ。




　イヤな音おとをたてて、ドアがひらいていく。

　真まっ正しょう面めんのステンドグラスは、通とおりの照しょう明めいを受うけて、うっすらと光ひかっていた。

　その前まえで、待まちうけていたかのように、メフィーが立たっている。

「くると思おもっていたよ」

　うっすらと口くちもとに笑えみをうかべるメフィーの表ひょう情じょうは、逆ぎゃっ光こうになっていてよく見みえない。

「きみたちには、せっかく忠ちゅう告こくしてあげたというのに……死しにいそいでるのか？」

　光こう哉やは、杏あん樹じゅをかばうように、１歩ぽ前まえへと出でた。

　能のう力りょくで空そらを飛とんできたせいで、光こう哉やの手てには、大たい使しの紋もんが、まばゆいまでに光ひかりかがやいている。

「貧ひん弱じゃくな光ひかりだな。それで日にっ本ぽんを守まもる気きか？　おまえたちが大たい使しなんて、おかしくて、笑わらいが止とまらないよ」

「いますぐ、占うらないをやめろ！」

　ククッ、と喉のどの奥おくで笑わらうと、メフィーは肩かたをすくめた。

「いま、やめると、こまって泣なきだす人にん間げんが、街まちにあふれかえるぞ」

「泣なきだすくらい、べつにいいさ」

「小こ僧ぞう、だまってな」

　メフィーが片かた手てを天てん井じょうにふり上あげる。

　その瞬しゅん間かん──教きょう会かい内ないの空くう気きをふるわせて、一ひと筋すじの雷らい光こうがメフィーに落おちた。

　バリバリと音おとをたてて、メフィーの形けい態たいが変かわっていく。

　耳みみはとがり、透すきとおるほどまっしろだった肌はだは浅あさ黒ぐろくなり、漆しっ黒こくの長ながい髪かみは金きん色いろへと変かわり、蒼あおかった目めが、髪かみと同おなじ色いろの──ヘビのような目めになる。

　雷かみなりが落おちたせいで、着きていたものが燃もえて、くずれていった。ボディスーツを着きているように見みえる体からだは、人ひとのときとはちがって、ほどよく筋きん肉にくがついている。

　本ほんで見みる、悪あく魔まそのものといった感かんじだ。

「あっ、悪あく魔ま！」

　たじろぐ杏あん樹じゅを見みて、雷らい光こうをはらったメフィーが笑わらった。

「私わたしの正しょう体たいを知しっていたんだろう？　なにをそんなにこわがるんだ……」

　クスッと笑わらうと、メフィーがゆっくりと近ちかづいてくる。

　威い圧あつ的てきな雰ふん囲い気きに、杏あん樹じゅの体からだがガタガタと震ふるえだす。

（こ、こわい……）

　ギュッと、光こう哉やのマントを握にぎりしめる。

「メフィストフェレス……おまえはいったい、なにがしたいんだ!?」

　ひるむ杏あん樹じゅとはちがい、光こう哉やはメフィーから目めを離はなさない。

　抱だきかかえた球きゅう体たいの中なかで、星ほしのような小ちいさな光ひかりがまたたきはじめた。
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「言いっても、問もん題だいないか……私わたしはね、この国くにを自じ分ぶんのものにしたいんだ。この国くには、とてもいいパワースポットでね、自じ国こくにいるよりも、もっと能のう力りょくを発はっ揮きできる。日にっ本ぽんを手てにいれることができれば、私わたしは無む敵てきだ！　そこいらの精せい霊れいや、あのモルガンでさえ、私わたしには太刀たち打うちできなくなる。わかるか？」

　そう言いわれ、杏あん樹じゅはおずおずとうなずいた。

　メフィストフェレスの目もく的てきはわかったけれど、なぜ、いま──？

　言こと葉ばを失うしなっている杏あん樹じゅと光こう哉やにむかって、メフィストフェレスは口くちをひらいた。

「なぜ？　という顔かおをしているな。あの強きょう力りょくなじじいがいなくなったからさ。あきらめて、ゆずり渡わたすんだな」

「じじいって……おじいちゃんのこと？」

　杏あん樹じゅのつぶやきには、答こたえない。

　メフィストフェレスは、２人ふたりを冷つめたく見みつめたまま。

「ＷＦＡも落おちたものだな……ヤツの孫まごとはいえ、こんな子こどもに日にっ本ぽんをまかせるとは。このチャンス、のがしはしないよ」

　ニヤリと笑わらうメフィストフェレスを見みて、光こう哉やが言いいかえす。

「チャンスだかなんだか知しらないけど、おまえなんかに日にっ本ぽんは渡わたさない！」

　かみつくように言いう光こう哉やを前まえに、メフィストフェレスの口くちもとから笑えみが消きえた。

「ふん……きみたち２人ふたりで、私わたしを止とめようというのか。おもしろいな。だが、どうやって止とめるというんだ？」

　そう言いって、球きゅう体たいを大だい事じそうになで回まわす。

「私わたしの一ひと言ことで、おおぜいの人にん間げんが動うごく。１人ひとり１人ひとりは罪つみもない、無む力りょくな人ひと々びとだ。きみたちは、そんな人にん間げんと戦たたかうというのか？」

「そっ、それは…………」

　占うらないの結けっ果かで、ふり回まわされる人ひとたちを思おもいだす。

「きみたちが吸ヴァ血ンパ鬼イアだと知しったら……どうなるだろうね。心しん臓ぞうを白しら木きで貫つらぬかれるか？　それとも、火ひあぶりにされるかな？」

　おもしろそうに言いうメフィーを見みて、杏あん樹じゅは息いきをのんだ。

　メフィストフェレスの言こと葉ばで、普ふ通つうではない行こう動どうをくり返かえす人ひと々びと……いくらメフィストフェレスに感かん化かされていると知しっていても、杏あん樹じゅたちはどうすることもできない。

「それに、だ。そもそも、きみたちはずっと、人にん間げんとして暮くらしてきたそうじゃないか。いまでも正しょう体たいがバレないよう、気きをつかいながら、学がっ校こうとやらにかよっている……。そんな中ちゅう途と半はん端ぱな大たい使しが、私わたしの目もく的てきを阻そ止しできると思おもっているのか？」

「思おもっちゃいけないのかよ！」

「思おもうのは自じ由ゆうだ。しかし、そう思おもうのなら、それ相そう応おうの行こう動どうをしてもらいたいね。たとえば──ヴァンパイア大たい使しだということを、みんなに公こう表ひょうするとか、ね」

　光こう哉やが顔かおをしかめた。

　そんなこと、できるはずがない。

「ほぉら、その顔かお！　バレたくないんだろう？　人にん間げんのままで、いたいんだろう？　ならば、大たい使しの任にん務むなど捨すててしまえばいい。カンタンなことじゃないか。あのじじいが消きえたから、しかたなく、あとを継ついだだけなんじゃないのか？」

　しかたなく……は言いいすぎだけれど、ほとんど図ず星ぼしだった。

　おじいちゃんの──大たい使しの役やく目めを継つがない、という選せん択たく肢しは、あのときはなかったのだ。

　言いいかえせないくやしさで、杏あん樹じゅはいたいほどくちびるをかむ。

「日にっ本ぽんを手てにいれたからって、なにも人にん間げんをしもべにしようなんて思おもってない。少すこしは、楽たのしませてもらうがね……。きみたちが、私わたしの目もく的てきを邪じゃ魔ましないのなら、人にん間げんのまま生いきていけることを約やく束そくしよう。どうだ？」

「どうだ、って言いわれても……」

　こまった杏あん樹じゅは、光こう哉やの顔かおを見みた。

　メフィストフェレスから目めをそらしている光こう哉やは、どこかちがう場ば所しょを見みている。

　頭あたまの中なかがフル回かい転てんしているのだろう。

（約やく束そくって言いわれてもな……）

　杏あん樹じゅは、うつむいてしまった。

　平へい凡ぼんに暮くらしたい。

　自じ分ぶんが──吸ヴァ血ンパ鬼イアだってことも、ＷＦＡの特とく別べつ管かん理り大たい使しだってことも、すべてわすれて、前まえのように静しずかに暮くらしたい。

　これは、ずっとずっと、思おもってることだ。

　その願ねがいがいま、目めの前まえにいるメフィストフェレスという悪あく魔まによって、かなえられようとしている。

「……気きに入いらねぇ」

　ボソリとつぶやいた光こう哉やの声こえが、シンとなった教きょう会かい内ないにひびく。

「気きに入いらねぇな！　なんでも、自じ分ぶんの言いうとおりになると思おもってるのか？」

　光こう哉やの言こと葉ばに、メフィストフェレスの眉まゆがピクリと動うごく。

「ならねーよ。占うらないだけで、日にっ本ぽんを手てにいれるって？　バッカじゃねーの？」

「バカは、きみだ。人にん間げんがわれをわすれ、自じ分ぶんというものをなくした場ば所しょには、負ふのエネルギーがやどる。そのエネルギーで、日にっ本ぽんはより強つよい、パワースポットになるのだ」

「だから、なんだよ？　しょせん、占うらないでしか、人にん間げんをふり回まわせないってことだろう？」

（そうよ……ここで、ひるんじゃダメだ……）

　杏あん樹じゅは手てをギュッとにぎると、大おおきな声こえを張はりあげた。

「人ひとには、運うん命めいを変かえる力ちからがあるんだから！　決きめられた運うん命めいにしたがうなんて、バカげてるよ！」

　シルフの言こと葉ばを口くちにする。

　悪あく魔まに、ふり回まわされたりなんかしない。

「人ひと、ねぇ……」

　メフィストフェレスは、まばたきひとつせず、光こう哉やと杏あん樹じゅをじっと見みている。

（……負まけるもんか！）

　いぬくような、するどい目めのメフィストフェレスを、杏あん樹じゅはにらみつけた。

（どうやったら、メフィストフェレスの目もく的てきを止とめられるかなんて、わかんないけど……悪あく魔まの誘ゆう惑わくに乗のっちゃダメだ！）

　一いっ瞬しゅんでも、メフィストフェレスの甘あまい誘ゆう惑わくに、流ながされそうになってしまった自じ分ぶん自じ身しんを、杏あん樹じゅはしかりつけた。

「そこまで言いうとは、立りっ派ぱなことだ。その勇ゆう気きにめんじて、チャンスをやろう。今こん週しゅう末まつに、おもしろい企き画かくの番ばん組ぐみがある。その番ばん組ぐみで、私わたしを打うち破やぶってみろ。それができれば、手てをひいてやろう」

「番ばん組ぐみ？」

　光こう哉やが、いぶかしげにメフィストフェレスを見みた。

「その番ばん組ぐみで、打うち破やぶればいいんだな？」

「そうだ。できれば、の話はなしだが……悪あく魔まは約やく束そくを守まもる。ぜったいにな」

　メフィーはきびすをかえすと、ステンドグラスのほうへと歩あるいていく。

「おまえたちは、ぜったいに破は滅めつする……」

　姿すがたがゆらめいて、じょじょに風ふう景けいに溶とけこんでいった。

「正しょう体たいがバレたときが楽たのしみだ……」

　そう言いって、メフィーの姿すがたが完かん全ぜんに消きえた。

　気け配はいはどこにもない。

　ふっと息いきをはき、杏あん樹じゅは光こう哉やの顔かおをのぞきこんだ。

「あんな約やく束そくしちゃって、大だい丈じょう夫ぶなの？」

「やるしかないだろ。もうあとにはひけないぜ」

「そうだけど……」
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　教きょう会かいで、メフィストフェレスに会あったつぎの日ひ──光こう哉やが所しょ属ぞくしている事じ務む所しょから、連れん絡らくが来きた。

　人にん気き占うらない師しメフィーに見みはなされた、と思おもっていた事じ務む所しょは「メフィーがプロデュースした番ばん組ぐみに出でてくれないか」と依い頼らいが来きた、とよろこんでいるらしい。

　リビングの電でん話わで話はなしている光こう哉やが、気きまずい笑えみをうかべながら、出しゅつ演えんする、と答こたえているのを聞きいて、杏あん樹じゅは複ふく雑ざつな気き分ぶんになる。

　メフィーは、杏あん樹じゅや光こう哉やの正しょう体たいをバラすつもりだ。

　それも──みんなが見みるテレビを使つかって。

「今こん週しゅう末まつって、明日あしたですよ？　ちょっと急きゅうじゃないですか？」

　ヴァルに聞きかれ、電でん話わを切きった光こう哉やがふりかえる。

「たしかにな……」

　そう言いって、光こう哉やはため息いきをつきながら、杏あん樹じゅがすわっているソファーにすわった。

「なにか、問もん題だいでもあったの？」

「明日あしたの番ばん組ぐみのこと、くわしく聞きいたんだけど──」

　言いいよどむ光こう哉やをうながすように、杏あん樹じゅが聞ききかえす。

「どんな番ばん組ぐみなの？」

「メフィーがプロデュースした『悪あく魔まの館やかた』っていう、オバケ屋や敷しきみたいな建たて物ものから、チーム全ぜん員いんがそろって、無ぶ事じに出でてくればいいらしい」

「チーム全ぜん員いん？」

「３人にん１組くみだってさ。とりあえず、杏あん樹じゅを出だすって、事じ務む所しょに言いっといた」

「でも、私わたし……芸げい能のう人じんじゃないよ？」

「かけだしのモデルだって──そういうことにしといてくれるらしい。事じ務む所しょは、どうしてもオレを出だしたいからって、それくらいのムリは聞きいてくれたよ」

　それを聞きいたヴァルが、顔かおをしかめる。

「３人にんってことは、私わたしもですかっ!?」

「まぁ、そうなるな。ふつうの人にん間げんを、オレのチームに、入いれるわけにはいかないし」

「ちょっと待まってよ」

　杏あん樹じゅが会かい話わにわってはいる。

「ＷＦＡの規き約やくで、精せい霊れいはめだつことをしてはいけないっていうのが、あるんでしょう？　規き約やくを違い反はんしたら、強きょう制せい的てきに自じ国こくにもどされちゃうって……ヴァルまでいなくなるのは、イヤだよ！」

　シルフがいなくなったいま、ヴァルまでいなくなってしまうのは、たえられない。

　大たい使しである光こう哉やは、特とく例れいとしてモデル活かつ動どうすることを許ゆるされているが、ふつうの精せい霊れいに特とく例れいはない。

　大たい使しの世せ話わ役やくのヴァルも、ふつうの精せい霊れいとして扱あつかわれる。

　テレビを見みて、ヴァルが出でているのをモルガンや他ほかの大たい使しが知しったら──もしかしたら、番ばん組ぐみ中ちゅうに送おくりかえされてしまう可か能のう性せいだってある。

「ですが──ほかに、たのめる人ひともいませんし……光こう哉やさまと杏あん樹じゅさまが、せっかく作つくったチャンスを無む駄だにするくらいなら、規き約やく違い反はんだってします！」

　ヴァルの顔かおには、決けつ意いがやどっている。

（……どうしよう）

　こまっている杏あん樹じゅを見みて、光こう哉やがふと手てをたたいた。

「そうだっ！　イイ案あんがあるぜ！」




「ふぅ……」

　杏あん樹じゅはアイマスクを外はずすと、周しゅう囲いを見みまわした。

　まっくらな森もりの中なかに、ポツンと一いっ軒けんの洋よう館かん──と呼よぶには大おおきすぎる、廃はい墟きょのような建たて物ものが建たっている。

「ここは……？」

「ロケ地ちだってよ。所しょ在ざい地ちは、ヒミツらしいぜ」

　杏あん樹じゅの横よこにいた光こう哉やが答こたえる。

「数すう時じ間かん、目めかくししたまま、ロケバスに揺ゆられてたからなぁ……関かん東とうじゃないことは、たしかだな」

　そう言いって、たそがれていく空そらを見みあげた。

　そんな光こう哉やのうしろで、春はる人とが目めをシパシパさせている。

「安あ倍べくん……なんか、ごめんね。急きゅうにお願ねがいしちゃって」

　光こう哉やの言いった「イイ案あん」とは、陰おん陽みょう師じである春はる人とに、出しゅつ演えんをお願ねがいすることだった。

　陰おん陽みょう師じは、杏あん樹じゅたちと同おなじように、ふつうの人にん間げんではないし、精せい霊れいでもないからめだつことをしても、規き約やくにひっかかることもない。

　そう光こう哉やに言いわれ、悩なやんだすえ──杏あん樹じゅは、春はる人とに電でん話わしたのだ。

「いいよ」

　あっさりと出しゅつ演えんしてくれることになった春はる人とを、杏あん樹じゅは不ふ思し議ぎそうに見みつめた。

「でも、ほら……敵てきが敵てきなだけに、なんだか申もうし訳わけなくって……」

「いいんだよ。高たか野のにたのまれたら、断ことわれねーし……」

「え？」

（それって、どういうこと……？）

　聞ききかえそうとした杏あん樹じゅの横よこで、光こう哉やが春はる人とを見みながら苦く笑しょうする。

「それにしても、春はる人と……おまえ、そのかっこうでいいのか？」

　そう言いわれた春はる人とは──陰おん陽みょう師じの正せい装そうである、水すい干かんを着きていた。

　おまけに、呪じゅ符ふまで持もってきている。

「どういう状じょう況きょうになるかわからないから、着きていけって、葛くずの葉はに言いわれて……」

「春はる人とがそういうかっこうするなら、オレらも似にたようなかっこうすればよかったな」

「そんなのしたら、バレちゃうじゃん！」

「いや、むしろコスプレ衣い装しょうみたいだろ」

　杏あん樹じゅのツッコミに、春はる人とがこまったように言いう。

「着き替がえたほうがいいかな？」

「いいよ、そのままで。マネージャーも衣い装しょうだと思おもってるみたいだしさ」

　そう言いって、光こう哉やは、いそがしそうに動うごいているマネージャーを見みた。

「あっ！　あそこにいるのって、去きょ年ねんの一いっ発ぱつ屋や芸げい人にんじゃん。一いち応おう、あいさつしてくるわ」

　そう言いって、光こう哉やは、ほかの参さん加か者しゃたちにむかって、歩あるいていってしまった。

「てか、いまからなにするの？　オレ、なんも聞きいてないんだけど」

「私わたしも、オバケ屋や敷しきみたいなものだとしか──」

　言いいかけた瞬しゅん間かん、廃はい墟きょ同どう然ぜんの建たて物ものが、パッとライトアップされた。

　洋よう館かんというよりも──海かい外がいのお城しろのような建たて物ものは、窓まどという窓まどが割われ、壁かべには蔦つたが這はっていて、いまにもくずれてしまいそうだ。
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「さぁ、いよいよ、始はじまりますね！」

　森もりの入いり口ぐちには、ステージが作つくられていて、その上うえに、大おおきなディスプレイが設せっ置ちされていた。ディスプレイに映うつっているのは、スタジオにいる、ＭＣや大おお御ご所しょタレントの人ひとたちだ。

　超ちょう常じょう現げん象しょうにくわしいといわれているタレントの美み月つき明あけ美みや、大おお御ご所しょと呼よばれているマルチタレントの、ジョージ加か藤とうが、スタジオ内ないですわっていた。

　どうやら、彼かれらはロケ地ちにくることはしないらしい。

「悪あく魔ま占うらないで有ゆう名めいな、占うらない師しメフィーがプロデュースした『悪あく魔まの館やかた』！　この館やかたの屋おく上じょうに、無ぶ事じに着つくことができれば──賞しょう金きん１０００万まん円えんと、悪あく魔まからの『ぜったいブレイクする』という予よ言げんがもらえます」

　ロケ地ちに来きている、ディスプレイの横よこにいた司し会かい者しゃの言こと葉ばに、参さん加か者しゃたちが歓かん声せいをあげる。

　それもそうだ。

　メフィーの占うらないは１００％あたる。

　そんなメフィーから「ぜったいブレイクする」という予よ言げんをもらえるのだから、がけっぷちの芸げい人にんやタレントが、気き合あいを入いれるのもムリはない。

　そんな参さん加か者しゃを、モニターごしに、じっと見みつめたあと、美み月つきが口くちをひらく。

「この建たて物ものは、メフィーさんが設せっ計けいしたとか？」

「そうです。なんでも、あの建たて物ものは、ドラキュラ城じょうのレプリカらしいですよ」

「ドラキュラですか……また、ゴシックなものを持もってきましたねぇ」

　美み月つきの声こえが、森もりいったいにひびきわたる。

「この城しろの中なかに設せっ置ちされた、多た数すうのチェックポイントを探さがし、チーム全ぜん員いんで屋おく上じょうに着つくことができればいいという……いたって、カンタンなルールです」

「これって、生なま放ほう送そうでしょう？　２時じ間かんって……ゲームにしては、長ながくないですか？」

　美み月つきの質しつ問もんに、

「様さま々ざまなトラップもありますし、なにしろ広ひろいので、迷まい子ごになる可か能のう性せいもあります。スタジオで見みているだけでも、２時じ間かん、たいくつはしないと思おもいますよ」

　そう言いいきった司し会かい者しゃの顔かおは、みょうな熱ねっ気きを帯おびている。

「そうそう。チェックポイントのある部へ屋やは、３分ぷん以い内ないに出でないと失しっ格かくとなりますので、この点てんだけは、参さん加か者しゃたちに気きをつけてもらいたいですね」

「３分ぷん以い内ない!?」

　会かい場じょうでは、ざわめきがおこる。

「３分ぷんでチェックポイントを見みつければいいんです。カンタンでしょう？」

　ニヤリと笑わらう司し会かい者しゃ。

（メフィストフェレスに、感かん化かされてるんだ……）

　不ふ安あんそうな表ひょう情じょうをうかべた杏あん樹じゅのもとへ、光こう哉やがもどってくる。

「おいおい……賞しょう金きんや予よ言げんが目め当あてじゃないんだぜ、こっちはさ」

「でも、打うち破やぶるってことは、このゲームをクリアしなきゃいけないってことですよね？」

　春はる人との質しつ問もんに、光こう哉やがしぶしぶうなずいた。

「そういうことだな……しかたない、行いくか！」

　意い気きごむ光こう哉やのうしろに、音おともなく、ぬっと人ひと影かげがあらわれた。

「メ、メフィストフェレス！」

　杏あん樹じゅは、メフィストフェレスの姿すがたを見みると、じり、と後あとずさった。

　あらわれたメフィストフェレスは、いつもと同おなじように、ゆったりとした着き物ものを着きて、しなやかにほほえむ。

「どうだ、あれを見みたか？」

　そう言いって、廃はい墟きょのような城しろを指ゆびさした。

「きみたちの最さい期ごには、ふさわしいだろう？」

「最さい期ごなんかじゃない！」

　春はる人とが、かみつくように口くちをひらく。

「安あ倍べくん！」

「最さい期ごになんか、オレがさせないぞ！」

　けげんそうな顔かおで、メフィストフェレスは春はる人とを見みた。

「なんだ、この小こ猿ざるは……」

　なにかを見みすかすようにして、まばたきもせず、じっと春はる人とを見みつめている。

「ははっ。なにかと思おもえば、ほんものの陰おん陽みょう師じか。私わたしは、てっきり、ヴァイツェンウルフがくるものだと思おもったのだが──まぁ、いい。ぞんぶんに楽たのしんでくれたまえ」

　笑わらい声ごえをひびかせながら、ステージへとむかうメフィストフェレスのうでを、光こう哉やがガシッとつかんだ。

「おい……約やく束そくは、守まもるんだろうな？」

　メフィストフェレスは、やんわりと光こう哉やの手てを引ひきはなす。

「もちろんだ。そのために、あの城しろを用よう意いしたんだからな」

　不ふ敵てきな笑えみをうかべ、メフィストフェレスは去さっていった。

「おにいちゃん……」

　杏あん樹じゅは、不ふ安あんそうにつぶやきながら、去さっていくメフィストフェレスの背せ中なかを、じっと見みていた。




　われ先さきにと、城しろへ入はいっていく参さん加か者しゃたちを横よこ目めで見みながら、杏あん樹じゅたちは様よう子すをうかがっていた。

「オレらで最さい後ごか……」

　そう言いいながら、光こう哉やは、ほかの参さん加か者しゃたちがくぐりぬけていった、大おおきな石いし造づくりの門もんを見みあげた。

「なにかしら、しかけてきますよね……大だい丈じょう夫ぶかなぁ」

　春はる人とは、暗くらくなっていく空そらを、おおうようにして建たっている建たて物ものを見みあげた。

「入はいってみなきゃ、わからないよ！　ほら、行いこう！」

　口くち数かずがすくなくなった光こう哉やと春はる人との背せ中なかを押おしながら、杏あん樹じゅはズンズンと進すすんだ。

（弱よわ気きになっちゃダメだ！）







　　　　15　なにかがおかしい!?




　玄げん関かんホールに位い置ちする場ば所しょに、足あしをふみいれた杏あん樹じゅたちは、あまりのカビ臭くささにせきこんだ。

　まっくらな室しつ内ないを見みまわしてみるけれど、入はいる前まえに受うけとった懐かい中ちゅう電でん灯とう１本ぽんでは、よく見みえなかった。

　シーンと静しずまりかえっているところをみると、ほかの参さん加か者しゃたちはすでに先さきに行いってしまったようだ。

「ルートは、決きまってるみたいだな」

　光こう哉やはそう言いって、歩あるきだした。

「おにいちゃん、ちょっと待まってよ！　先さきに行いくなら、懐かい中ちゅう電でん灯とう、持もってって！」

「あ、そっか」

　思おもいだしたように、光こう哉やは杏あん樹じゅから懐かい中ちゅう電でん灯とうを受うけとった。

「光こう哉や先せん輩ぱい……もしかして、暗くらやみでも目めが見みえるんですか？」

　春はる人とは、まだ暗くらやみに目めが慣なれないようだった。

「見みえるっていうか、慣なれるのが早はやいだけ」

　サラッと答こたえると、ホールの左ひだり側がわにつづく廊ろう下かを進すすんでいく。

「おにいちゃん、どこにカメラがあるかわからないんだから、気きをつけてよ……」

　メフィストフェレスは、正しょう体たいがバレるのが楽たのしみだと言いっていたのだ。

　どこでバレるかわからないのだから、気きをひきしめていかなきゃいけない。

（しっかり、しっかり！）

　暗くらいのが苦にが手てで……その上うえ、オバケが出でそうな雰ふん囲い気きに、杏あん樹じゅは自じ分ぶんにエールを送おくる。

（大だい丈じょう夫ぶ……おにいちゃんも、安あ倍べくんもいるんだし……）

　そう思おもっても、歩あるくたびにギシギシとなる廊ろう下かに、足あしが震ふるえはじめる。

「おっ？　この部へ屋や、ひらくぞ」

　光こう哉やが、左ひだり側がわに見みえたドアを、ゆっくりと開あける。

「うっ……！」

　カビ臭くさい部へ屋やは、体たい育いく館かんの半はん分ぶんほどだろうか……中ちゅう央おうに、長ながいテーブルとキャンドル立たてがおいてあるのを見みて、ここは食しょく堂どうなんだろうと予よ想そうする。

　壁かべにあったスイッチを入いれてみるけれど、とうぜん、電でん気きはつくはずもない。

「ここ、チェックポイントかな？」

　杏あん樹じゅのつぶやきに答こたえるように、バタンとドアが勝かっ手てにしまった。

「あやしいところを探さがそう」

　光こう哉やに言いわれて、杏あん樹じゅと春はる人とはあわてて床ゆかや家か具ぐなどを調しらべはじめた。

　床ゆかを調しらべていた杏あん樹じゅが、立たちあがった瞬しゅん間かん──どこからか、見みられている感かんじがして、しゃがみこんだ。

「なっ、なにかいるっ！」

　こわがる杏あん樹じゅにかけよってきた春はる人とが、杏あん樹じゅの周しゅう囲いを見みまわし、

「あった！」

　と、声こえをあげた。

「……へ？　なにが？」

　おそるおそる、杏あん樹じゅが顔かおをあげる。

　春はる人とが、暖だん炉ろの上うえに飾かざられている、古ふるぼけた肖しょう像ぞう画がを指ゆびさしていた。

　髪かみをなであげ、ピンとはねた口くちひげの男おとこの人ひとが、ジィーッとこちらを見みつめている。

「目めの部ぶ分ぶんに、カメラが設せっ置ちされてるんだよ」

　そう言いわれて、目めをこらして見みてみると──たしかに、目めの部ぶ分ぶんがキラリと光ひかっている。

　ときどき、目めがギョロリと動うごくのは、参さん加か者しゃたちを驚おどろかせるためだろう。

「なぁんだ……」

　ホッと胸むねをなで下おろす杏あん樹じゅは、肖しょう像ぞう画がに近ちかよっていく。

　肖しょう像ぞう画がのすぐ下したに、５色しょくのボタンがあった。

「オレらの色いろは黒くろだな。杏あん樹じゅ、それ押おして。チェックポイント到とう着ちゃくの、合あい図ずになってるはずだから」

　光こう哉やの言こと葉ばにうなずき、杏あん樹じゅは黒くろいボタンを押おした。

　チャラン、と小ちいさな音おとが鳴なる。

　と同どう時じに、ドアが開あく音おとが聞きこえてきた。

「これでいいの？」

「うん。じゃあ、つぎ行いくか」

　部へ屋やを出でようとしたとき──上うえのほうから、悲ひ鳴めいが聞きこえてきて、杏あん樹じゅはビクッと体からだをこわばらせた。

「どうかしたか？」

　廊ろう下かを進すすんでいく光こう哉やがふりかえる。

「悲ひ鳴めいが……」

「え？」

　聞ききかえして、光こう哉やは耳みみをすませた。

　とくに、なにも聞きこえてはこない。

「春はる人と、なんか聞きこえた？」

「いいえ……高たか野の、聞ききまちがえただけなんじゃない？」

「そんなはずない……」

　よわよわしく答こたえる杏あん樹じゅを見みて、光こう哉やが春はる人とに説せつ明めいする。

「杏あん樹じゅは、耳みみがいいからさ。きっと、オレらには聞きこえない、すげー小ちいさな声こえも聞きこえてるんだよ」

　なるほど、と、春はる人とは納なっ得とくした。

「ってことは……上うえでは、おとなでも叫さけぶようなトラップがあるってことですよね？」

「大おおげさなだけじゃねーの？」

　そう言いって、光こう哉やは廊ろう下かをつき進すすんでいく。

　レストランのように大おおきなキッチンや、ダンスホールのような広ひろ間まで、光こう哉やたちは、それほど苦く労ろうすることなく、チェックポイントを見みつけていく。

　とつぜん、家か具ぐが動うごいたり、なにか小ちいさなものが、足あしもとを走はしりぬけていったり……そんなしかけで驚おどろくのは、杏あん樹じゅだけだった。




　一いっ方ぽう、スタジオでは──各かく部へ屋やに設せっ置ちされているカメラを通とおして、モニターで参さん加か者しゃたちの様よう子すを見みては、驚おどろいたり、笑わらったりをくり返かえしていた。

「サンプロジェクト所しょ属ぞくの芸げい人にんチームは、失しっ格かくだね。１人ひとり足たりない」

「こっちでは、外そとに出でてきた様よう子すはないので……迷まい子ごになったのでしょうか？」

　司し会かい者しゃの言こと葉ばで、各かく所しょの映えい像ぞうがモニターにつぎつぎと映うつる。

　暗くらい廊ろう下かを１人ひとり、なにかから逃にげるように走はしっていくのが見みえた。

　その必ひっ死しな表ひょう情じょうを見みて、美み月つきが首くびをかしげる。

「彼かれ……なにかに追おわれているわね」

「なにかとは？」

　女じょ性せいタレントがこわごわと聞ききかえす。

「黒くろい影かげのようなもの、あなたには見みえない？」

「いえ……」

　こわいのが苦にが手てな女じょ性せいタレントは、モニターから視し線せんをそらした。




「もう１階かいは、終おわったよな。そろそろ２階かいに行いくか」

　グルリと１階かいを回まわったようなルートは、入いり口ぐちのホールへとつづいていた。

　３人にんは、暗くらくて上うえのほうが見みえない、大おおきな階かい段だんをゆっくりとあがっていく。

　左さ右ゆうにわかれた階かい段だんを、光こう哉やはルート通どおり、右みぎへと進すすんだ。

　ただの、オバケ屋や敷しきのようだと安あん心しんした反はん面めん──本ほん当とうに、それだけなのだろうかという不ふ安あんが入いりまじり、３人にんともだまったままだ。

　１本ぽんの懐かい中ちゅう電でん灯とうの、光ひかりだけをたよりに、階かい段だんをのぼりつづける。

　かすかに、キュイーンと機き械かいが動うごいているような音おとがする。

（なんだろう……撮さつ影えい用ようの機き械かいの音おとかな？）

　こわごわとあたりを見みまわしてみるが、機き械かいがあるようには見みえない。

（なんか、おかしい！）

　杏あん樹じゅがそう気きづいたのは、階かい段だんをのぼりはじめて、しばらくたってからだった。

「おにいちゃん、止とまって！」

　声こえをかけると、先せん頭とうを行いく光こう哉やが、ゆっくりとふりかえる。

　すると。

「きゃあああああああああああっ！」

　杏あん樹じゅが悲ひ鳴めいをあげた。

　それも、そのはず。

　光こう哉やには、顔かおのパーツがなにもなかったのだ。

「杏あん樹じゅ、どうした？」

　口くちもないのに、光こう哉やの声こえが聞きこえる。

「おい、なんでそんな顔かおしてるんだよ」

　のっぺらぼうになった光こう哉やが、じりじりと杏あん樹じゅに近ちかづいてきた。

「なんで……どうして……？」

　杏あん樹じゅは、イヤイヤをするように首くびをふる。

「高たか野の、どうしたんだよ？」

　そう言いって、春はる人とが顔かおをのぞきこむ。

「おにいちゃんの！　おにいちゃんの顔かおが──」

　言いいかけて、杏あん樹じゅは息いきをのんだ。

　春はる人とにも、顔かおがない。

「いやあああああっ！」

　混こん乱らんした杏あん樹じゅは、階かい段だんをかけおりる。

（おかしい……おかしいよ！）

　のぼってきたときと同おなじ数かずの階かい段だんをおりたはずなのに、階かい段だんはずっと下したまでつづいている。

　うしろからは、光こう哉やと春はる人との足あし音おとがついてくる。

「おい、杏あん樹じゅ、落おち着つけって！」

「高たか野のっ！　そんなにあわてるとあぶないぞ！」

　聞ききたくないというふうに、杏あん樹じゅは耳みみをおさえながら、階かい段だんをおりつづける。

「あっ！」

　階かい段だんに敷しいてあった、ボロボロになったじゅうたんに足あしをとられ、杏あん樹じゅの体からだが宙ちゅうへと放ほうりだされた。

（ころげ落おちちゃう！）

　その衝しょう撃げきを想そう像ぞうした杏あん樹じゅは、ギュッと目めをつぶった。

　そのとき──うしろのほうで、春はる人との声こえが聞きこえる。

「いそげ、青せい龍りゅう！」

　その声こえと同どう時じに、杏あん樹じゅの体からだがフワッとうかびあがった。
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「これは、なんでしょうか？」

　廃はい墟きょの外そと──用よう意いされたステージ上じょうで、ディスプレイを見みていた司し会かい者しゃが首くびをかしげる。

「うかんでいる……ように見みえますが、これもなにかのしかけですか？」

　すずしい顔かおをしてすわっているメフィーに、司し会かい者しゃがたずねた。

「そうですよ。だって、ころんだらあぶないでしょう？」

「そ、そうですよね！」

　エスカレーターのような階かい段だんは、壁かべについた隠かくしボタンを押おさないかぎり、ずっとのぼりつづけることになる──といった、悪あく趣しゅ味みなものをとりつけたのは、メフィーだ。

　そのメフィーが、ころんだらあぶない、という認にん識しきを持もっていたことに、司し会かい者しゃはホッとした表ひょう情じょうをうかべた。

「どんなしかけだか、この暗くらさじゃわかりませんね」

「わかったら、おもしろくないでしょう？」

　そう言いって、メフィーは口くちもとをゆるめた。

「こういった不ふ思し議ぎなトラップは、これから、まだまだ出でてくると思おもいますよ」

「思おもいます……って、メフィーさんがしかけたんですよね？」

　ほほえんだままのメフィーを、けげんそうに司し会かい者しゃが見みる。

「お、やっと気きづいたか」

　メフィーの言こと葉ばに、司し会かい者しゃはディスプレイに視し線せんをもどした。




　蒼あおいウロコにおおわれた、５メートルほどの大おおきな龍りゅうにだかれ、杏あん樹じゅはそっと階かい段だんにおりた。

「あ、ありがとう！」

「礼れいには及およばず……」

　青せい龍りゅうが、スッと春はる人とのそばへともどっていく。

　２人ふたりの顔かおが消きえていることもわすれ、杏あん樹じゅは、かけよってきた光こう哉やと春はる人とへと視し線せんをむけた。

「大だい丈じょう夫ぶだったみたいだな」

　杏あん樹じゅのそばまできた光こう哉やの顔かおが、はっきりと見みえる。

　顔かおのパーツは、きちんとついていた。

「さっきはどうしたんだよ。とつぜん逃にげるから、ビックリしただろ」

「だって、その……おにいちゃんと安あ倍べくんの顔かお、のっぺらぼうみたいになってたから……」

　そう言いわれて、光こう哉やと春はる人とは顔かおを見みあわせた。

「そんなはずないだろ。な？」

「もしかしたら、これがトラップなのかもしれませんね」

　春はる人との言こと葉ばに、光こう哉やはうなずいた。

「この階かい段だんも、しかけだったみたいだしな……」

「しかけ？」

　杏あん樹じゅが首くびをかしげる。

「そう。わかりにくいところにボタンがあってさ、それを押おしたら、階かい段だんが縮ちぢんだんだ。正せい確かくには──もとの長ながさに、もどったんだろうけど」

「そっか……だから、なんかおかしいと思おもったんだ……」

　でも。

「なんで、顔かおがなかったんだろう……」

　考かんがえこむ杏あん樹じゅの前まえで、青せい龍りゅうが春はる人とをチラリと見みる。

　その視し線せんに気きづいた春はる人とは、

「なんだよ。なんかいるのか？」

　と、青せい龍りゅうの言こと葉ばをうながした。

「妖よう気きがただよっているように感かんじられます」

「そりゃ、そうだよ。悪あく魔まがいじくり回まわした建たて物ものなんだからさ」

「いえ、そうではなく……複ふく数すうの妖よう気きが、この建たて物もの内ないで感かんじられるのです。ですから、坊ぼっちゃんや、大たい使しさまの顔かおがなくなって見みえたのも、彼かれらのしわざではないかと──」

「ちょっと待まてよ」

　青せい龍りゅうの意い見けんに、光こう哉やがストップをかける。

「のっぺらぼうって、日にっ本ぽんの妖よう怪かいたちがやってくれた、オレたちの歓かん迎げい会かいに来きていたぜ？　つーことは、オレらの味み方かただろ」

「日にっ本ぽんではない国くににも、のっぺらぼうと同おなじような〝あやかし〟が、いるのではありませんか？」

　そう言いわれ、光こう哉やと杏あん樹じゅは顔かおを見みあわせた。

「杏あん樹じゅ……おまえ、知しってる？」

　聞きかれて、杏あん樹じゅは首くびをふった。

「世せ界かいには、数かぞえきれないほどの精せい霊れいがいるんだし、わかるわけないか……こんなときに、シルフがいたら……」

　光こう哉やのつぶやきに、杏あん樹じゅの胸むねがズキッといたむ。

（シルフのためにも、強つよくなるって決きめたのに……なにやってんだろ、私わたし）

「高たか野の……これって、まずいんじゃないか？」

　春はる人との言こと葉ばに、杏あん樹じゅはハッとなった。

「そうか。ほかの参さん加か者しゃはみんな、ふつうの人にん間げんだから、やつらになにかされても、どうすることもできない……なに考かんがえてんだ、あいつ！」

　光こう哉やがくやしそうに言いう。

「どうする？　これ、テレビだぞ……」

　そう言いってから、光こう哉やはふと、青せい龍りゅうと目めがあった。

　一いっ瞬しゅんの間まがあいて──

「って、春はる人と……おまえのつかい魔ま、出でてるじゃんか！」







　　　　16　これで終おわりなの？




「高たか野のを助たすけるために必ひっ死しで……」

　春はる人とはそう言いうと、申もうし訳わけなさそうに光こう哉やを見みた。

「いや、助たすけてくれたことには、感かん謝しゃしてるんだ。それより、テレビで、どう映うつってるかが問もん題だいだよな……」

　青せい龍りゅうが画が面めんに映うつっていたら、大だい問もん題だい。

　青せい龍りゅうが映うつっていなかったら、今こん度どは杏あん樹じゅが空くう中ちゅうにうかんでいる状じょう態たいが映うつってしまったはずで、それも大だい問もん題だいだ。

「……オレが」

　むずかしい顔かおで考かんがえこんだ光こう哉やを見みて、春はる人とがゆっくりと口くちをひらく。

「光こう哉や先せん輩ぱいと高たか野のは、まだ正しょう体たいがバレるようなことは、なにもしてない。だから、オレ１人ひとりがヘンな行こう動どうをしたって、言いい訳わけするとかすれば……オレは、こんなかっこうしてるし、自じ分ぶんで青せい龍りゅうも呼よびだしちゃったんで──」

　言こと葉ばをつづけようとする春はる人とを、杏あん樹じゅはさえぎった。

「でも……」

　この先さき、どんな精せい霊れいが待まちうけているかわからないけれど──ほかの参さん加か者しゃが、精せい霊れいに悪わるさをされているのを、大たい使しとして見みすごすわけにはいかない。

　その悪わるさがイタズラであっても、杏あん樹じゅや光こう哉やは、ＷＦＡの大たい使しとして、その精せい霊れいを裁さばかなきゃいけない。

　たとえ、それが──カメラの前まえであっても。

　ちょっと、あとにして！　というのは、精せい霊れいにはつうじないのだから。

（どうしよう……）

　杏あん樹じゅは言こと葉ばにできなかった。

「春はる人とは……それでいいのか？」

　悩なやみながら、光こう哉やが口くちを開ひらく。

「杏あん樹じゅやオレのことなんか、考かんがえなくても……」

　あんなに真しん剣けんに考かんがえていた、光こう哉やの、将しょう来らいの夢ゆめ──

　それを、使し命めいのためとはいえ、あきらめなきゃいけないのだ。

　あきらめるだけじゃない。

　全ぜん国こく放ほう送そうで、正しょう体たいをバラすことにもなる。

　学がっ校こうになんて行いけなくなるかもしれないし、人ひととして暮くらすこともできない。

　海かい外がいで活かつ躍やくしている、お父とうさんやお母かあさんにも、迷めい惑わくをかけるかも……。

　杏あん樹じゅがおもわず、うつむいたとき、春はる人とが口くちをひらいた。

「いいんです！　オレは、陰おん陽みょう師じだって言いっても、ヘンなやつ扱あつかいされるかもしれないけど、まぁ、受うけいれられると思おもうんですよ。日にっ本ぽんにはまだ、イタコを信しんじている人ひとだっているし。でも、２人ふたりは吸ヴァ血ンパ鬼イアだから……」

「……なにを言いいたいんだ？」

「だから、その……このまま、オレと青せい龍りゅうにまかせてください！」

　そう言いって、チラリと杏あん樹じゅを見みる。

「安あ倍べくん……」

　杏あん樹じゅのつぶやきが聞きこえていないのか、春はる人とは、頭あたまを下さげるいきおいで、光こう哉やに言いった。

「お願ねがいします。このままじゃ、光こう哉や先せん輩ぱいと高たか野のは──」

（……どうしたらいいの!?）

　春はる人とを見みながら、杏あん樹じゅが首くびに下さげている、おじいちゃんからもらった純じゅん金きんのロザリオを、ギュッと握にぎりしめた。

　そのとき。

「きゃああああああああああああっ！」

　２階かいから、耳みみをつんざくような、女じょ性せいタレントのさけび声ごえが聞きこえてくる。

「な、なに!?」

　すぐに、光こう哉やと春はる人とはかけだした。

「杏あん樹じゅもこい！」

　光こう哉やに言いわれて、あわてて杏あん樹じゅも階かい段だんをかけあがる。

　あがって、すぐの部へ屋やのドアから、さけび声ごえをあげたと思おもわれる女じょ性せいタレントが、腰こしをぬかしたまま、はい出でてきた。

「どうしました!?」

　声こえをかけた光こう哉やを見みあげると、口くちをパクパクさせながら、部へ屋やの中なかを指ゆびさす。

「な、なに？」

　顔かおを見みあわせた３人にんは、そっと部へ屋やの中なかをのぞきこんだ。

「って…………おまえは！」

　光こう哉やの声こえに、杏あん樹じゅは目めをこらした。

　黒くろずんだ血ちのような色いろをした、２メートルほどの毛け玉だまが、もふもふと動うごいている。それは、以い前ぜん、見みたことがあった。

「まさか……バグベア!?」

「なんでだ？　モルガンが、連つれて帰かえったはずじゃないのか!?」

　少すこし前まえ、陽よう介すけや里さと美みをさらった、しつけの精せい霊れいバグベアは、モルガンに封ふう印いんされて、イギリスに連つれもどされたはずだ。

「きっと、メフィストフェレスが連つれてきたんだろ」

「そんなっ……」

　絶ぜっ句くする杏あん樹じゅは、モルガンとの電でん話わを思おもいだした。

　各かっ国こくで大たい変へんな状じょう況きょうになっている──とモルガンが言いっていた。

　もしかしてそれは、こんなふうに、メフィストフェレスがほかの精せい霊れいを巻まきこんで、あやつっているから……？

「……もう、許ゆるせない！」

　杏あん樹じゅの声こえに、バグベアがゆっくりとふりかえる。

「オマエ　アノトキ　ノ……？」

　杏あん樹じゅの姿すがたを見みたバグベアは、すばやくジャンプすると、壊こわれかけた天てん井じょうのすきまに、けむりのように入はいっていった。

「待まてっ！」

　杏あん樹じゅは、部へ屋やに飛とびこんだ光こう哉やと春はる人とについていこうとして──すわりこんだままの女じょ性せいタレントに声こえをかけた。

「あの、大だい丈じょう夫ぶですか？」

「……あいつ、なんなの？　あきらかに、着きぐるみなんかじゃなかったわよ……！」

　息いきもたえだえにそう言いうと、思おもいだしたように声こえをあげた。

「そうだ！　あすみちゃんが、あいつに食たべられそうになってたの！……無ぶ事じ……？」

　言いわれて、杏あん樹じゅは、バグベアがいた場ば所しょを見みると──そこには、床ゆかに女おんなの人ひとが倒たおれていた。いま、人にん気きが出でてきているグラビアモデルのあすみだ。

「おにいちゃん！」

　光こう哉やがそっと脈みゃくをとる。

「無ぶ事じだ……あすみさん、大だい丈じょう夫ぶですか？」

　光こう哉やの言こと葉ばに返へん事じはない。

　気きを失うしなっているようだった。

「ま、あんな化ばけ物ものに食くわれかけたら、気きを失うしなってとうぜんか」

　そう言いって、あすみを床ゆかに寝ねかせると、光こう哉やがふっと息いきをはく。

「さて、どうする？」

「どうするって？」

　首くびをかしげる杏あん樹じゅと春はる人とは、光こう哉やを見みた。

「脱だっ出しゅつを優ゆう先せんするか、それとも──」

「もう、こんな番ばん組ぐみイヤ！　こんなところにいたら、殺ころされるわっ！」

　ドアの前まえですわりこんでいた女じょ性せいタレントは、そう言いって立たちあがると、階かい段だんへと走はしっていく。

「待まって！　１人ひとりじゃ、あぶないです！」

　杏あん樹じゅがそう言いって追おいかけているのに、女じょ性せいタレントは杏あん樹じゅから逃にげるように、足あしを速はやめた。

「殺ころされる！　殺ころされるうううううう！」

　あまりの大おおきな声こえに、近ちかくにいた参さん加か者しゃたちも部へ屋やから飛とびだしてくる。

「どうしたんだ？」

「なにがあった？」

　追おいかけている最さい中ちゅうに聞きかれ、杏あん樹じゅはどう答こたえていいかわからなかった。

　オバケに驚おどろいたとしたら、殺ころされるという言いい方かたはしないだろうし、かといって、混こん乱らんしていると答こたえれば、ほうっておけと言いわれるにちがいない。

　みんな、メフィーの予よ言げんがほしくて、たまらないのだから、こわがっているほかの参さん加か者しゃを助たすけようとはしないだろう。

「待まって！……って、あの人ひと……」

　入いり口ぐちのホールまで追おいかけてきた杏あん樹じゅは、女じょ性せいタレントのほかに、もう１人ひとりいるのに気きづく。

　ホールのすみに、うずくまっている男おとこの人ひとがいる。

「あの……」

　杏あん樹じゅはしゃがみこんで、声こえをかけた。

「同おなじチームの人ひとは、どこに行いったんですか？」

「し、知しるか……」

　そう答こたえたのは、去きょ年ねんはすごくブレイクしていたのに、今こ年としは一いち度どもテレビで見みない、ピン芸げい人にん……たしか名な前まえは、加か納のうだった。

「知しるかって……いっしょにいたんでしょ？」

「本ほん当とうに知しらないんだ……階かい段だんで、その……」

「みんなが、のっぺらぼうになって見みえたんですね？」

　なんでわかる？　と言いいたげに、加か納のうが杏あん樹じゅの顔かおを見みあげた。

「私わたしも、さっき、それで驚おどろかされたんです。じゃあ、チームのほかの２人ふたりがどこにいるか、わからないんですか？」

「そ、そうなんだ……こわくなって、ここにもどってきたんだけど……」

　杏あん樹じゅと加か納のうがやりとりしている間あいだに、ぞくぞくと参さん加か者しゃたちがホールへと集あつまってくる。

　みんな、口くち々ぐちに──

「化ばけ物ものがいた！」

「化ばけ物ものっつーか、メフィーが呼よびだしてる悪あく魔まじゃないのか？」

「悪あく魔ま占うらないだからって、……まさかほんものの悪あく魔まだなんて、じょうだんでしょ!?」

「これ、ただのゲームじゃないの？　どうなってるの!?」

「こんなの、マネージャーに聞きいてないぜ！」

　言いいあう中なか──ホールにもどってきた光こう哉やは、入いり口ぐちのドアに手てをかけてみた。

　ギシ、という音おとがするだけで、ドアはひらかない。

　それを見みた参さん加か者しゃが、パニック状じょう態たいになる。

「どうやって、ここから出でるんだよ！」

「あんなヘンなのが、ウロウロしてる中なかで、屋おく上じょうになんか行いけないわよ！」

「落おち着ついて！」

　光こう哉やが叫さけんでも、子こどもの声こえなど聞きいてくれなかった。

「高たか野の、どうする？　あのドア、結けっ界かいがはってあるぜ。青せい龍りゅうでも、近ちかよれないほどの強きょう力りょくなやつだ……」

「結けっ界かいって……そんな」

　絶ぜっ句くする杏あん樹じゅは、ホールに設せっ置ちされているカメラを見みあげた。

（メフィストフェレス……あなたは、なにを考かんがえてるの！）




「いったい、どうなっているんでしょう……？」

　司し会かい者しゃがぼうぜんとつぶやいたとき。

　メフィーがとつぜん、クスクスと笑わらいはじめた。

「おやおや、みなさん……気きづくのが遅おそいんじゃないですかね」

「それって、どういう意い味み──」

「悪あく魔まに『ぜったいブレイクする』という予よ言げんをもらうんだ。それなりの代だい償しょうは払はらわなければ、おかしくないですか？」

「……え？　えぇ……まぁ……」

　メフィーの信しん者じゃであった司し会かい者しゃも、不ふ安あんそうに顔かおをしかめている。

　それでも、なんとか番ばん組ぐみをつづけようというプロ意い識しきからか、スタジオへと意い見けんをもとめた。

　スタジオへと切きりかわると──美み月つきが、顔かおをあおくして、立たちすくんでいる。

「これは危き険けんだわ……いますぐ中ちゅう止ししないと！」

「ど、どういうことですか？　私わたしの友ともだちも、これに参さん加かしてるんですけど……」

　女じょ性せいタレントの言こと葉ばに、美み月つきは絶ぜつ望ぼう的てきな顔かおをむけた。

「あの建たて物ものにはいま、いまだかつて感かんじたことのない、強つよい負ふのパワーが集あつまっている……これがメフィーのしわざだとしたら、えらいことよ！」

「だって、あの場ば所しょ……どこだかもわからないのに、いまから助たすけになんていけないですよっ！」

　とりみだした女じょ性せいタレントの肩かたをだき、美み月つきは必ひっ死しに考かんがえていた。

「……どうすれば、あの人ひとたちを救すくえるの!?」




「うおっ！」

　光こう哉やの声こえが聞きこえ、杏あん樹じゅはあわてて立たちあがった。

　ホールにおかれていた調ちょう度ど品ひんが、いっせいに宙ちゅうにうかびあがった。

　しかも、それが、ものすごいスピードで空くう中ちゅうを飛とびまわりはじめた。

　参さん加か者しゃたちは、それをぼうぜんと見みあげていた。

「……な、なにこれ……！」

「……ピアノ線せんで吊つってあるようには、見みえないぜ……」

　そのとき、ゴウッと音おとをたてて大おおきくて重おもそうなチェストが頭あたまのすぐそばを通とおりすぎた。

「あぶないっ！　伏ふせろ！」

「イヤアッ、もうここからだしてっ！」

　悲ひ痛つうなさけび声ごえをあげ、女じょ性せいタレントが入いり口ぐちのドアに体たいあたりする。

「ブレイクしなくてもいい！　もういいからっ！　ここから、だしてよぉ！」

　それを合あい図ずに、ほかの参さん加か者しゃたちもドアのほうへとかけよっていく。

「そうだ、だせよ！」

「ふざけんなっ！」

　混こん乱らんきわまる中なか──杏あん樹じゅたちは、うかびあがった家か具ぐから目めを離はなさないようにして、集あつまった。
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「どうするの？」

「どうするも、なにも……出でられないんだから……」

「だって、これが落おちてきたら……ケガする人ひとだって出でちゃうよ！　とりあえず、上うえの階かいに避ひ難なんしないと！」

「高たか野の！　あれ……」

　春はる人とが、階かい段だんの上うえのほうを見みあげている。

「そ、そんなっ！」

　春はる人との視し線せんを追おった杏あん樹じゅは、階かい段だんの上うえを見みて、ハッと息いきをのんだ。

　バグベアを先せん頭とうに、黒くろい影かげたちがジーッとホールの様よう子すをうかがっている。

「ニンゲン　タベテ　イイ　メフィストフェレス　ソウ　イッタ」

　ニタニタと笑わらいながら、バグベアがゆっくりと階かい段だんをおりてくる。

「オモウ　ゾンブン　タベテ　イイ　ニンゲン　トテモ　ウマイ」

　暗くらいホールの中なかなので、ドアの前まえでパニックをおこしているほかの参さん加か者しゃたちは、精せい霊れいに気きづいていない。

　でも、それも時じ間かんの問もん題だいだった。







　　　　17　また会あう日ひまで




「きやがれ、バグベア！」

　そのとき、光こう哉やが大おお声ごえで叫さけんだ。

「このヴァンパイア大たい使しが、ぜったいに、おまえの好すきなようにはさせないぜ！」

「おにいちゃん!?」

「……杏あん樹じゅ、オレは覚かく悟ごを決きめた。もう……夢ゆめとか、モデルをつづけたいとか、関かん係けいねーよっ！　いま、あの人ひとたちを救すくうのが最さい優ゆう先せんだ、そうだろ!?」

　光こう哉やの言こと葉ばに、杏あん樹じゅは強つよくうなずいた。

　正しょう体たいがバレるとか、そのあとの生せい活かつよりも──いま、この状じょう況きょうをどうにかすることが最さい優ゆう先せん。

　だって、杏あん樹じゅは大たい使しなのだから。

　人にん間げんに害がいがある精せい霊れいは、更こう生せいさせなきゃいけない使し命めいがある。

「どこまで、相あい手てできるかわかんないけど……私わたしも」

　そう言いって、杏あん樹じゅは右みぎ手ての甲こうをさすった。

　そこには、うっすらと大たい使しの紋もんが光ひかりかがやいている。

「……やるしかないよね！」

　その言こと葉ばを聞きいて、春はる人とは呪じゅ符ふをかまえ、青せい龍りゅうも力ちからをこめる。

「よし、ここは２人ふたりにまかせた。オレは、宙ちゅうにうかんでる家か具ぐをなんとかする！　まずは、あれをどうにかしないと、みんなあぶないからな」

　光こう哉やが飛とびあがった。紋もんが光ひかる右みぎ手てにグッと力ちからを入いれると、浮うかんでいた家か具ぐをこなごなにしていく。

　破は片へんがパラパラと落おちてきて、参さん加か者しゃがみんな、上うえを見みあげる。

「ＫＯＵＹＡが、と、飛とんでる……!?　え？　どういうこと？」

「つーか、おい！　階かい段だんの上うえ!!」

　階かい段だんの下したで、杏あん樹じゅは紋もんの光ひかる手ての甲こうをかざしていた。

「もう言いい訳わけは聞きいてやんない!!　今すぐ自じ国こくに戻もどりなさい」

　強つよく光ひかる紋もんに、バグベアがもだえる。

「グママ……イヤダ　タベル　タベタイ！」

　苦くるしまぎれに杏あん樹じゅをつかもうと伸のびてくる手ては、春はる人との呪じゅ符ふによって動うごきが止とめられる。

「ちょっと……この子こたち、なんなのよ!?」

　参さん加か者しゃがかたずをのんで見み守まもる中なか──

　バリバリと音おとをたてて、雷らい光こうのようなものが、ホールいったいに広ひろがった。

「きゃっ！」

　おもわず、杏あん樹じゅは目めをつぶる。

　ドサリと、何なん人にんかが倒たおれる音おとがした。

「──ここまでにしておいてやる」

　静しずかだけど、よくとおる声こえがして、杏あん樹じゅは目めを開あけた。

「メ、メフィストフェレス！」

　ホール中ちゅう央おうの空くう中ちゅうに、メフィストフェレスがうかんでいた。

　メフィストフェレスは、球きゅう体たいを抱だきかかえたまま、ゆったりとおりてくる。

　パチンと指ゆびを鳴ならすと、部へ屋やの灯あかりがパッとついた。

　ほこりまみれの家か具ぐは、いつのまにか、もとあった場ば所しょにもどっていて、参さん加か者しゃたちはみんな、ドアの前まえで倒たおれている。

「……な、なに……？」

　杏あん樹じゅたち３人にんは、ポカンと立たちつくしていた。

「どういうことだ？」

　光こう哉やが、メフィストフェレスをにらみつける。

「私わたしの負まけだ、と言いったんだよ」

「負まけって、オレら……なにもしてないぜ」

　なぁ？　と同どう意いをもとめるように、光こう哉やが杏あん樹じゅと春はる人とを見みた。

　笑えみをうかべるメフィストフェレスは、ゆっくりと口くちをひらく。

「おまえたちは──自じ分ぶんがどうなるかわかっているのに、それでも、他た人にんを助たすけるということを選えらんだ。私わたしを打うち破やぶるという目もく的てきよりも、自じ分ぶんたちの使し命めいをまっとうした。……ふん、気きに入いらんが、これは、あのじじいといっしょだ」

　じじい……というのは、おじいちゃんのことだろうか。

　なにかを思おもいだしているのか、メフィストフェレスは目めをつぶった。

「イーヴァル……あのじじいと戦たたかったときは、とてもスリルに満みちあふれていた。３０００年ねんほど生いきてきたが、あのようなスリルは味あじわったことがない。もう一いち度ど、戦たたかってみたかったが、くだらない意い地じをはりつづけて死しんだとは……」

　そうつぶやいて、目めをひらくと、杏あん樹じゅたちを冷つめたい目めで見みつめた。

「いま、おまえたちをここで破は滅めつさせるのはカンタンだが……少しょう々しょう、惜おしくなった。イーヴァルのように、私わたしをおびやかすほど強つよくなれ。あのスリルをもう一いち度ど味あじわうためなら、10年ねんや20年ねんなら待まってやってもいい」

　光こう哉やと杏あん樹じゅは顔かおを見みあわせた。

　とりあえず、この場ばはひいてくれるということだろうか。

　けげんそうな顔かおをしている２人ふたりを見みて、メフィストフェレスはクスッと笑わらった。

「……おまえたちを見みていて、気きが変かわった。ただ、それだけだ。しかし、これだけはおぼえておきたまえ。私わたしは、日にっ本ぽんを手てにいれることを、あきらめたわけじゃない……今こん回かいは、おまえたちの覚かく悟ごにめんじて、手てをひくだけだ」

　そう言いって、メフィストフェレスは球きゅう体たいに手てをかざした。

　まっくろな球きゅう体たいの中なかが、ゆっくりとオレンジ色いろにかがやいていく。

　その光ひかりは、メフィストフェレスを飲のみこんでいった。

「ちょっと、待まちなさい！」

　杏あん樹じゅは、あわててかけよった。

「こんなさわぎをおこしておいて、逃にげるつもり!?」

「ＷＦＡに、つかまるわけにはいかないんでね。Aufアウフ Wiedersehenヴィーダーゼーン!（さようなら）」

　だれをも魅み了りょうする笑えみをうかべ、メフィストフェレスは手てをふった。

　いまにも消きえそうな姿すがたに、杏あん樹じゅは必ひっ死しに手てをのばす。

「ちょっと！」

　やっと届とどいたかと思おもった手ては、空くうをつかむ。

　一いっ瞬しゅんの差さで、メフィストフェレスは消きえてしまっていた。

　いきおいあまって、杏あん樹じゅは床ゆかにすわりこむ。

「なんなのよ、いったい！」







　　　　18　むかえに行いくね！




　テレビ局きょくからもどってくるなり、電でん話わが鳴なった。

　ぐったりとしている杏あん樹じゅは出でる気きにならず、ヴァルがすかさず電でん話わをとる。

　光こう哉やは、スタジオにいたタレントや、参さん加か者しゃたちと打うち上あげとかで、事じ務む所しょに顔かおをだしていた。

（打うち上あげって……なにもなかったことになってるのに……）

　杏あん樹じゅは、番ばん組ぐみが終おわったあとのことを思おもいだし、ふかくため息いきをついた。




　メフィストフェレスが消きえたあと、倒たおれていた参さん加か者しゃたちが、いっせいに目めを覚さました。

　無ぶ事じだった！　と安あん心しんしたのはいいけれど、だれ１人ひとりとして、メフィーがプロデュースした企き画かくのことをおぼえていなかったのだ。

「なんで、こんなところにいるんだ？」

「今日きょうって、オフだったはずなんだけど……」

　と、みんなが首くびをかしげながら、建たて物ものから出でていくのを見みて、青せい龍りゅうがボソリと言いった。

「メフィストフェレスが持もっていた、あの球きゅう体たいは、暗あん示じをかける道どう具ぐだったようですね。日にっ本ぽんからなくなったので、きっと、皆みんな、暗あん示じから覚さめたのでしょう……」

　結けっ局きょく、うやむやに終おわってしまった番ばん組ぐみのあと、プロデューサーや光こう哉やのマネージャーからは、一ひと言ことも〝占うらない〟や〝メフィー〟の言こと葉ばは出でてこなかった。

　すっかりわすれてしまっていたのだ。

　その上うえ、撮とっていたカメラがぜんぶ壊こわれていて、番ばん組ぐみがなにをしていたのかも、杏あん樹じゅたちがなにをしたかも、ぜんぶわからなくなっていた。

「メフィーっていう占うらない師しの──」

　と言いいかけた光こう哉やに、マネージャーは、こう答こたえた。

「そんな占うらない師しいたっけ？　マイナーな占うらない師しなのかな。なに、ＫＯＵＹＡくん、占うらないにハマッてるの？　だったら、銀ぎん座ざにイイ占うらない師しがいるよ」




「杏あん樹じゅさま、モルガンが代かわってほしいと──」

　ソファーでくつろいでいた杏あん樹じゅが、顔かおをあげる。

「モルガンさんから!?」

　あわてて立たちあがると、受じゅ話わ器きを受うけとった。

「杏あん樹じゅです。代かわりました」

「日にっ本ぽんの妖よう怪かいから、連れん絡らくがあったわ。まさか、一いち連れんの騒そう動どうの原げん因いんが、日にっ本ぽんにあったなんてね。で、メフィストフェレスは、どうしたの？」

「あの、それが……」

　逃にがしてしまったとは言いいづらかったけれど、杏あん樹じゅはすべてをモルガンに説せつ明めいした。

「なるほどね……たおしたわけじゃないなら、あいつがどこに消きえたのか、調しらべないと。ちょっと待まって」

　そう言いって、モルガンが電でん話わごしに叫さけんでいる。

　各かく方ほう面めんに、対たい処しょの指し示じをしているのだろう。

（やっぱり、モルガンさんは、よくできた長おさなんだなぁ……）

　ひとしきり、叫さけんだあと、モルガンが杏あん樹じゅにむかって口くちをひらいた。

「ごめんなさいね。でも、よくやったわ！　結けっ果か的てきに、あなたたちのおかげで、日にっ本ぽんもそうだし、世せ界かいも救すくわれたんだもの。あとはこっちにまかせて！　あの悪あく魔まは、ぜったいに探さがしだして、たおさなきゃ！　杏あん樹じゅ、本ほん当とうにおつかれさま。やればできるじゃない！」

　真まっ正しょう面めんから対たい決けつしたわけでもなく、またやってくると言いいのこして消きえただけなので、モルガンにほめられても、なんだか釈しゃく然ぜんとしなかった。

「そ、そうですか？　なんだか、心しん配ぱいなことばっかり残のこっちゃって……」

「メフィストフェレスに関かんすることは、だれもおぼえていないわよ。球きゅう体たいを使つかった魔ま術じゅつだったんだもの。球きゅう体たいを見みることがなければ、暗あん示じにかかることもないんだし」

「よかった！……でも、これからどうなるのか……」

　教きょう会かいで、メフィーから貧ひん弱じゃくと言いわれたことに、杏あん樹じゅは不ふ安あんをかかえていた。

　おじいちゃんのように、入はいりこんではいけない精せい霊れいをはじくような、すごい結けっ界かいをはることはできない。

　やっぱり、春はる人との言いうとおり──〝あやかし〟は排はい除じょしたほうがいいんだろうか。

　言こと葉ばをにごしている杏あん樹じゅの不ふ安あんに気きづいたのか、モルガンが明あかるい声こえで元げん気きづけた。

「あなたたちができる範はん囲いで、やればいいのよ。今こん回かいはドイツの大たい使しから、メフィストフェレスがいなくなったって報ほう告こくもなかったし、後ご手て後ご手てになっちゃったけど……手てにおえない相あい手てだったら、今こん度どこそ力ちからを貸かすわ。大たい使しが行いけなくても、私わたしが必かならず行いく！　自じ信しんを持もちなさい！　あなたたちは、イーヴァルの自じ慢まんの孫まごなのよ」

「……ありがとうございます！」
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　ホッと息いきをはく杏あん樹じゅは、もうひとつ、気きがかりなことがあった。

「それと、あの……シルフのことなんですけど」

「うん？」

　もう二に度どと会あえないんだろうか。

　あれ以い来らい、かるく感かんじる肩かたを、そっとなでる。

　なにかとからんできたシルフがいないと、やっぱりさびしい。

　いろんなことが終おわったからか、よけいにそう感かんじてしまう。

「もう、会あえないんでしょうか？」

　会あえないと言いわれるのはわかっていても、聞きかずにはいられなかった。

「会あえるわよ」

「え？　えぇっ!?　もしかして──」

　杏あん樹じゅの言こと葉ばをさえぎって、モルガンが意い外がいそうに笑わらった。

「あら？　シルフに聞きいてないの？　こっちにもどってるわよ」

「聞きくもなにも、だまって出でていっちゃったから……」

「いまは繭まゆの状じょう態たいだから、なんとも言いえないけど……必ひつ要ようとされれば、おきると思おもうわ」

「繭まゆ？」

「冬とう眠みん状じょう態たい、っていえばいいかしら。とりあえず、消きえたりはしてないから安あん心しんしてよ」

「おきるって、どうしたらおきるんですか？　私わたし、やっぱり……シルフにそばにいてほしいんです！」

　行方ゆくえ不ふ明めいだと思おもっていたシルフがいるとわかって、安あん心しんした杏あん樹じゅの目めから、涙なみだがにじみだす。

「愛あいされてるわねぇ。でも、このままじゃ、ちょっと……杏あん樹じゅ、むかえに来こられる？」

　モルガンの言こと葉ばに、杏あん樹じゅはまよわず答こたえた。

　そんなの、答こたえはひとつに決きまってる。

「行いきます！」







　週しゅう末まつということもあって、行いきかう人ひと々びとで飛ひ行こう機きの搭とう乗じょう口ぐち前まえは混こみあっていた。

「本ほん当とうに、大だい丈じょう夫ぶですか？」

　おろおろとするヴァルに、杏あん樹じゅはほほえんだ。

「そんなに心しん配ぱいしないでよ。何なん度どか、飛ひ行こう機きには乗のってるし……それに、むこうでお母かあさんにも会あえるから」

　小ちいさなスーツケースを手てわたして、ヴァルがコクリとうなずいた。

「もし、むこうでなにかあったら、連れん絡らくくださいね。学がっ校こうには、うまく言いいますから」

「なにもないと思おもうけど……もし、帰かえってくるのが遅おくれたら、連れん絡らく、お願ねがいね。あと、おにいちゃんを甘あまやかしちゃダメだよ？　ちゃんと、担たん当とうの家か事じはやってもらわないと」

「わかりました」

　光こう哉やは、撮さつ影えいで送おくりには来こられなかった。

　朝あさも早はやかったので会あえてはいないけれど、光こう哉やも何なん度どか海かい外がいに行いっているので、それほど心しん配ぱいはしていないらしい。

　光こう哉やの代かわり──といってはアレだけど、ヴィリが見みおくりにきてくれていた。

　光こう哉やが人ひととしても夢ゆめをかなえるし、大たい使しとしてもちゃんとやる、という気き持もちに感かん動どうしたようだ。

　怒おこったのがウソのように、光こう哉やに時じ間かんがあれば、家いえに遊あそびにくるようになっていた。

「にしても、シルフはいいわねぇ……むかえにきてくれる子こがいて。私わたしがいなくなったら、光こう哉やはきてくれるかしら？」

「ど、どうだろう……？」

　答こたえにこまってしまう。

　生せい気きを吸すわれていないものの、ずっとヴィリに張はりつかれて、正しょう直じき、光こう哉やはかなりまいっているようだ。

「いっしょにもどってきてくれるか、わからないけど……」

「そういえば、シルフの能のう力りょくが消きえた原げん因いんって、わからないまま？」

　ヴィリに聞きかれ、杏あん樹じゅはうなずいた。

「だいたい、見けん当とうはつくわよね。人にん間げんに、肩かた入いれしすぎたんじゃない？」

「肩かた入いれ……？」

「おもしろがって、いろいろと首くびをつっこんでるでしょ、シルフは」

「まぁ、たしかに……」

　考かんがえこんだ杏あん樹じゅは、ふと思おもいうかんだ不ふ安あんを口くちにした。

「私わたしと契けい約やくして、クツに変へん身しんするようになったからなのかな？」

　それを聞きいたヴィリが、口くちを開あけて笑わらった。

「ないない。人にん間げんのために自じ分ぶんのかたちを変かえて、その結けっ果か、消きえた精せい霊れいなんて、聞きいたことないわよ」

「そ、そっか……」

　だとしたら、いったい──原げん因いんは、なんなのだろう。

　モルガンは、会あってから説せつ明めいすると言いってくれたのだけれど、やっぱり不ふ安あんは消きえてくれない。

「人にん間げんの食たべものを食たべすぎ、とかね」

「えええええ？　そんなことってあるの？」

「さぁ？　ま、コロッケがおいしくて、食たべちゃうのはわかるわ」

「ヴィリ！　杏あん樹じゅさまを不ふ安あんにさせるようなこと、言いわないでくださいよ。ＷＦＡの本ほん部ぶに行いかなきゃ、わからないんですから」

　ヴァルにしかられ、ヴィリはペロッと舌したをだす。

「言いってみただけよ。種しゅ族ぞく間かんを自じ由ゆうに行いき来きする、シルフみたいな精せい霊れいってめずらしいからね」

「そうなの？」

「そうよー。ふつうは、価か値ち観かんのちがいで戦せん争そうになるからね」

　あたり前まえでしょ、と言いわんばかりに、ヴィリがうなずいた。

「四よん大だい精せい霊れいって言いってね。シルフみたいな自じ由ゆうきままに行こう動どうする精せい霊れいって、あと３人にんいるのよねぇ……だれだったかしら、わすれたけど」

（そういえば……）

　シルフも変へん身しんするときには「四よん大だい精せい霊れい」という言こと葉ばを言いっていた。

　それがなんなのか、いままで調しらべることはしなかったけれど、シルフのように種しゅ族ぞく間かんを行いき来きしている精せい霊れいというのは、やっぱり気きになる。

「杏あん樹じゅさま、そろそろお時じ間かんです」

　ヴァルの言こと葉ばに、杏あん樹じゅがゆっくりと歩あるきだす。

「行いってきます！」

　そう言いって、杏あん樹じゅはスーツケースとともに、１歩ぽ踏ふみだす。

　これから、なにが待まちうけているのか、予よ想そうもせずに──


おわり









　Ｄｅａｒディア　この本ほんを手てにとってくれたみんな




　はじめまして、こんにちは。

　１巻かんや２巻かんを買かってくれた子こは、おひさしぶり。川かわ崎さき美み羽うです。

　４月がつですね。

　春はるになると、新あたらしいことを始はじめたくなります。

　私わたしが今こ年とし、始はじめたいのは……日にっ中ちゅう寝ねることです（笑わらい）。

　って、自じ信しんマンマンに言いうことじゃないけどね。

　ちなみに、ふだんは日にっ中ちゅう寝ねることはしません。徹てつ夜やがつづこうが、なにもすることがなくってヒマになろうが──夜よるになるまでは、読どく書しょだったり、なにかしらしてます。

　私わたしのは、あまり、ほめられることじゃないけれど……みんなはなにを始はじめますか？

　手て紙がみに書かいて、コソッと報ほう告こくしてくださいな。

　新あたらしいことを始はじめる子こには、応おう援えんエールを送おくっちゃうよ！

　それでは、また『ヴァンパイア大たい使しアンジュ④』で会あおうね！


Ｆｒｏｍフロム　川かわ崎さき　美み羽う
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川崎美羽／作


１９８２年生まれ、横浜在住の水瓶座Ａ型。運命のイタズラで物書きになる。ふわふわしたものや、けもけもしたものが好き。現実逃避で行くのは湾岸線ドライブ。アニメ「.hack//Roots」のシリーズ構成を手がけたほか、ノベライズも担当。






近衛乙嗣／絵


帝都在住のイラストレーター。挿絵を担当した作品に『エイティエリート』（角川スニーカー文庫）、『撃墜魔女ヒミカ』（電撃文庫）、『ゴッデス！』（ＨＪ文庫）、『RIGHT×LIGHT』（ガガガ文庫）などがある。


















装丁　ムシカゴグラフィクス










ヴァンパイア大たい使しアンジュ③




テレビ番ばん組ぐみで、魔ま王おうと対たい決けつ!?の巻まき








作さく　川かわ崎さき美み羽う

絵え　近この衛え乙おと嗣つぐ
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